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は じ め に 


TK 一 8B80 ト レー ニン グ ・ キ ッ ト は , こ れ か ら マ イク ロコ ンピュータ を 理解 し , 実 際 iC 使 っ て 見 よう 
と いう 5 方 の 便宜 の た め K 設 計 さ きれ た 8 ピッ ト ・ マ イク ロコ ンピュータ の キッ ト で , 組み 立て 必要 な 全 
部 品 と 説明 書 が 含ま れ て いま す . 従っ て あな た は 組み 立て 説明 書 の 指示 通り ic 部 品 を 取り 付け て いけ ば 
キッ ト を 完成 させ る と と が で きま す . 


組み 立て た モッ ト は , ブ ログ ラミ ング 手段 と し て キー・ ボ ポー ド ・ ス イッ チ と 1 6 進数 表示 の 8 桁 デ ィ 


スプ レイ を 備え を て いま す の で , 電源 を 接続 する だ け で すぐ 区 ブロ グラ ム を 書き 込ん で , その 場 で その プ 
ョ グラム を 実行 する こと が で きま す . 説明 書 の 中 は 興味 深い プロ グラ ム 例 が 示さ れ て いま す の で , そ 
の 通り プロ グラ ム し て いけ ば 楽し みな が ら プ ログ ラム ・ テ クニ ッ ク を 少し ずつ 習得 し て いく と と が で き 
ます . 

と の よう MCTK 一 80 キ ッ ト は , マ イク ロコ ンピュータ の ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア を 具体 的 体 
験 し な が ら 学 ぶ ぶ こと が で きる た め , 極め て 短 時 間 で と の 分 野 の 知識 を 習得 する こと と が で きま す 


この キッ ト で 採用 し て いる 回 路 は , ト レー ニン グ ・ キ ッ ト と し て の 機能 を 目的 と し て 低 価格 , 簡 
略 化 を 計っ て お り , 量産 機種 に は 不向き の 部 分 も あり ます の で , 直接 の 採用 は お 控え を ください. 
な お お 当社 は , 特許 権 等 関す る 一 切 の 責任 を 負い ませ ん の で , 御 了 承 く だ さい 


注意 部 品 キッ ト の 開封 は , マ ニテ ル の 中 で 組み 立て の 指示 が ある まで 行わ な いで くだ さい . 


写真 1 ユー1 完成 し た TK 一 80 キッ ト 


1 .1 TK 一 80 の シス テム 概要 
図れ 1ー1 TK 一 80 の シス テ ュ 構 成 


RED ディ スプ レイ お よび メモ リ 番 地 と その 内 容 の 表示 
D MA 転送 回 路 演算 結果 の 表示 


モニ タ ・ ブ ログ ラム 用 エリ アテ ュ ユー ザ ・ ブ ログ ラム 用 エリ アプ 
ュー | rsow | RAM 1 = 一 6 
1K ベ イト (基本 キッ ト 0.7 5K) 1K ベ イト (基本 キッ ト 0.5K) 


電源 
+5V 一 テテ Vcc 


+12ーーYVDD 


則 


プ ブログ ラム の 入力 
動作 の 指令 


シリ プル デー タ ・ プ ウト ブッ ト ⑥ 


シリ テル デー タ ・ イ ンプ ブッ ト 


図れ 1ー1icTK 一 8 0 の シュテ ュ 構成 を 示し ます . この シス テム は 動作 K 必 要 な 全 回 路 を 1 枚 の ブ 
リン ト ・ ポ ー ド MK 実 半 し た 極め て シン ブル な 構成 CK な っ て いま す . と の た め ボ ポー ド へ の 部 品 取り 付け 
が 完了 する と , 外 部 より 2 種類 の 電源 を 供給 する だ け で , す ぐに シス テム を 動作 させ る こと が で きま 
誠 。 

は ほ はじめ RESET キ ー を 押す と , PROMiC 書 き 込 まれ て いる モニ タク ・ ブ ログ ラム が 動作 を 開始 し 
ます .、 モニ タ ・ プ ログ ラム は , デ ー ク タク や 命令 を キー ボー ド か ら メ モリ 底 書 き 込 ん だ り , 読み出し た り 
する た め の プ ログ ラム で す . と の 時 メモ リ 番 地 と デー タ は それ ぞ れ 1 6 進数 表現 で , 8 桁 の 数 字 表示 
用 TL EDic 表 示さ れ ま す . PROM を 取り 付け る スペ ー ス は $ 個 分 あり (PROM1 個 の サイ ズ は 
556 ワー ド x 8 ビッ ト で す ) , そ の 内 モニ タ ・ ブ ログ ラム 3 個 が す で K 使 われ て いま す の で , 残 
り 1 個 の スペ ー ス が ュー ザ ・ ブ ログ ラム 用 と し て 使用 で きま す . ^ 

AM は ポー ド 上 MC1.02* バ イト まで 実装 で きま す が (RAM 1 個 の サイ ズ は 856 ワ ー ド Xx 
ビッ ト ) , 最小 構成 で は 8 チッ プ ・256 ズ イト で 動作 可能 で す . RAM を 最小 構成 か ら 順 増 や し 
て 行く 場合 は , メモ リ 番 地 の 大 きい 方 か ら 小 さい 方 へ と いう 順番 で 実装 し て 行き ます . と れ は モニ 


タ ・ ブ ログ ラム で 使用 する スタ ッ ク ・ エ リナ と ワー キン グ ・ エ リナ が RAM の 実装 され る メ そ モリ 番地 
の 最後 に と られ て いる た めで す . に 


剖 


TK 一 8 0 で 使用 する RAM は , 消費 電流 の 非常 少な い OMO S で す の で , 乾電池 で バッ ク ・ アテ 
ッ プ すれ は 他 の 電源 を 切っ て も , 記 憶 し た 内 容 を その まま 保持 する こと が で きま す 、 


プロ グラ マブ プル レル ・ ぺ リフ ェ ラ ル ・ イ ンタ フェ ー ス LLS1T は , キー ボー ド 回 路 の スキ ャ ニン グ K 使 


用 され ます . また 入出 力 ボ ー ト の 内 2 本 が シリ テル ・ デ ー タ 転送 用 使用 され ます . シリ アル ・ デ ー 
タ と TK 一 8 0 で 使用 され る バラ レル ・ デ ー タ と の 変換 は , モ ニタ ・ ブ ログ ラム が ソフ トウ ェ ア 上 の 
処理 で 行っ て いま す . と の シリ テル ・ デ ー タ 転送 ライ ン と オー ディ オ 周 波数 で の 変 復調 回 路 を 追加 す 
れ ば , 簡単 CK オー ディ オ ・ テ ー ブ (カモ ッ ト ・ テ ー ブ プ が 手軽 で す ) を 外部 記憶 装置 と し て 使用 で きま 
す ・. _- 

オー ディ オ ・ テ ー プ へ の 書き 込み , 読み 出し の た め の ツ フト ウェ アブ は モニ クタ ・ ブ ログ ラム 含ま れ 
で いま す . 最も 簡単 を 変 復調 回 路 は (6 章 を 参照 し て くだ さい ) , IO2 一 8 個 と ダイ オー ド , 


抵抗 , コンデンサ お の お の 数 本 で 構成 で きま す の で , TK 一 8 0 の プリ ント ・ ポ ボー ド の フリ ー・ ェ エリ 
了 ア と し て 残さ ん れ て いる スペ ー ス 記 組 み 込 せこ と と が で きま す 


1 .2 TK 一 80 の 仕様 


GPU zPD8080A 

タク ロッ ク 周 波数 2048MHz (18.482MHz ク リス タル 使用 ) 

R OM 実装 容量 (MAX) 1.02 ベイ ト (ボー ド EMAX) 

R AM 実装 容量 (MAX) 1.0 2. ま ベイト (ポー ド 上 MAX) 

バラ レル エン 0 ボート 8 ピット x38 ボ ポー ト て 入力 , 出力 は ブロ グラ ム 可 能 ) 

入力 装置 キー ボー ド ・ ス イッ チ 25 個 (標準 ) 

表示 装置 8 桁 7 モグ メン ト LEBDiC よ る 1 6 進数 表示 

シリ アァ ェ ノン O 1 10 ビッ トノ 秒 の シリ テル ア 入 ・ 由 端子 (シリ テル デー タ の ロー 
ド , スト テ 機 能 は モニ クタ 含ま れ て いま す ) 

動作 モー ド シン グル ステ ッ プ 。 自 動 , を スイ ッ チ で 切り 換え 

RAM ベ ベック テッ プ 乾電池 2 本 (8Y) で 可能 

電源 外部 電源 が 必要 

+5YV 土 5% 0.9A(MAX) 


+12V 土 5% 0.15A(MA 又 ) 
0?0 一 5 0"O 
810x180mm( ブ リン ト 基 板 の 寸 法 ) 


1.3 オー ディ オ ・ カ セッ ト の 利用 


図れ 1ー8 オー ディ オ ・ カ セッ ト の 接続 法 


TK 一 80 


PROM 


RAM 


+1gV 
+5V 
GND 


フリ ー・ エ リア プ 底 カセ ッ ト ・ テ ー プ ブ 
の イン タフ ェ ー ス 回 路 を つく る 。 


カセ ッ ト ・ デ ッ キ 


TK 一 80 の モー ニタ ・ ブ ログ ラム 婚 は , す で に オー ディ オ ・ カ キッ ト を 外部 記憶 装置 と し て 利用 す 


る た だ ため の ロー ドド, スト プア 機能 が 含ま れ て いま す . 実際 C は 図れ 8 の よう な 構成 で 利用 で きま す 


1 .4 シス テム の 拡張 性 


/ 
シネ テム 族 拡張 性 を も た せる た め 史 プリ ント ・ ボ ー ド の コネ クタ 端子 アド レス ・ バ ベス と デー タ 
・ バ ベス が 引き 出さ れ て いま す . た だ し , デ ー タ ・ ズ バス は 中 T 芽 で ドラ イブ 能力 が 強化 きれ て いま す が 
テ ド レス ・ ベ ス は OFPU (MOS) が ら 直 接 引 き 出さ きれ て いる の で , 大 き な 負 荷 が 接続 され る 場合 Mc 
は 途中 IC ベ ッ フ ァ を 追加 する 必要 が あり ます . 
また メモ リ を ボー ド の 外 放 増設 し た い 場 合 C は , ボー ド 上 の メモ リ と 追加 し た メモ リ を 正しく アク 


モス させ る た め の デ ュ コーダ が か 必要 で す . と の よう 適当 な ベッ ファ や デコ ー ズ ダ を 追加 すれ ば , シ ステ 
ム は 拡張 する こと と が で きま す ・. 


図 +ー8 基本 構成 の メモ リ 配置 


RIOM セ レク ト 1 0000 ま 


(8 5 6 バイ }) 
0100 
(2 5 6 バイ ト ) 


0200 ROM 傾 域 


(2 56 ベ イト ) CAB15=0) 
0800 


(2 5 6 バイ ト ) 


7fFEFE 


8000 1 

(2 5 6 ベイト) 

8100 

(8 5 6 ベイト) 

8200 RAM 傾 域 
| (2 56 バイ ト ) (AB15 ニ 1) 
8800 。 
(2 5 6 ベイト) 

し 


*※ 最初 多 メ モリ を 実装 する 場合 は AM* , 民 AM8 の 位置 取り 付け ます (と の エリ アテ 
スタ ッ ク が 確保 され ます ) . 

* 次 CLRAM8, RAM7],[RAM2,RAM6],[RAM1, RAM5 〕 の 順 i 取 り 付 け 
朱 す 


1.5 電源 に 関す る 注意 事項 


する よう 婚 し て 下さ い . 


で 雷 湖 の オォ ンプ オォ オフ を 行っ て 下さ い ゆい < 


ます . 
K (1) 好ま し い 電 源 
に | 
電 DC スタ ン ン バイ | 
放 AC ス イッ チ ネイ ッ チー | 
了 アン 1 も 12V 
同 AC 
| 100v ユ ニ ーー イ 」 sy 
間 | 
| 1 
* 1 還 | 
(②⑳ DC スイ ッ チ の 外 付 け 
1 DC スネ イッ チ を 
| 付加 する 
ビス イッ チ | 
go- 
ゴー 
Po 


TK 一 80 用 の 電源 CC は ,AC ス イッ チ と DC スタ ン バ イ ・ ス イッ チ の 両方 が 付い て いる も の を 使 


た AC ス イッ チ だ けが 付い て いる 電源 を 利用 する 場合 は ,DC ス イッ チ を 外 付け し て , と の スイ ッ チ 


備考 一 般 の 安定 化 電源 で は ,AC ス イッ チ の オォ ンプ オォ フ 時 電源 ト ラン ス K 発 生 し た サー ジ 
が 直流 出力 に の っ て , スペ イク 状 の 異常 電圧 を 誘起 する と と が あり ます 、 
と の 異常 電圧 は , その 程度 に より ます が 最悪 の 場合 C は 1IC な どの 素子 悪影響 を 与 を 


DC 出力 を OFEF C で きる スイ ッ 
チ が 付い て いる 二 源 お 好ま しい . 


投入 順序 
AC SW ON 
! 
DC SW_ ON 


+5V,+12V の スイ ッ 
ッ チ が 独立 し て いる 場合 に 
は + 5V を 先 投 入 し て 下 
きい 


切断 順序 
DC SW OFF 
! 
AC SW OFF 


+5V,+ 12V の スイ ッ 
チ が 独立 し て いる 場合 仕 
+12 Y を 先 切 断 し て 下 
さい 


第 2 章 組み 立て 


2.1 組み 立て 作業 の 進め 方 


TK 一 80 キ ッ ト の 組み 立て は , 図 る 一 1 の 順序 で 行っ て くだ さい . 
『 コ 
図 3 一 1 組み 立て 作業 の 進め 方 


開 ^ 始 


し ー 


組み 立て 説明 書 巡 目 を 通す 人 


| "でき [パック され た 部 品 は 指示 が お ある まで 
部 品 の 確認 (2.2 ) ト り 外さ な いで くだ さい .. 


Se 1 つ で も 不足 し て いた ら す ぐ 購 入 先 の 日 本 
ー 電気 また は 特約 店 の 販売 担当 連絡 し て くだ 


Yes 


さい . 
小物 部 品 は な くさ な いよ う 巡 
整理 し て お く 
ーー 放 
導 内 と ペン を 補 柄 する ( な...)| 
組み 立て 説明 書 の 指示 通り の 順序 記 ここ 「T O ッ ケッ ト は まだ 10 を 挿入 
で 組み 立て る (2.5) [し な いで くだ さい . 
ヘン ダ 付 け 不 良 , バ ンダ ・ ク ズ で の | 人 5 症 に 日 科 mw ギィ デア で 9 
ショ ー ト が な いか を 検査 する ( 2.6 ) 人 


| ッ カ ー は 使用 し な いで くだ さい ) 


電源 を 入れ て みる し 1 「 あらかじめ 電圧 を 合わ せ て お きま す 、 過 電圧 
L ょ 絶対 避け て くだ さい . 


Yes 


No 


T 0 を ソケット KC さ し , 電源 を 入れ る | | 「+ 5 Vーー+1gY の 順 CON 
(7.2.8) L+12V--+5VY の 順 COFF 


RBSF キ ー を 押す と 
8 拝 す べ て 0 が 表示 され る ( 2.9 ) 


で て の キー の 動作 を 調べ ( 2.1 


No OK? 


Yes 


2 っ 2.2 キッ ト 部 品 の 確認 


キッ ト は , 次 の 部 品 が 含ま れ て いま す . 組立 て 前 KC 必ず 確認 し て くだ さい ・ 


部 品 の 中 は MOS LBT の よう 静電気 対し て 敏感 な 素子 も 含ま れ て いま す の で 。 
前 面 公 バック され て いる 部 品 は 指示 お が あ る まで 取付 け 台 か ら は ず さ な いで くだ さい ・ 


(1 前 面 に パッ ク さ れ て いる 部 品 


TO gPD8080A ST 8 ビッ ト - バ ラ レ ル ・ セ ント ラル ・ プ ブロ セッ サ ・ ユ ニッ ト 
gPB8212 2 上 8 ビ ピット 10 ボー ト さ 
gPB822$ 1 クロ ッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ ・ ド ライ ズ ベ 
gPB8228 x ユ シス テム コン トロ ー ラ ・ バ ベス ドラ イズ 
2zPD8255 xt プロ グラ マ ャ ブル 周辺 イン タフ ェ ー ス 
PD を 5 x 8 フル デコ ー ド F ド 20 も 8 ビ ピッド EEPROM 
ヶ ZPD5101 を] フル デコ ー ド F102 ぁ ビット スタ ティ ッ ク RAM 
LEBD SN718A x8 7 セグ メン ト 固 体 発光 数 字 表示 素子 


TAL 18.4 82MHz x ユ HG 18 ン リタ イン 水 唱 振動 子 
KEY スイ ッ チ x25 メカ ニカ シル 接点 キー・ ス イッ チ ヂ 


⑫⑰) 箱 の 内 側 に 格納 され て いる 部 品 


図 2 一 2 箱 の 内 側 の 部 品 配置 


ブリ ント 基板 コネ クタ ー 


ビニ ー ル 袋 C1 ラ ビニ ー ル 袋 ぐ 8 8202 


に ンー ニュ る 1 外 
2 ビス , スペ ー サ , ゴム 足 1 式 [| 抵 撤 . トランジスタ 。 マイ ク 
ロス イッ チ 1 式 


⑱ そ の 他 プ リン ト 板 (大 ・ 小 各 1 枚 ) , テル ミ 板 (1 枚 ) , シー ル 
(1 枚 ) が 入っ て お り ま す - 
| 


TO gzPB201(7400) x1 
PB202(7410) x1 

g PB214(7474 も ) ※1 
gPB215(7%&01) x1 
gPB228(7498A)x1 
gPB288(7488) x2 
gPB2155(74155)x2 

3 


74LSO$ * に 3 
N 也 555 ※1 
TO ソ ツケ ッ ド 0 ビン x ら 2 
28 8 ビン ※ 1 
2 ぁ ピン x 8 
2 2 ピン に 生 コ 
16 ピン x1 ユ 
ブリン ト 基 板 (大 ) x 1 
ブリ ント 基板 ( 小 ) x 1 
デリ ント 基板 用 コネ クタ x 1 
キー 取付 用 アル ミ ※1 
キー 用 廊 字 シー ル 1 組 
ビニ ー ル 袋 ⑪) 
ビス X 7 
シン x7 
ワッ シャ x7 
スネ スペーサ (《 長 }) x 8 
スネ スペーサ (《 短 ) を 
性 x 人 7 
スズ メッ キ 線 材 2 m 
エン イア ・ チ ュー プ ブ 1m 
ビニ テル 線材 1 m 
ビニ ー ル 袋 @⑫) 
抵抗 器 51 Q 娘 W x 8 
1KO 娘 W 2 本 
51KO 女 W x 8 
10KO 婦 W x 8 
15KO 婦 W x 8 
83KO 娘 W x 8 
51KO 馬 W x 2 


コン デン サ 1g 理 15WV タン タル x 2 

10zE 2 5WYV タン タル ! 

22gE 15WYV タン タル XX 名 

0.01gF 50WV セラミック X8 外 
トラ ンジ スタ 28A718 x 8 
ダイ オー ド SD18 X 外 
1S958 プ 954 X2 
トグル スイ ッ チ 双極 双 投 x 1 
単 極 双 投 x 1 


確認 の 結果 . 1 個 で も 不足 し て いた 場合 は , 購入 先 の 日 本 電気 また は 特約 店 


の 販売 担当 へ 運 絡 し て くだ さい . 


写真 a%ー1 TK-80 キ ッ ト 


2.3 道具 の 準備 


2 る. 1 必要 な 道具 ! 材料 


ONZS グ 次 や PC で 


Oo ニッパ OO テ スタ Oo ハン 婦 

ハン タ ど て は ,2 5 W 程 度 の 小型 で , と て 先 の 細い も の が 必要 で す 。 吉 く だ っ た と て 先 は 新しい 
も の と 交換 し て くだ さい . ヒー タ と こ て 先 の 絶縁 不 良 の も の は 絶対 使用 し な いで くだ さい . 

ハン グ 人 は ヤニ 入り ヘン ダ ” を 使用 し て くだ さい . ヘン ダグ の 線 径 は 0.7 mm 一 1.0mm の も の が 適 
- 当 で す . 太 す ぎ ま す と ヘン タグ が 多く , 盛 り 上 が り 過 ぎ て 院 り の ベタ ー ン と の ショ ー ト の 原因 kc な り 
や すい の で よく あり ませ ん . 


2. 3. 2 ある と 便利 な 道具 
o 拡大 鏡 
o ハ ンダ 明 い 取り 用 の フラ ックス 含有 編 線 
拡大 午 は ヘン ダ 付 け 完了 後 , 配線 パター ン が “ヘン タダ くず "や "細い ヘン の 糸 ” で ショ ー ト レ 
て いな いか を 調べ る の 刀 便 利 で す . 昌 め が ね , ルー ベ な ど な ん で も る 結構 で す が , あ る と 重宝 な も の 
で す 。 


o 十 字 ド ライ ベ o 先 き 細 ペ ンチ 


2.4 ハン ダ 付 け に 関す る 注意 


ハン ダ 付 け の 前 ハン ダ ど て の 手入れ を 行う よう K 心 描け て くだ さい . こ て 先 の 太い も の や 古く な 
つて ボロ ボロ と な っ て いる も の は 不適 当 で す . ヤス リ で 磨く か 新しい も の と 交換 し て くだ さい : また 
と て 先 と ヒー タ が 絶縁 不良 に な っ て いま す と , 学 導体 部 品 を 破壊 する 麗 れ が あり ます の で , 一 度 テ ネス 
タ で 絶縁 状態 を 調べ て くだ さい - 


図 8%ー8 ヘ ハング ダ 付け 手順 


① め ぶ ⑧ 


ュ テ 先 少 量 の 
ハン を 盛っ て お おく 


NN > 


下 民 クッ ショ ン と な る も の を 
置く と 都合 が 良い 
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ハン ダダ 付け 作業 は 次 の 手順 で 行い ます ・ 

) まず 部 品 を 取り 付け 穴 (C 差 し 込み , 裏返し し ます . と の 時 クッ ショ ン と な る も の を 下 K 置 
く と 部 品 が し っ か り 押 え 付 けら れ ま す 

作 ) ハン ダ ど て の こ て 先 少量 の ハンダ を を 付け , ハ ンダ MC な じ ま せ て 置き ます ・ 

(8) ハンダ ご ど て を ヘン タダ 付け する 場所 と リー ド 線 密着 する よう KC あて が っ て 加 蒸 し ます . ほぼ 
同時 か 少し 遅れ て ハン ダ 線 を この 場所 i 芝 あて が うと ハン が 芝 け 始め ます . ハン ダ が スル ー ホ 
ー ル の 容 吸 い 込 まれ , 接合 部 CC 行き わた っ た ら ハ ンダ と ヘン ダ ど て を 離し ます ・ 

側 不要 の リー ド 線 を ニッ ズ で 切り 捨て れ ば ヘン ダ 付 け は 完了 し ます . 半導体 部 品 は 長 時 間 週 熱 
する こと と は で きま せん の で , こ の 作業 は 88 秒 程 度 で 終わ る よう C し て くだ さい . 


H ン 


注 ハン タ は 多く 盛り 過ぎ な いよ う 注 意 し て くだ さい . 余分 の ハン ダ は 隣り の ベタ ー ン 
へ 流れ た り , 思わ ぬ 陸 害 と な る こと が あり ます . 特 (CTO ツ ソケット を 取り 付け る 際 
は , で きる だ け 少 量 の ヘン で 済ま せ て くだ さい . プリ ント の 容 は スル ー ホ ー ル で す 
人 9 生生 の MS 向 喧 で 民生 まで し 知り お ポイ 
ダ を 流し 込み 過ぎ ます と , ツ ケッ ト 放 隠れ て 見 えな い 部 分 で ビン 間 の ショ ー ト を 起 ど 
す と と が あり ます の で 注意 し て くだ さい . 
また , プ リン ト ・ ボ ポー ド の 上 で 不用 意 \C バ ンダ ど て を 振る の は 避け て くだ さい . 蓄 
や ち た ヘン タ が 思わ ぬ 場 所 入り込ん で 気が付か を た いと と が あり ます の で 注意 し て くだ 
きい - 


浴 け た ハン タ 玉 が 1 CO ソケット の 下 婚 入り 込む と 
TO ソケット を 一 旦 は ず さ な いと 修理 で きま せん . 


注 l 中 と の キッ ト で は プリ ント ・ ポ ボー ド の ヘ ハンタ 部 分 以外 は , レ ジュ ト で カベ バー さ れ て い 
ます の で , ブ リッ ジ は 起こ り に くく な っ て いま す が か 念 K は 念 を 入れ て くだ さい 


2. ら 5 組み 立て 


2. 5. 1 スペ ー サ と アル ミ ・ ボ ー ド の 取り 付け 
プリ ント ・ ボ ー ド の 下面 C ス ペー サ と キー 取り 付け 用 アル ミ ・ ポ ー ド を 取り 付け ます 


キー は まだ 取り 付け な いで くだ さい . 


図 タ %ー ぁ る スペ ー サ と アル ミ ・ ボ ポ ボード ビ ド の 取り 付け 


キー 部 の $ 本 は 短い スペ ー サ を 使用 し て くだ さい , 


F| . 
6 


2. 5. 2 抵抗 器 の 取り 付け 


抵抗 は プリ ント ・ ボ ポー ド 上 で は ,(』 の よう を 白い 線 で 表示 (a 
きれ て いま す の で , (の よう ic 白い 線 の 両端 の 穴 取 り 付け "ms" 
て くだ さい 、。 (5) 本 こち 
また ,(c ぐ の よう MC 線 の 途中 (C 穴 が ある 場合 は 無視 し て ,(d] RR15 
の よう に や は り 両 端 の 究 c 取 付け て くだ さい 、 (g ーー 
抵抗 は 全部 で 6 6 個 あ り ま す . R1 か ら 順 に R6 6 まで 表 R16 
8 一 1 示す 値 に 応じ て 取り 付け て くだ さい . 6 一 3 つう 
ブリ ント ・ ポ ギー ド 上 の 取り 付け 位置 は , 付図 (を 参考 に 上 し て くだ さい . R16 


取り 付け の 終わ っ た 部 分 は 色鉛筆 で , 組 の よ う 5 卒 り つぶ し て お おく と 間違い が あり ませ ん . 
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1 多 


表 2 一 1 抵抗 突 部 品 表 
コ F つ ュ 

号 抵抗 値 カラ ー コ ー ド 。 | 番号 抵抗 値 カラ ー コ ー ド 
1 | 51 KO 緑 ・ 茶 ・ 赤 R8s | 388 KO 欄 ・ 可 ・ 接 
2 | 10 KO 茶 ・ 黒 ・ 椅 8 5 88 KO ヶ 

8 51 KG 2 86 88 KO の 

を 10 KO 87 88 KO の 

5 51 KO 88 88 KO ヵ 

6 10 KO 89 83 KO の 

7 51 KO *0 88 KO ヶ 

8 10 KO を 1 88 KO の 

9 5.1 KG $2 15 KGQ 茶 ・ 緑 ・ 樽 
10 10 KG) 8 15 KGQO ヶ 
11 51 KO 【 を 1 15 KO ヶ 
19 10 KGQ *5 15 KO の 
01 51 KO ぁ 6 15 KO ヶ 

14 10 KO * 7 15 KO ル 
15 51 KO *8 15 KO の 

16 10 KO * 9 15 KO 4 

17 1 KQ 茶 ・ 黒 ・ 赤 5 0 1 KO 茶 ・ 黒 ・ 赤 
18 5 1 19】 緑 ・ 茶 ・ 黒 5 1 51 KO 緑 ・ 茶 ・ 舌 
19 5 1 9 ヶ 5 % 1 KO 茶 ・ 黒 ・ 赤 
2 0 5 1 ① ふ み 58 1 KG カ 
2 1 5 1 Q タ 5 * 51 KO 緑 ・ 茶 ・ 樽 
2 8 5 1 Q タ 55 1 胡 健 茶 ・ 黒 ・ 赤 
28 5 1 9 瑞 ヵ 56 1 KO ヶ 
2z4 |g1 Q ヶ 57 1 KO / 
2 5 5 1 0 タ 5 8 1 KO ヵ 
26 0 KO 茶 ・ 黒 ・ 赤 59 1 KOQO み 
87 \ 。 投 厩 / 60 1 KO り 
28 1 KGQ タ 61 1 KO ヶ 
2 9 1 KOQ タ 62 1 KO / 
80 1 KOQ を 6 8. 1 KO の 

8 1 1 KO 6* 1 KOQO ル 
382 1 KO タク 65 1 KO ル 
8 8 1 KC) グ 66 1 店 ⑳ み 


備考 抵抗 回 は すべ て 牙 W , 許 容 差 よ 1 0% で す 


R6 2 の 取り 付け 位置 は 下 尼 


の より ら て な り ま す . 問 違わ な いよ う 注 意 し て くだ さい ゆい - 


2 


カラ ー コ ー ド は と の よう 憶え る と 忘れ ませ ん . 
0 時 くろ い レ イェ ょ く 
=93))》) 1 茶 ちゃ を イッ ぱい 
還 3 2 赤 あか い ニ ん じん 
| 上 we 8 捨 だ い サ シレ し ゃ 
x10『 *. 黄 き シ けい こ 
1 位 の 値 5 緑 みどり ゴ 
1 0 位 の 値 6 青 あお SIC さい の ョ ク で な し 
7 紫 むら さき シ チ ぶ 
8 克 は い ヤ ネー 
9 白 ほ わ いと みり すま す 


2. 5. る ダイ オー ド の 取り 付け 


表 呈 2 ダイオード 


18 
が 
シリ コン ・ ダ イオ ー ビ ド 18958 ノ 954 
ゲ ダル マニ ウム ・ ダ イオ ォ オー ド SD 18 
し 4 4 


シリ コン ・ ダ イオ ー ド 18958 グ 954 


ダイ オー ド は すべ て ガラ ス 封 入 タ イブ 


で す の で , リ ー ド 線 を 曲げ る 時 , ガ ラス 
に 力 が 加わ ら な いよ うし 注 意 し て くだ さ 


めい 。 
ダイ オー ド K は 図る %ー5 の よう を 。 品 名 を 示す 2 桁 の カラ ー コ ー ド が 付い て いま す 。 

極性 は に の カラ ー コ ー ド の 付い て いる 方 が カッ ー ド 側 で す の で , 間違わ な いよ 5 う KK 取 り 付 け て くだ 

さき さい. 


図 8ー5 ダイ オー ド の 品名 お よび 極性 表示 


ー ト ドー ーー 

メ この 部 分 1 

緑 「 樹 ノ 殴 は 赤 茶 Pe (NBO の マー ク ) 
1S958/954 の 表示 SD138 の 表示 
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5. 4 コン デン サ の 取り 付け 
ュ コン デン サ は 全部 で 8 9 個 あり ます . その 内 C1 ,08 ,08,.06 は 回 路 の 動作 上 絶対 必 要 


2. 


た も の で あり , それ 以外 は 電源 の バイ バス ・ コ シン デン サ と し て 使わ れ ま す ・ 
1 O1 ,Cz,O8,O6 を 最初 < 取り 付け れ ば 確実 で す . 


1 1 表 2 一 8 最初 Mc 取り 付け る コン デン サ 


1 T 
に 番 号 量 。 殺 規 格 
| トー 上 トコ 
中 G 1 タン タル ・ コ ン デ ン サ 1gE 15WV 
1 の 。 セラ ミッ ク ・ コンデンサ 0.01zE 2 5WV 
3 タン タル ・ コ ン デ ン サ 1 15WV 
6 セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ 0.01 み T『 325WV 
L 回 
注 O1,08 は タン タル ・ コ ン デ ン サ で 有 極 E で す の で , ブ プリ ント 基 板 上 C は 図 2 一 6 の 極 


性 と な る よう 取り 付け て くだ さい ・ 


図 8% 一 6 C1,C8 の 取り 付け 方 向 


店 


ーーW105 C1 
ら 8228 @ 問 
〇 赤 甲 
の hosp ) Cs 
ご @ ご 】 
の 
ーー】 
に 


C1 ,C g (タン タル ・ コ ン 
デン サ ) の 形状 と 極性 
Ce 
【G 
いで: 
コン 


両端 の 穴 が 正しい 位置 」 


ー+ 


次 CO87,0C88,.C89 を 取り 付け ます . こ の 8 つも ゃ タン タル ・ コン デン サ で す の で 極性 
は 十分 注意 し て くだ さい 9 


プリ ント 基板 上 iC は , また は oH| |o の マー ク が 付い て いま す の 


で ,⑨ ま た は + ュー ク の 付い て いる 方 と プラス 側 を 接続 し て くだ さい ・ 


表 ぁ 一 $% 極性 注意 する ラン デン サ 


番 号 品 名 規 格 
GO 1 タン タル ・ コ ン デ ン サ 1 み 〒 15 WV 
ら 1 0 4 し 4 1 み F 15 WV 
87 を ヶ 2 2 15 WV 
88 が 4 10 み FE 25 WV 
89 4 = 蘭 22 み 4F 15 WV 
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最後 CO* ,05,.07 一 086 を 取り 付け ます . これ ら は すべ て 電源 バイ ベス 用 コロ コンデンサ で 


す . 極性 は あり ませ ん ・ 


表 ぁ 一 5 バイ ベス 用 コン デン サ 


規 


001z2F 50WV 
001zF 50WV 
001zgF 50WV 


コン デン サ の 取り 付け 位置 を 示す 記号 で , マー ク の 中 2 個 以上 の 穴 が ある 場合 は , 両端 の 2 つ 


の 究 が 正しい 取り 付け 穴 で す . 


ビ 8 


* ま セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ の 形状 


108 は ,10x10′ PE 
すなわち 0.01zF を 示し ます . s 


2. 5. 5 トラ ンジ スタ の 取り 付け 


で 
ーーー デ 


トラ ンジ スク は 区 D の ドラ イア 用 8 個 使用 し ます 。 ブリン} 基板 室 は 人] の よう ik マー ク き 
れ て いま す の で , 真 上 か ら 見 て マー タク と トラ ンジ スタ の 外形 が 一 致す も よう MC 取り 付け て くだ さい . 


表 練 6 トラ ンジ スタ 


番 号 品 名 規 格 
TR1-8 PNP ダー リン トン ・ ト ラン ジス タ | 2gS8A718 


取り 付け の 高 さ は 低い 方 が 安定 し て 
良い の で す が , リ ー ド を 無理 多 変 形 さ 
せな い 程 度 (8mm 位 ) と し て くだ さ 


いい. 
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2. 5. 6 LED の 取り 付け 


LEBED は 8 個 あ り ま す - それ ぞ れ 位置 が すれ な いよ う , 同じ 高 さ iC 取り 付け て くだ さい . 


表 5 一 7 LED. 
番 号 唱 和 規 格 
| 
ド 7 を グ メン ト L ED SN718A 


1 LEBD1-8 


軸 図 %ー7 
O 正 し い 取 り 付 方向 


宮 


上 D の 取り 付け 方 


x 誤 っ た 取り 付け 方 向 


の で 


小数 点 が 下 側 ( ト ラン ジス タ の 


2. 5. 7 1C の 取り 付け 


ッ ケ ッ ト を 使用 し な い T O は , ブ リン ト 基 板 'c 直 接 ^ ハ ンダ 付け し ます . 


表 練 8 ハン ダダ 付け する 10 
1 


評 側 ) と な る よう 取り 付け ます 。 


機 能 


番 号 唱 名 

TO 1 SN7 80 
2 gPB 201 (7*00) 
gPB 214 (77) 
も gPB 202 (7*10) 
5 gPB %15 (7*01) 
6 |zPB 228 (7498A) 
上 gPB 2155(7*155) 
8 |aPB 8155(7*155) 
9 SN7*LSO 

1 10 jzPB 288 (7488) 

11 zPB 288 (7488) 
28 PB 8212 
29 NB 555 


Hex Inverter 
Qnad 2-Input NAND 
Dual DElip-Flop 
Trip 8-Input NAND 
Quad 2-Tnput NAND ひで 
ぁ ー-Bit Binary Counter 
Dual 2ー% Decoder 

ヶ 


Hex Tnverter 


ヶ 
8-Bit レル 0 Port 


Timer 


Qunad 2-Tnput NAND Buffer O で て 


| 
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ブリ ント 基板 上 の TO 取り 付け 位置 は , 右 図 の よう 
ュー ク き れ て いま す の で , そ の 番号 と 同じ 品名 の TO を 801 
取り 付け て くだ さい . また TO ペッ ケー ジ の くく ほ み ア @ 
の 方 向 も マー ク と 一 致す る よう 注意 し て くだ さい (・ 印 は 1 ビン の 位置 を 示し ます ) . 


1 CO お よび LED の 取り 付け 方向 は , 絶対 区 間違わ な いよ う 
注意 し て くだ さい . 


注 各 TO は 最初 対角線 上 の 2 ビン だ け を ヘン ダ 付 けし て ,$ う 一 度 間違っ て 取り 付け て い 

な いか 念 を 入れ て 確認 し , その 後 で 全部 の ビン を ハン ダ 付 けし て くだ さい . 全 ビ ピン, ハン 
グ 付 け 終 了 後 で は きれ い に 取 り 外 す 事 は まず 期待 で き な い と 考え て くだ さい 、 

も し 間違っ て 取り 付け て いる こと が わか っ た 場合 は , ヘン ダ 付 けし た ビン の ハン タダ を 完 
全 選 吸い 取っ て か ら 軽く と じ る よう MK し て 抜き 取 つ て くだ さい . 

ハンダ を 吸い 取る た め C は , 平 編 線 に フラ ックス を し み 込 ませ た も の が “8OLDEBR 
TAUE” の 商品 名 で 市 央 され て いま す の で 利用 する と 便利 で す . これ を 使っ て きれ い 刀 へ 
ンタ を 吸い 取る コッ は , い つも 編み 線 の 新しい 部 分 を 使用 に , バ ンダ が じん で きだ 部 分 
は どん どん 捨て て いく と と で す . と の 方 法 は 毛細 管 現象 を 利用 し て 次 けた ハン ダ を 編み 線 
妖 吸 い 込む せ も ので, ハン タダ 除去 の 方 法 と し て は 非常 上 に すぐ れ て いま す 


2. 5. 8 1|C フ ケッ ト の 取り 付け 
"TOC ッ ソケット は 1 1 個 使用 し ます . 


表 g& 一 9 10C ツ ケッ ト 


ビン 数 使用 する 1C _ 
0 ピン gPD8080A 

を 0 ど ン zPD8255 

2 8 ビン 4ZPB8228 き 
2 4 ビン gPDs5* PROM1 

2 ピン PD を 59 PROM3 

2 ビン zPD45* PROM8 

9 る ビシ gPD5101 RAMS 

誠 ゼ ウ gPD5i01 RAM* 

2 ど gPD5101 RAM7? 

2 2 ビン gzPD5101 AMB 
16 ビン gPB822 外 
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0 


ッ ケ ッ ト の くぼみ の ある 方 向 と ,。 プ リン ト 基 板 上 の TG マ ー ク の く ほ み と を 合わ せ て 地 り 付け て 
くだ さい . 最初 対角線 上 の 2 ビン ( 飲 え ば 1 , * 0 ビン ) を ハン ダ 付 けし , 取り 付け が ゆがん で 
いな いこ と を 確か め て か ら , 残 り の ビン を 順 著 と ヘン タダ 付け し て くだ さい ・ 


注意 824 ビン ・ ツ ケッ ト 8 個 は ,PROM1 ,2 ,8 の 指定 位置 に , ま だ た 22 ピン ・ 


ッ ケ ッ ト $ 個 は RAMB , ぁ , 7 ,8 の 指定 位置 と 取り 付け て くだ さい ・ 
Pr 
| ゴ 局 四 
〇 ご ) ) 
回 品 名 門 
に 証 本 呈 
上 コ に コロ に コ L_ な. 

(本! | \ ーー デー 
lll 引 引 |s 
1 ドコ 選 
] 公 「 」 半 】 1 翌 る る 1 1 当 」 マ に 
| 叶 上 上 」 政 」 1 里 中 | | 所 | 1 牛 回 
し ムコ し ム コ コ 「 コ し | し ら コ コー | 


TO ソケット と ブリ ント 基板 と の 間 iC ハ ンダ が 誤っ て 入っ て し まう と , ビ ピン 間 の ショ ー ト の 原因 
と な りや すく , し か も 旧 視 で 見 つけ と くい も の で すか ら , くれ ぐれ も 注意 し て くだ さい ・ 


TO ソフ ケット の ピン 間隔 ( ビ ピッチ) は 2.5*mm(0.1 イ ンチ ) と 狭い の で , で きる だ け 細 い 
ハン ダダ 線 を 使用 し , ハ ンダ を 盛り 過ぎ な いよ うと し て くだ さき さい. 


キッ ト 含 まれ て いる TO ソケット は すべ て ハン ダ ・ デ ィ ッ プ 用 で 足 の 短い も の で す . と の た め 。 
動作 時 に 1 S 1 の 各 端 子 で の 波形 を 観測 する 必要 の ある 場合 は , あ ら か じ め ラ ッ ピ ング ・ タ イブ の 
TO ソケット を 取り 付け て お く 方 が 便利 で す 、 ソ ケッ ト の 足 が 長 い の で クリ ッ プ な ど 刀 よる 信号 線 
の 引き 出し が 容易 と な り ま す ・ 


2. 5. 9 の 水晶 振動 子 の 取り 付け 
水晶 振動 子 は 右 図 の よう CC リード 線 を 曲げ て 
取り 付け ます . 人 44 


この 振動 子 の ケー ス は 是 C 18 プ リタ イブ と 呼 


ば れる 小型 の も の で す の で, 通常 の 利用 状態 で ほ リ ー ド 線 'C よ る 支持 だ け で 充分 で す が , 振動 の 多 
い 状 況 で の 利用 で は , プリ ント 基板 I 接 着 し て し まう と と を お すす めし ます . 


表 2 一 10 水晶 振動 子 


規 


基本 発振 モー ド 18.482MHz 玉 


玉 振動 子 の ケー スネ ス は 周波 数 が 刻印 され て いま せん が , 正確 MC 1 8.4 8 2 MHz で 発振 す 
る ゃ も の を 出荷 し て お り ま す . 


2. 5. 10 トグル ・ ス イッ チ の 取り 付け 
トグル ・ ス イッ チ は 2 個 取り 付け ます ・ 
図 4 一 8 の 取付 け 図 の よう kc 取り付け, 配線 ( ビ ニル 線 ) 信吾 面 で 配 赤 図 通り 行っ て くだ さい 、 


表 2 一 11 トグル ・ ス イッ チ 


し 4 


図 a4 一 8 トグル ・ ス イッ チ の 取り 付け 


す 1 一 J 4 の 表示 は 
表面 < きれ て いま す へ 
各 (J4) 


【e】 
S 
[@ W2 (双極 波 投 ) 
oJ1 ー (1)。 
oJ に 
ーーーー SW 1 ( 単 極 世 投 ) Ps al 


MODE 


ポー ド 表 面 図 ・ ボー ド 裏 面 図 
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る 2 


2. 5. 11 キー・ ス イッ チ の 取り 付け お よび 配線 


表 8 一 1@2 キー・ ス イッ チ お よび 取り 付け 用 部 品 


品 名 個 数 規 格 
ギュ ーー = 芝 イ オッ チ 2 5 メカ ニカ ル 姜 点 型 
テル ミ ・ ボ ポー ド 1 キー 取付 け 板 
字 シー ル 1 キー 用 文字 
スズ メッ キ 線 3 m 共通 ライ ン 配 線 用 
ビー ニル 線 1 m キー+ っ ブリ ント ・ ボ ポー ド 配 線 
エン バイ ア ・ チ ュー デブ 1 屯 メッ キ 線 用 カベ ー 

ーー 


(1) キー・ ス イッ チ の 取り 付け 
キー・ ス イッ チ は 25 個 あり ます . キー は 1 個 ず つの 独立 型 で す の で , 取付 け 用 アル ミ ・ ボ 
ポー ド を 取り 付け て 使用 し ます . キー の 文字 は 付属 の 文字 シー ル を は が し , キー の 透明 キャ ッ 
プ を は ず し て 貼り 付け て くだ さい - 
キー・ ニ イッ チ の 取り 付け は 写真 2 一 2 , 図 2 一 9 , 図 2ー10 を 参照 し て 行っ て くだ さい .。 


各 キ ー の 端子 の 方 は , 図 3 一 9 の 裏面 配置 図 を 従っ て 配置 する と 配線 が 楽 で す . 
文字 シー ル は 配線 を 行う 前 貼り つけ て くだ さい (キー が 並ん で し まう と キャ ッ プ が 取 
り は ず せ な く な り ま す ) . 


キー の 並べ 方 は この 通り と し て くだ さい (上 より 見 た 図 ) 


写真 4ー2 キー 配置 


図 3 一 9 キー 配置 図 (裏面 ) 


図 2-10 キー の 取り 付け 方 寺 


透明 キャ ッ プ 


は ず す 時 は この ッ メ を 押え 
な が ら 下 か ら 押 し 上げ ます 。 


キー 取り 付け 究 


と と キー・ ス イッ チ を 25 個 
取り 付け , テリ ント 基板 の 下 か 
ら ス ベー サ を 構成 し て いる ネジ 
を 利用 し て 止め る . 


頒 キー・ ス イッ チ の 配線 
キー の 配線 は キット 含ま れる スズ メッ キ 線 と ビニ ル 線 を 使 月 


月 し , 図 8 一 11 よび 図 2 一 


1 2 従 っ て 行い ます ・ 


ノー で の 双 する 抽 所 は ネン パイ ア ・ テ ュー を か や て くだ きい 。 | 


図る を 11 キー・ ミ ネイ ッ チ の 端子 配線 


メッ キ 面 と 反対 側 で ビニ ル 線 と 
メッ キ 線 を ヘン ダ て で 接続 する 


メッ キ 線 の 終端 は 必ず 端子 


K 誠 き 付 け て お おく 
(て ハン タダ 付け は メッ キ 面 で 行う ) 


メッ キ 面 の 引張 り C 対 する 強度 は それ 程 大 きく あり ませ ん の で , メ ッ キ 面 と 直接 引き 出し 
線 を ハン ダ 付 け す る と と は 避け て くだ さい 


図 8%ー12 キー・ ス イッ チ の 配線 (裏面 ) 


メッ キ 線 


① 裏 面 より 見 て キー の 端子 の 並び を 図 の 
よう する . 

メッ キ 線 の 共通 ライ ン (それ ぞ れ 8 個 
の 端 子 を 通る ) を 端子 の 穴 を 買い て つ 


くる ・ 
8 本 の 共通 ライ ン を それ ぞ れ PO 。 
PO5,POC6 へ ヘビ ニッ ル 線 で 接続 する . 


ビニ ル 線 


レミ 


同様 C 共 通 ラ イン を 4 本 の メッ キ 線 で 
つく る . 

その 先端 を それ ぞ れ PAO,PA1, 
PA2 .PA8 へ ビニ ッ 線 で 接続 する ・ 

⑥RESET キ ー の 2 本 は それ ぞ れ メッ キ 
線 ( チ ュー ブ プ を か ぶせ る ) で RBST , 


GND へ 接続 する . 


PA5 の ⑦ 更 iC * 本 の 共通 ライ ン を メッ キ 線 で つ 
PA6 くる . 


に 


その 先端 を を れ ぞ れ PA$,PA5,PA6 , 
PA7 ヘ へ ビ ニル 線 で 接続 する . 


ol oO QOI 


ji6egeS lm 
o 


2.6 検査 


ヘン タダ 付 け 作業 が 完了 する と ,TO ツ ケッ ト MCIO を 取り 付け る 前 < 配線 の 状態 を 目視 で 検査 し ま 
す . 

特 注 意 す べき 点 は ,“ ヘン タダ くず "や “ハング ダ 系 ” 尋 よ る ター ン 間 の ショ ー ト です. ベター ン 
の 間 下 は 角 い の で 肉眼 で は 見 攻 と す 惑 れ が あり ます . と の よう な 場合 , 拡 大 鏡 が ある と 便利 で す ・ 
また , 半導体 部 品 を 実装 し た 後 で の 検査 で は , 導 通 試験 器 (例え は 直接 プ デ ザ ー を 鳴ら す タ イブ ) の 
使用 は 避け て くだ さい . テス タ を 使用 する と と を お すす めし ます 


2.7 1IC ソ ケッ ト へ の IC の 実装 


MOS TO は , 静 電気 YC よ る 異常 な 高圧 が 入力 端子 (ゲー ) 加わ り ま す と , 破壊 する 恐れ が 

あり ます の で , 注意 し て 取り 扱っ て くだ さい ・ 

栗 電 破壊 C 対 する 対策 の 基本 は 次 の 8 つが 上 げ ば られ ます - 
(1) 静電気 を 発生 きせ な いこ と 


似 発生 し た 静電気 は 逃がし て や る と と 
介 10 と 接触 する 物体 は あら か じ め 同 電位 区 し て 速く と と 
(1 の た め 刀 は 静電気 を 発生 し や すい も の を 身の回り iC 言 か を いと と と , 机 の 上 を あら か じ め 濡 れ 雑 店 
で 拭い て 置く と 効果 が あり ます . @⑫)⑱ の ルー ル を 守る 簡 単 な 方 法 は 手 で 触れ る と と で す . 例え ば LO 
を ソケット 挿入 する 前 に C,1O と ツケ ッ ト の 両方 を 手 で 触っ て 置け ば 同 電 仁 に な り ま す , 
た だ し , 人体 自 身 が 帯電 し て いる と か えっ て 悪影響 を お よ ぼ し ます の で , ア ー ス 対し て 少し で も 


リー ク し や すい \ 物 触れ て か ら 行 っ て くだ さい . ジュ ー タ ン の 上 を スリ ッ ズ で 歩い た 後 は , 特 C と の 
点 注 意 し て くだ さい . 


バッ ク か ら MOS TO を 抜き 取る 時 は , 必ず アテ ルミ ・ シ ー ト 旋 手 で 触れ て か ら IC と し て くだ さい . 


また ソケット 挿入 する 場合 も 」 そ の 前 ツケ ッ ト の 足 手 で 触れ て くだ さい . 
ツケ ッ ト か ら MOS TO を 抜い て 他 の 場所 へ 置く 場合 は , 置 く 場 所 (例え ば 銀 紙 の 上 ) まず 
手 を 触れ て くだ さい < 


静電気 'C 対 し て 万 全 を 期し た い 方 は , 台 所 行 っ て くだ さい . 多分 そ と IC と は ステ ン レ ス の 流し 台 が 
ある と 思い ます - 

MOS IO の 入力 ゲー ト は 過電圧 MC 対す る 保護 回 路 が 入っ て いま す の で 。, 一 般 的 な 注意 事項 を 
陳 て いれ ば 其 通 は 大 丈夫 で す が , 上 記 の 注意 事項 は いつ も る 恒 え て お いて ください. | 


上 記 の 点 を 考慮 し な が ら , 指定 され た ツケ ッ ト へ それ ぞ れ の TO を 挿入 し て くだ さい . 

1 0 の 方 向 は ブリ ント 基板 iC 表示 され て いた 通り の 方 向 で す . T CO を 挿入 する 場合 な は , 少 し 差し 込 
ん だ 状態 で 全て の ビン が 無理 な く 挿入 きれ つつ ある と と を 確認 し て か ら 押 し 込ん で くだ さい . 
PROM(4 5 *) 8 個 C は 品名 と は 別 C 0 ,1 , 2 の マー ク が 付け て あり ます の で , それ ぞ れ 
PROM1 , PROM2 , PROM8 の 位置 と 取り 付け て くだ さい . と の PROMMC は 基本 的 な 動作 を 制御 
する モニ タ ・ ブ ログ ラム が 分 割 し て 入っ て いる た め ぬ め 。 正常 を 位置 で な いと 動作 し ませ ん の で 注意 し 


て くだ さい . 
写真 % 一 8 PEROM,RAM の 実装 


TRAINING KIT (TK 


P6296 


に 】 
品 
w 計 
ま 
下 
コ 
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2.8 電源 の 取り 付け 


電源 は 外部 か ら 供給 し ます . (15 電源 CC 関す る 注意 事項 を 参照 し て 下さ い ) 


デブ リン ト 基 板 の 


GND , 二 5Y, 十 12Y の ヘン ダグ 付 け エ リア か ら 直 接 リ ー ド 雪 を 引き 出す か , ま た は 付属 の プリ ント 基 


板 用 コネ クタ の 該当 する 端子 を 利用 し て 供給 し ます . 
端子 配列 は 付 冊 T を 参照 し て 下さ い . 


必要 な 電源 | 


+5Y キキ 5 多 0.9A 以 上 


+1gV エ 5%% 15 0mA 以 上 


oo 


和 


黄 


重要 電源 は +5Vー+12V の 順 と 投入 し て くだ さい (同時 で あれ ば 可 )-. 


電源 急 断 は 逆 ヒ +1 2 V 一 +5V の 順 区 行っ て くだ さい ` (同時 で あれ ば 可 ) . 
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2.9 動作 の 確認 


ト グル ・ ネ イッ チ 9 個 は それ ぞ れ ENABLEB,AUTO 側 、 (ネイ ッ チ の 状態) 
婚 倒し て お きま す . 電源 投入 後 , RBSET キー を 押し て 離 「 了 
つの) 
せ ぼ ば 。8 桁 の BD は 全 桁 で "を 表示 し ます . 上 B D が 点 ロロ 記 
こ W に 1 
灯 し な いか , で た ら め な 値 し か 表示 し な い 場 合 は , 部 品 取 に 還 
3 Ti 
り 付 け の 再 点 検 が 必要 で す - 
中 〇 
に | 硬 
ら 
の コ 
回 
っ)】 
〇 
喧 


基本 的 な 動作 チェ ッ ク を 下 c 示 す 通 り の キー 操作 で 確認 し て くだ さい . LED の 表示 の 変化 も 示し 
て お おき ます (xx 印 は 無 損 し て くだ さい ) ・ 


キー 入力 哲 作 LED の 表示 


ADRS | すず 
SET ま お | ま 『 還 | 導 肖 本) | 巡 
し 』 1 ! た て 
3 セ 除雪 和 ビビ 1 | | ゴ | | 敵 


8 | a 日 回 | | | X 

中 ] 隆 同 賠 癌 硬 賠 回 EE 
| 9 っ | Bm 賠 口 | ロビ | X] 

8 2 剛 還 | 用 | 昔 | 四 xx| 
| 束 | | 賠 翌 コ XX 人 日 に 
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READ すす |] まま | = I 用 
EE た 1 は | 志 7 と ええ 際 | だ JJ ます 


TPAD と - 本 月 コ - 月 た 
DCR を た | た りす | 1 21 17 


と と で MOD 功 損 用 トグル - スイ ッ チ を ST 也 P 側 人 倒 し, 続け て キー を 押し て いき ます . 


RUN 5 ! コ | 1 」 lxlx| 
中 回 Gl に BELfEix 
語 。 回 賠 同 回 呈 是 四 匠 
5 賠 同 周回 昌 同 共 芝 
py 器 に [ 思 | | ピ X | 
ご 画 回 同 問 回 開 回 較 


上 記 キ ー 操 作 婚 従っ て , 表示 が 正しく 変化 すれ ば , あな を た の 組み 立て た キッ ト は 低 任 完全 に 動作 し 
て お り ま す .。 


2.1O トラ ブル 対策 


確認 の 結果 , 正常 人 動作 し て いな い 場 合 に は , 次 の 点 注 意 し て も 9 う 一 度 部 品 の 取り 付け 誤り が 
を いか を チェ ッ ク し て くだ さい . 

人 ITC は 正しい 位置 人 正しい 方 向 で 取り 付け られ て いる か 

2) 抵抗 , コ ン デ ン サ も 正しく 取り 付け られ て いる か 

人 ヘン ダ で ショ ー ト し て いる 箇所 が を いか 

LED 表 示 が 全然 えさ れ な い 場 合 に は , すぐ 婚 電源 を 切っ て 電源 系 統 (異常 が な いか を 調べ て くだ 


きい . 1 桁 だ けし か 表示 し て い を い ゆい 場合 は ,TC タ イマ (555) と カウ ンタ (228) の 回 り を よ 
く 調 べ て くだ さい . 


全 桁 表示 は する が キー 入力 を 行っ て も その 数 値 が 表示 され な い 場 合 は , CPU が 正常 動作 し て い 
な いと と が 考え られ ます - 

と の 時 トラ ンジ スタ ラジ オォ を 近づけ ます と , 正常 に 動作 し て いれ ば 雑音 お 入り , キー を 押し た 状態 
と 離し た 状態 で は 音色 な 異な る の が な わかり ます . 
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LS 1 ,1C ビ ン 如 列 一 覧 表 


図る 一 18 


*dH gg 

dd * 遇 

* 遇 gg 

ad 日 Yoa 

* 軸 電 

(A+)?A | 

9q st 21 QD 4 46 1 9og 

Ta RW et 昌 ." 昨 ma 日 86 st 日 *oa 

ia 日 紅 gt * pd ss る 1 sog 

sad 日 gt Wi 8 Y 口 09 了 9og 

sr 6r 0 て 日 * 呆 日 Ts 01 9 

sa 日 0% 6 Mi 人 Hm 6 4 

日 tg 8 6 Id 日 ss 8 y 

NaSn8 es 4 日 *9O a 日 ye 4 日 qND 

WINT He 9 才 daSeH 口 9 9 SO 

Na Hwe | Ya sg 日 9 8 HI 

SO E 昌 ? 日 Nr ^Wa 日" あぁ 9wa 

AA 98 @ 4 wa 唱 se @ Tva 

AD/I 46 る WTH *Wa 86 る YYd 

QA 時 )99A Hgg tr 日 gsSS wa 日 0 L wa 
[| 

ょ ルル と 4 人 どー ロロ べ と 7 と と ジー エン ズル 国 こと と ロン 


8668 dd7 98988dd7 
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mm 一 京 。 到 寺 人 soA(A 時 ) 
「 ゅ 〇 一 m| 6 6 QNAS 
VH 8 st トー>O 
rrTWA 124 て ーー* 〇 Nrad 
5 ャ OO の ーー 89 9 エー ニー* 〇 mJNI 
+ ャ YO ォ ーー 96 at * の 
*y OOー| 5 ャ t 〇 NI 
(AeT+)aqA 〇 ーー 8 et GTOH 
『 ャ YO 〇 = 一 69 gt SH 
イ ャ ひ ーー 0 エト ーー の saA(A-) 
4 4 te 0t 民 
うお 6 
0 各 88 8 穫 
cs ヵ -mO 穫 
1 Mi 9 穫 
sy O ォ ーー 99 9 Le 
mv O 〇 ーー 6 2 トー*o 条 
ry O ォ ー ゴ 86 s ドー*O 
生生 M ssA(A0) 


ら o 
補 eo 
コ 
で 


ゴー で ・ 條 人 全品 と ・ 7 オズ キー 


Y0808Qd7〆 


ssA 口 8I gt 口 mA ーー ーー ーー < 日 et る t 口 QND 

adA 口 tt 口 79A QQ 品 gt tt 口 TIG STO て tt 日 grS 

oA 口 T 0t 口 ”d T 日 8T ot 口 Qa sO ロ gt 0t 口 YO 

4 紅 口 91 6 口 マ MOa 口 * 6 itel sTQ 口 9 sh TO 

紅 品名 8 y I 日 9t 8 口 QN oda 日 刀 sh wa eroA 晶 6 8g 口 QND ト 
sT Ss 4 口 "Y QQ 日 91 上 守 mr ロ 8T 4 口 WIG “? 日 0 4 口 SLSYS 
名 et 9 唱 go 日 4t 9 WW 4QQ 日 6 9 口 Q 『 ゆ 日 TI 9 口 (TLL)X ゅ 
iQ 口 08 * B *V QO 口 81 ME WW 1 日 0 gm Q 980 口 gt 品 ONAS 
宮 日 te * 2Y to 日 6t W ad 日 tg 2 Ooa 3NVt H T ャ 日 ATVdH 
口 gg se 品 AH 日 06 8 日 Y *T 日 6% s TG eTVrX 日 症 NIAH 
Q 口 eg % 口 "Y 7 口 t6 % ロ YNI 日 88 g QW ITVYX Hm る 口 NISGH 

soA 口 *e ーー エド (9h99A 日 6 へ -、 TH Y 59A 日 *6 SQ (A+)299A 日 9t t 日 YJSGH 
IOHd dH 47a8 科 0 る VHZ< ryy・1<2 平 60T 1ー\0 プ 11<a8 ュ ル る 1・ ダ ター スキ な ログ 
dd7 t0T8Qd7 る 168Hd7 も る 88 dd7 
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ーーーー ェ エーーーー 


第 3 章 モニ タプ ログ ラム と その 操作 方 法 


3.1 概 要 . 


どん を コン ピュータ で も プロ グラ ム な を なし は . 何 も 仕事 を する と と が で きま せん . そ の ブログ ラム 
は メモ リ KC 書か れ ま す の で ,. コ ンピュータ 人 は ブロ グラ ム を “メモリ KC 書く " とか, "メモリ の 内 容 
を 調べ る "と いっ た 基本 的 を 機能 が 必要 と な り ま す ・ 

さら (に. プロ グラ ム が メモ リ (《 書 き 込 きま れ て も る . そ の ブロ グラ ム が 正しく . 思っ た 通り 動作 し て 
くれ る か どう か チェ ッ ク す る た め の 手 段 も 必要 で す . と の よう を 機能 は , 複雑 を え ヘ ー ド ウェ ア を 備え 
れ 突 現 で きま す が ,. TK 一 80 で は. と の 基本 的 な 処理 の 大 部 分 を ブログ ラム で ッ フ トウェア 的 人 
実現 し て いま す ・ 5 

と の プロ グラ ム は モー タブ ログ ラム と 呼ば れ . EEPROM( ょ PD454 ) 書き 込ま れ た 形 で . キ 


ッ ト 部 品 の 中 含ま れ て お り ま す . (ソフ トウ ゥ ウェア が "部 品 " と 同じ よう 2CLS1 の 形 で 届け られ る 


わけ で , と うら いう 所 が マイ クロ コン ピュータ の 便利 を 所 で す ) ・ 


W 
3.2 基本 的 な 操作 方 法 


モー ニタ の 詳し い 説 明 は 後回し に し て , 早く と の コン ピュ ー タ 過 ブ ログ ラム を 入力 で きる よう K し た 


い 方 は . と の 項 を 読ん で くだ さい - 


(①⑪ 電源 の 投入 
電源 は + 5V を 先 C 1 2V を 後 で 投入 し ます ・ 順序 を つけ に くい と き は ,.+ 5V 士 12V 


を 同時 に 投入 し て くだ さい . 
(2) 電源 を 同時 に 投入 し た 場合 
電源 を 同時 KK 投入 し た 場合 に は . 自 動 リ セッ ト 回 路 ( バ ワ ーー キン ・ リ モッ ト ) が 働 の て , 
コン ビュ ー タ 刀 リ モッ ト が か か り ま す が ., 電源 投入 後 は , 一 応 | EE キー 低 よ より. ヨコ ジ ゼ ュ ー 
人 リ キッ ト を か け て か ら 操作 移る くせ を つけ まし ょ う ・. 
(3) 順序 を つけ て 投入 し た 場合 る 


1 1 2 Ye 天 も せ て 拉 人 し た 電動 り ャ ッ 1 は 短 き き せ ん の で ・ 必 | eee キー . 


を 押し て くだ さい - 
(4 モニ タ ・ プ ログ ラム ・ ス ター ト 
リセ ッ ト が か けら れる と . と の コン ピュ ー タ の モニ タク ブロ グラ ム が 動作 を は じ め , LED 表 
示 部 の すべ て の 桁 人 “0 "お 表示 され ます ・ 
それ で 植 次 C 簡 単 を な ブ ログ ラミ ング の 例 を 示し ます の で . 指示 通り に キー 操作 を 行っ て くだ さい ・. 
一 通り 操作 方 法 が マス ター で きま す - 


35 


HI 


っ .3 基本 的 な プロ グラ ミ ング 操作 例 


⑪ > も 0 者 者 か ら る ブロブ ラム を 者 いて いき ます (と の 通 か の 値 を ブッ グ ラム セ エ の っ イト 
境 M ) .。 
ADERS 
中 ] 円 上 較 
arrm 
8 セ ea 
L_ | 上 当 
3 
則 目 交 目 世 
レ lvR 間違っ を デー タ は 無視 し て , 続け て 入力 し て く 
多 欠 癌 ー 半 さ い . 最後 の ? 格 だ けが 有効 で す 
= 
sl le| 
re ヽ 8200 MVI A,0AAH 
和 較 | MVI A,0BBH 
TNCER 
3 MVI A,0CCH 
誠 画 | JMP 8200 革 
IWRI 
回 目 回 目 
IT RT 
9 9 TNCE 
ーー ゴ ーー 
Fm 
人 2) 8 2 0 0 番地 か ら 書 か れ た 内 容 を チェ ッ ク 
デー タ 部 の 表示 
回 中 国 
ニュ 
DRS 
SEFT 
し 
READ 
TNCER 
READ 
TNCR 
READ 
TNCE 
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こと の と き は アド レス は す で セ ッ 
間 ト され て いま す の で , 正しい デー タ 

2 桁 と 書き 込み キー を 押す だ け で , 
デー タ は 変更 され ます 。 


2 0 0 番地 か ら と の 命令 を 1 ステ ッ プ (1 命令 ずつ ) 実行 し ます - 


回 回 上 


モー ドス イッ チ を STE 側 C ヒ し て お きま す - 


1 
「 実は テキ ュ ム レー タ の 値 で す . 


! 
し 』 


8200 一 820 6 番地 を 斉 ち 返し 実行 し , デー タ 部 の 表示 は AA:BB,CC の ょ よう KK 
・ 


変化 し て いき ます . 


(4) と の ブ プログ ラム を AUTO で 実行 さき せ て み ま す . 


円 同 同 回 岡 


モー ドス イッ チ を AUTO 側 と し て お きま す . 


RUN 


と れ で ブロ グラ ム は ルー プ を 繰り 返し 実行 し て いま す が , 外 か ら 見 て いる だ け で は , 本当 K 


実行 し て いる か どう か わか り ま せん <. 


(5) ルー プ を N 回 実行 する まで は AUTO で , それ ね 以後 は ステ ッ プ 動作 を させ て み ま す (8202 
番地 を 100 回 通過 し た ら , ス テッ プ 動 作 (入る と と と し ます ). 
APDERSI 
目 町 目 加 目 四 に 
いい プレ ー ク アド レス と プレ ー ク 回 数 が セッ ト さ れ を し た 
IT 
8 2 8 8F0O : プ ドレ ス 下 位 2 桁 
8 8F 1 : ア ドレ ス 上 位 2 桁 
6 | RT 8 8F ら 2: 回 数 (最大 2 56) 
TNCE 
ノ 


と と で モー ドス イッ チ を ST〒FEP 多 し ます 


回 EE 


ADRS 
SET 


プログ テム あ っ と いう 問 に と 10 0 回 実行 され て 


テア ドレ ス は 8204$ 
デー タ は BBX※XX※ 


な 表示 され て スト ッ プ し ます <。 
と の 先 ス テッ ズ プ 動 作 が 可能 で す . 


民 E 定 
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(6) ステ ッ プ 動作 で CPU 内 部 の レジ スタ の 動き を チェ ッ ク し ます. 
8200 MVIi _ B,0 0600 
MV1T C,0O 0E00 
INE B 0 生 
DCER C 0 D 
JMP 88204 耳 C80482 
まず , と の ブロ グラ ム を 8200 番 地 か ら 書 いて くだ さい . 
今度 は 1 0 回 繰返し 実行 し て か ら , ステ ッ プ 動作 に 入る る の と し ます ・ 


同 


プレ ー ク ナド レス を 820 6 番地 に 設定 


0 A| 隔 守 回 数 を 1 0 設定 
ADRS 
8 2 9 「 固 


モー ドス イッ チ を STEP 側 紙 し て き ます 。 


1 0 回 実行 され て 止ま り ま す . と の 時 の B レ ジス タ ,C レ ジス タ の 値 を 調べ て み ま 
B レジ スタ ,C レ ジス タ の 内 容 は , それ ぞ れ 88E9,88E8 番 地区 格納 され て 
いま す の で , と の 番地 を 読み 出し ます . 


回 上 回 


デー タ 表 示 部 C は ,OAT 6 が 表示 され ます . OA が B レ ジス タ の 値 ,FE6 が C レ ジス タ の 


回 


READ 
DEPR 


値 で す . B.C じ レジ スタ だ け で なく, CPU チッ プ の 中 の すべ て の レジ スタ は と の よう にし て 
調べ る と と が で きま す (詳し く は 8 - 4 . 7 レジ スタ の 表示 の 項 を 参照 し て くだ さい ) . 

さら 低 続 け て 1 ステ ッ プ ず ン 実行 させ る KC は , Rmrll キ ー を 押し ます . 1 ステ ッ プ 実行 させ 
る た びに , 新 し い レ ジス タ の 内 容 が 前 調べ た 番地 MC 更新 され て 書か れ ま す の で , も う 一 度 同 
じ よ ょ よう 区 アド レス を キッ ト し て , その 番地 を 読み 出せ ば , 1 ステ ッ プ ずつ の レジ スタ の 動き を 
調べ る と と が で きま す 。 


(7) 完成 し た ブロ グラ ム を カセ モッ ト テ ー ブ に ファ イル し レ し ます. 


カセ ッ ト テ ー プ と TK 一 80 の イン タフ ェ ー ス は 第 6 章 を 
参照 し て くだ さい 。. 


8.2.00 番 地 か ら 8285 番 地 ま で を ひと まとめ CC し て ファ イル する も の と し ます . 
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SEr | . スタ ー ト アド レス の 設定 


ロ I ロ II ロ 


| 2 | | | エン ドア テア ド レス の 設定 


と と で テー プレ ュー の 録音 を 開始 し ます と , ピー と いう 連続 し た 音 が 書き 込ま きれ ます 
VU メー ター が 適当 な 録音 ベル を 指示 し て いる と と を 確 め て くだ さい 
キー を 押す と , 書き 込み を 開始 し ます . 
書き 込み 中 は し ED 表示 が 消え る よう CC を な っ て お り , 終了 し ます と 再び 表示 され ます , 
書き 込み が 不安 な 場合 は , も う 一 須 キー を 押せ ば , 同 じ デ ー タ の 書き 込み が 行わ れ 
ます < 人 妥 
人 I テー プ よ り メ モリ ヘ へ デー タ を ロー ド し ます 。 
テー ブフ ァイル し た ブロ グラ ム 低 な, 格納 され る べき 番地 も 書か れ て いま す の で , 番地 を 
指定 する 必要 は あり ませ ん . テー ブ を 再生 状態 C す る と , ビー と い 2 連 続 音 の 入っ て いる 部 分 
が な データ より 前 多 現 われ ます の で キー を 押し ます ・. 
デー タ を 読み 取っ て いる 間 は . LED の 表示 は 消え ます が 最後 の デー タ で ある サム チェ ッ ク 
・ デ ー タ を 読み 取り ,. エ ラー が を けれ ば ぱ ば. デー タ の スタ ー ト テア ド レス と エン ドア ドレ ス が それ 
ぞ れ アドレス 表示 部 と デー タ 表 示 部 現われ ます . 
エラ ー が あっ た 場合 は , 


が 表示 され ます の で もう一度 読 み 込 ませ て くだ さい . 


- プロ グラ ム の スタ ー ト 番地 と 読み 込み デー タ の スタ ー ト 番地 な 一 致し て いる 場合 に は 


キー を 押せ ば すぐ と の ブロ グラ ょ ュ は 走り 出し ます . 


読み 込み ェ エラー が 続 玩 する よう な を 場合 に は , テー プ へ の 録音 レベ ル か テー ブ の 再生 レベ ル が 
- 不適 当 な 状態 上 あ る と 思わ れ ま す の で , 各 レベ ル を 調 整 し た 上 で スト ア . ロ ー ド を 行っ て くだ 
[ きら 。 
と れ ま で の 操作 か で きれ ば . あ を た は 価 公 自由 (プロ グラ ム を 組ん だ り . デベ グ を 行う と と 
が で きま す . 
ィ さら 人 深く モー タブ ログ ラム の 機能 を 習得 し た い 方 は , 革 4 章 を 学ん で くだ さい . それ 上 b ち 
も 早く と の コン ピュ ー タ 区 何 か を や ら せ て みた い 方 は , 別 民 と し て 用 意 さ れ て いる . 
^ TK 一 8 0 応用 プロ グラ ム “を 参考 !C し て , 実際 に ブログ ラム を 入力 し て くだ さい . 


3.4 プロ グラ ミン グ に 関す る 基本 的 な 注意 事項 


基本 構成 で は RAM は 512 ベ イト が 実装 され て お り , そ の ロケ ーション は , 
8200ー88FF (16 進 表示 ) 
で す . その うち モニ タブ ログ ラム が ワー キン グ エ リ アプ と し て . 
88C7ー88FF (16 進 表示 ) 


0 


番地 を 使用 し て いま す の で ユーザ が ブロ グラ ム を 書け る ロケ ーション は , る 
82800 一 88C6 (18 進 表示 ) 

番地 で す . さら C ユ ー ザ プログ ラム の 中 で スタ ッ ク を 使う 命令 (PUSH, CALL 等 ) が 実行 され 

る と . ネ タッ ク が 838C 6 番地 みち 若 番地 向っ て の び て き ます の で . ス タッ ク の 使 方 潮 り を < 

スタ ー す る まで は . で きる だ け 若 い 番地 か ら ブ ログ ラム を 書く ( つま り 高 い 方 の 番地 で スタ ッ ク 令 城 

が 多少 ふえ て も ブロ グラ ム 刀 影響 し を た いよ う (C し て お きま す ) よう と し て くだ さい - 


注 (1) 4.2 サブ ルー チン の 考え ぇ 方 の 項 を 参照 し て くだ さい 


3. ら ちら バッ テリ に よる メモ リ デ ー タ の 保存 


一 般 の 半導体 AM は 電源 が 切れ る と . デー タ も 消え て し まい ます . し か し . TK 一 8 0 で 使用 し 
て いる CMOS RAM は . ス タン ベイ 時 (リー ドブ ライ ト 動 作 を 行っ て いな い 状 上 ) の 消長 電力 が 非 
常に と 少 を い の で . ベッ テリ ー で 長 時 間 デ ー タ を 保存 させ る と と が で きま す . TK 一 8 0 の 場合 に は , 
乾電池 2 本 (1.5Vx2 ) を 直列 接続 し て EE 叉 T Vcc の 端子 KX つ を いで まお いて くだ さい . 
そし て シス テム の 電源 を 切る と き C は , ォ ナ | msm | - を mr RAM PROTECT ン ENABIE 
スイ ッ チ を PROTECT 側 人 C 例 し て か ら . 電源 を 切っ て くだ さい . その ま を 乾電池 が 消耗 し て し まわ | 
な いか ぎり , デー タ は 保存 され ます - | 
電源 を 再び 投入 する 場合 と は 。 先 区 電源 を 投入 し egm| キー を 押し な が ら ス イッ チ を TVABLE | 
| 
| 
| 
1 


作 人 切り 変え れ ば , 再び ほ AMM 価 元 の デー タ を も っ た まま . 使用 可能 を 状態 な り ま す -。 


著 電 池 の 十 作 を と の 端子 ( 吾 側 ) | 
て 接続 し ます - 

ーーORse 

Ra7 一 O。 ⑨⑥ ⑨『A4 

昌一 @ @⑥pas 


争 1 


て イー バズモ ・ タ ー ス シギ ) (WO 守 マ と グロ ンー) CYS (テー) 


刻 細っ と ンー と ] で キー6 キア 
に ーー 


イー ロ さ ズ ら と ・4 で キ 放 


て (と 一 キ ・ チ と 人 な の 


( Ro 浦上 ーー ラー 


に 


部 動 の 〆 と ダス 2HdO 


f 


3 放 ( 芋 昌 クッ の と グ ョ と) 
肖 重層 有 と そ と ター ス と 
1 ーッ ズル 下る ー パ と 
胃 と ー キ の と ダイ d す 9 るー と 導く で ンジ 
ーーーー ゴ ーーーー ( 錠 を ュー ネー の KWY せ ) 
1 | 
HONI 重 入 4 一 7 ま デ 
arra| 8 | て | 0 
ピー 


し | ( 錠 上 す と る テー ズー 語 術 2 VH ) 
了 酔 共 4 ル る キア 


本 中 キバ の ン ア と グロ と 4 一 
と 4 オ る 


マグ ロン ・ く まき スー イ ( と 


すう 


可逆 を イス コッ と グロ と と デー キ 【ー8 図 
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(HHS TDI YTVO)HO (STS1DdH SSHCTV)AV 


ユー キー ロン の ママ と グロ ンー デキ  @ー@ 図 


3.6G モニ タプ ログ ラム の 詳細 な 説明 


と れ ま で 説明 し た 探 作 は ,. モニ タブ ログ ラム の 内 部 的 を 処理 に は 一 切 触 れ ま せん で し た . 
と と で は , さら 高度 を 使い 方 を を さり た い 方 , も し く は モニ タブ ログ ラム の 中 身 を 勉強 され た い 
方 の た め に . モー タブ ログ ラム を 少し 詳し く 説 明 し て お ふき ます. 


3-G ど .・1 モニ タプ ログ ラム の スタ ー ト 
モー ニタ ク は . RESET キ ー が 押さ れ 時 . あ るい は CPU プロ グラ ムカ ウン タ が "0 "を る よう 
を 命令 (JMP 0.RST 0.CALL 0 等 ) な が, 実行 され た 時 多 ス ター ト し ます -. 


3・@G.2 モニ タプ ログ ラム ・ ス ター ト 時 の 初期 値 設定 
モー クタ の エン トリ ー は 次 の 二 つ が あり ます . 


(①⑪) 0 番地 スタ ー ト 
モニ タ を 0 番地 より , スタ ー ト させ る と モニ クタ は . そ の ワー キン グ エ リ ア の 注 0 テ ー タ レジ 
ェ タ , 注 め テ ド レネ レラ ォ タ 入居 テレ ー ク ニア ドレ ュー レジ ェ タ 。 往 ⑳ テ レー ラク カッ ンタ 。 


ま ⑳ ォ キー ララ クッ, 生 ⑳ テ ィ ュ テレ イィ - レッ スタ を 零 クサ アレ ます ・ 


次 cc , 注 の ェ タ メッ クボ イン タ の セー プ ェ リア KC , 最初 の ニー ザ メ タッ ク と を な る 番地 "88C7" 


を 書き 込み その 後 , ス タッ クボ イン タ を . モニ タ 専 用 エリ ア " 83D1 "に セッ ト し ます -. 


以上 の イー シャ ライ ズ が 均 了 する と , 零 クリ アテ され て いる ディ スプレ イレ ジュ タ の 内 容 を , 
上 L 選 D デ ィ ス ブレイ を 表 示し. キー 入力 待ち の 状態 人 C を りき ます. 
注 () デー タキ ー よ 1 り 入力 され を た デー タ お よび メモ リエ り リ ー ド され た デー タ が . セ ッ ト 
され る フフ トウ ェ ア 上 の レジ ネタ 
⑫ ドー タフ モリ 対し て 処 電 を 行う 時 時 テ ネ レ ジェ aeee トー を m+ と 
よっ て . デ ー タ レジ スタ の デー タ を キッ ト す る と と が で きま す . 
9 プレ ー ク 番地 を セッ ト す る レジ ュ タ 
0 プレ ー ク 動作 時 , ルー プ 回 数 を セッ ト す る レジ スタ 
モニ タ が キー ボー ド を セン スナ する 時 参照 され る フラ グ 


6) ED ディ スプ レイ 表 示す る た め の デ ー タ を セッ ト す る レジ スタ 
(0 ネス テッ プ お よび プレ ー ク 時 ( ュ タ ッ ク ボ イン タ を 授 避 させ る た め 人 C と られ て いる エ 
リ テ 
(2) 8 番地 スタ ー ト 


モニ タ を 8 番地 より スタ ー ト させ る と . 上 記 の イー ニシ ャ ライ ズ は 行わ ず . スタ ッ ク ボ イン タ 


を ,. モー ニタ 専 用 テリア" 88D1" に セッ ト し ます -. 
次 C , その 時 ディ スプ レイ レジ ュ タ KC セット され て いる デー タ を LED ディ ネプ ブレ イ K 表 
示し . キー 入力 待ち の 状態 に を り ま す . 


3-・6 ら .・ 3 データ の セッ ト 


モニ タ は . 入 力 デ ー タ 用 人 C2 ワ ー ド の デー タレ ジス タ を も っ て いま す . と の レジ ュ タ は 4 ピッ 
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ト 構成 で キー より 入力 され た 1 6 進数 デー タ を を 桁 ま で . 記憶 し て お く と と が で きま す -. 
デー タキ ー(| 0|-|F|) な. 押さ れる と デー タレ ジ メ ク 仁 ,1 桁 上 位 と シフ ント され , 入 力 さ れ を た 


デー タ は デー タレ ジス タ の 最 下位 C モ セット され ます -. 


ADDERESS 


還 p 人 1 テテ ドレ スー イン クリ メン ト & を メモ リリ ー ド 


WP] デア ド レス ネス ・ デ ィ ク リ メ ン ト を メモ リリ ー ド - 


に メモ リラ イト & を アド レネ ・ イ ンク リ メ ン ト 


RUN RURN 


BET RETURN 


スネ ストア データ 


(1) アド レス セッ ト 6 | 
デー タレ ジス タ MC セ モット され た を た データ を アド レス レジ スタ 低 モ セッ ト し 。 そ の 番地 の メモ リ の | 


る 5 


る 6 


内 容 を リー ド し ます - 


キー 入力 ADDRESS DATA 


回 回 占 EE 曜 H 


IADRS | コ | コ 半 
SET 回 還 暫 = に ゴロ | 


8212 番 地 の メ モリ の 内 容 
4 は と ーー ADRS 
デー タレ ジュ タ 《C , と れ か ら 処理 を 行なう と する アド レス を , 1 6 進数 格 で セキ ッ トレ し | sm 


キー を 押す と . デー タレ ジュ タ ( と セッ ト さ れ 友 プア ド レス データ が , ア ドレ スレ ジス クタ 人 て セッ ト さ れ , 
その 番地 の メモ リ の 内 容 が リー ド さ れ ま す - 

この 時 デー タレ ジュ タ は , 2 桁 上 位 多 シッ ト さ れ リ りー ド さ れ を た データ は . デ ー タ レジ スク の 下位 
2 橋 に モット され ます ・ 


以上 の 処理 が 終了 す サ すると. デー タレ ジュ ス タ と プ ド レス レジ スタ の 内 容 は . LED デ ィ ス ネス ブレイ 
表示 され ます ・. 
(2) アド レス ・ イ ンク リ メ ン ト 巡 メモ リリ ー ド 


プ ド レネ レジ スタ の 内 容 を イン クリ メン トレ し , そ の 番地 の メモ リ の 内 容 を リー ド し ます ・ 


READ 
INCE 


番地 の メモ リ の 内 容 が リー ド さ れ ま す - 


キー が 押さ れる と , プ ドレ ネス レジスタ の 内 容 を イン クリ メン トレ し . さ ら 更 新 され た 


と の 時 デー タレ ジス タ は . 2 橋 上 位 に シン ト さ れ リ ー ド され を デー タク は, デー タレ ジス タ の 
下位 2 桁 に モッ ト さ れ ま す . 

以上 の 処理 が 終了 す サ すると, デー タレ ジュ タ と プア ドレ スレ ジス タ の 内 容 は し LED ディ スフレ 
イィ と 表示 され ます - 


キー 入力 ADDRESS DATA 
| | 前 コ 町 | 
ビル し | 1 し J す 1 
NG | コ [| 中 コ 1 

( 半 騰 | 」 ! 還 中 折 互 中 目 願 ) 


8218 番 地 の メ モリ の 内 容 


⑬) アド レス ・ デ ィ ク リ メ ン ト & メ モリ リー ド 


アテ ド レ ュ レジ スタ の 内 容 を ディ クリ メン トレ ,. その 番地 の メモ リ の 内 容 を リー ド し ます . 
READ 由 > 2 ーー 
1 キー が 押さ れる と . ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 を ディ クリ メン ト し . さ ら K 更 新 さ れ た 


番地 の メモ リ の 内 容 が リー ド さ れ ま す - 


と の 時 デー タレ ジス タ は , 2 桁 上 位 シ フト され リー ド さ れ を データ は , デ ー タ レジ ュ タ の 
下位 2 桁 た を ッ ト さ れ ま す 


以上 の 処理 が 終了 する と , デ ー タ レジ スタ と アド レス レジ スタ の 内 容 は , LED デ ィ ス プレ 


イ 婚 表 示さ れ ま す 


キー 入力 ADDERESS DATA 


8212 番 地 の メ モリ の 内 容 


(4 メモ リラ イト ア ドレ ス ・ イ ンク リ メ ン ト 
アド レス ネス レジ スタ の 内 容 多 よっ て 指定 され 番地 の メモ リ KC. デ ー タ レジ スタ の 下位 2 桁 
セッ ト さ れ た デー タ を ライ ト し ます . 


デー タレ ジス タ の 下位 2 格 に . ラ イト する デー タ を セッ ト し て en | そ ー が 押さ れる と 


テア ドレ スレ ジュ タ M よ っ て . 指定 され 番地 の メモ リ (C デ ー タ レジ スタ の 下位 2 桁 に . セッ ト 


され て いる デー タ が 書き 込ま れ ま す . 
- 次 CC アド レス レジ ュ タ の 内 容 は . インクリメント され 更新 され 番地 の メモ リ の 内 容 が , リ 


ー ド され ます - 

と の 時 デー タレ ジス ネタ は . 2 格 上 科 シフト され , リ ー ド され た デー クタ は . デ ー タ レジ メタ 
の 下位 2 桁 G と セッ ト さ れ ま す 、 

以上 の 処理 が 終了 イサ すると. デー タレ ジス タ と プ ナド レス レジ スタ の 内 容 は . ED ディ ネス ブレ 
イィ に 表示 され ます 


ADDRESS DATA 
臣 ! こま 6 
H 早 配 すす 」 7! 

8212 番地 低 書 き 込 せ セ デ ー タ 
己 1 | 前 紀 呈 | 1 
T 了 に トト 1 ゴ jn 上 | 品 | 』 


8218 番 地 の メ モリ の 内 容 


エー 
|LLI 


る 7 


5) RUR 5 
テア ドレ ュ レ ジス ネスタ の 内 容 に よっ て 指定 され を 番地 へ ジャ ンプ し ます . 
デー タレ ジュ タ 底 . ジャ ンプ 先 の 番地 を 1 6 進 $ 格 で モット し て 
スレ ジュ スタジャン プ 先 の 番地 を セッ ト し ます - 


レジ ュ タ を 復帰 し て . ア ドレ スレ ジス タ (C セ キット され て いる 番地 に ジャ ンプ し ます ・ 
を お ジャ ンプ する 直前 C , ET 命令 を 実行 する を め 割 り 込 み イ ネー ブル の 状態 で ジャ ンプ し 


て いき ます -. 
キー スカ ADDRESS DATA 
8 | * | 回 園 回 回 賠 | | l 問 | 
呈 ! / 1 「 問 古 衣 旧 語 」 
ジャ ンプ 先 番地 
|| 辱 各 問 癌 ーー 
sm nn 和 こ ッッ アレ ミナ) 9 900 の / き り の の 


RETURRN 
キー が 押さ れる と . レ ジュ ス タ ・ セ ー ブ ・ エ リア 放 退 避 さ れ て いる レジ スタ の 内 容 を CPU 
レジ ュ タ 復 帰し て . 退 遅 さ れ て いた プロ グラ ムカ ウン タ と よっ て 指定 され る 番地 (に ジャ ンプ 


し ます . 
を ち ぉ ジャ ンプ する 直前 C , 了 E 1 命令 を 実行 する を ため , 割り 込み イネ ー ブ プル の 状態 で ジャ ンプ 
し て いき ます ・ 


(⑰ スト ア ・ デ ー タ 
ー プ ドレ メレ ジス ネタ で 指定 され 番地 か ら デ ー タ レジ メタ で 指定 され 番地 まで の メ そ モリ の 内 
容 を , シリ テル 信号 と 変換 し て PPT( ょ PD8255) の ボー ト C(PC0O ) 出力 し ます ・ 
この 信号 を カセ ッ ト ・ イ ンタ フェ ー ス より (第 6 章 を 参照 し て 下さ い ) , オー ディ オ 帝 寺 
の 信号 区 変換 し て カセ ッ ト テ ー ブ K& 録 音 し ます . 
デー タレ ジス タク 底 と れ か ら 転 送 し ょ うと する デー タ の 格納 され て いる 先頭 番地 を モッ ト し 。, 


キー を 押し , 転送 ス タメ ー ト アド レス を アド レス レジ スタ セッ ト し ます . と の 後 デ ー タ 
ン ッ メタ 転送 し ょ う と する デー タ の 格納 され て いる 最 番 地 を セッ ト し ます. 

と と で m+ー を 才 と .L 到 D デ ィ ュ ブレ イ の 表示 が 消え デー タ 転 送 が は じ ま り ます ・ 
デー タ 転 送 が 終了 する と .LED デ ィ ス プレ イ の 表示 な 再び 点灯 し . キー 入力 待ち の 状 趣 人 
を り ま す " 


人 る 8 


ADDRESS 


(8) ロー ド ・ デ ー タ 
カセ ッ ト テ ー ブ か ら の デー タ を , デー タ 中 で 指定 され た 番地 の メモ リ ヘ ロー ド し ます < 
カセ ッ ト テ ー プ を ネタ ー ト させ , 発振 音 を 確認 し た 後 fc| Ata | キー を 押す と ,LED 家 示 か 


消 を えん, カセット テー ブ よ り ロ ー ド 先 の アド レス デー タ を 受信 し . 以降 の デー タ を メモ リ ロ ー 


ドレ ます. 

ロー ド が 終了 する と , 受信 C エ ラー が あっ た か どう か を チェ ッ ク し , エ ラー が な い 場 合 は , 
ロー ド さ れ た デー タ の 先頭 アビ ドレ ュ を プ ド レネ ュ レ ジュ タ KC . 最高 番地 を デー タレ ジス ネタ セッ 
トレ . ア ドレ ュ レ ジュ タメ . デ ー タ レジ ュ タ の 内 容 を LEED デ ィ メ ネプ レイ 表示 し ます 

と の 状 痕 で | mum | + - を 押す と と に より. 今 ロ ー ド し た プロ グラ ム を 実行 ささ る と と が で き 
ます .( を だし, ロー ド 開 始 番地 が プロ グラ ム の スタ ー ト 番地 一 致し て いる 場合 ) - 


受信 に ェ エラー が あっ た 場合 は LED ディス ブレ イエ ラー・ メ ッ キ セー ジ を 表示 し ます - 


キー 入力 ADDRESS DATA 
国男 
デー タ 受 信義 始 
受信 中 潜 灯 
= ニ = ー ィ ーーーーー 受 令 了 
画 ) k 
層 に に | 回 世 に | た ラー な も 


[4 エ LTT」 5 う 。 
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うら .G. ら ステ ッ プ 動作 

TK 一 80 モ ニタ は , 割 9 込 に より ブロ グラ ム を ステ ッ プ させ る と と が で きま す ・ 

ステ ナップ 動作 を 行わ せる 場合 人 C は . モ ニク の ワー キン グ エ テリ ア 低 ある プレ ー ク カウ ンス (88 
 ) を 堆 ク リア ナ する か 。 丸 は rsprlh を 押し (モー ク ブ ョ クラス が 1 番地 エ り スク ー ト する と 
必ず 零 ク リア され ます . ) さ ら C モ ー ド スイ ッ チ を “STEP"C し ます 。 


と の 状態 で アド レス レジ ネタ 多 . ブ ログ ラム の スタ ー ト 番地 を セッ ト し て 


ュ ア グラム を ステ ッ プ し て ( ユイ シュ トラ クシ ョ ン 実 行 し て ) , モ ニク 戻っ て きま す ・ と の 時 CFOU 
の すべ て の レジ スタ は , レ ジュ スタ ・ セ モー プ ・ エ リア 攻 退 避 さ れ ま す - 

さら アド レス レジ ネタ は. その 時 の プロ グラ ムカ ウン タク の 内 容 が な. デー タレ ジス み の 上 位 % 
桁 多 住 ア キュ ムレ ー タ の 内 容 な . デ ー タ レジ ネタ の 下位 2 桁 C は フラ グレ ジス み の 内 容 が セッ トミ 
れ . LED ディ ュ ブ レイ KK 表示 され ます ・ 


この 時 モニ タメ の キー コマ ンド MC エ り . 各 痢 の 動作 ( メモ リ レジ スタ の 内 容 等 ) を 確認 する と と 


キー を 押す と . 退避 され て いた を レジ ネタ の 内 容 を すべ て CPUK 復 帰し て 次 の イ 
ン ネ メト ラク ショ ン を 実行 し て , 再び モニ クタ MC 戻っ て きま す ・ 

と の 場合 . リタ ー ン 先 の 番地 を モッ ト す る 必要 は あり ませ ん 

と の よう に し て ブログ ラム を 区 々 と ステ ッ プ させ て いく と と が で きま す ・ 


3.6.G ブレ ー ク 動作 
TK 一 8 0 モニ タ は . プ レー クボ イン タ を 1 つも っ て お あり. と と (CC キッ ト さ れ 大 番地 低 あ いて ・ 
プレ ー ク させ る と と が で きま す . ま た プレ ー ク ボイン み と と も C, プ レー ク カ ウン を も っ て いる 


た め プ レー ク の ルー プ 回 数 を 設定 する と と が で きま す ・ 


プレ ー ク ポイ ンタ は . モ ニタ の ワー キシ グ エ リ アテ 内 の 88TF0 番 地 と 88F1 番 地 低 記 か れ て お 
り , と と に プレ ー ク させ る 番地 を 書き 込み ます ・ 


また プレ ー ク カウ ンタ は 88F2 番 地 C 置 か れ て おぉ お り , と と C ル ー プ 回 数 を セッ ト し ます ・ 


(1) プレ ー ク ポイ ンタ お よび ブレー ク カ ウン タウ の セット 


デー タレ ジュ タ (C8 8F 0 を セッ ト し て キー を 押し , ア ドレ スレ ジス タプ レ エ ク 


ボイン タ の 番地 を セッ ト し ます ・ 
デー タレ ジス タタ の 下 位 2 格 に . プ レー クア ドレ ス の 下位 2 格 を モッ ト し て 


し . 続い て デー タレ ジュ タ の 位 る 桁 . プ レー ク プ ドレ ス の 上 位 2 桁 を キッ ト し て 
キー を 押し て , プ レー クボ イン タプ レー クア ドレ ス を 書き 込み ます - 


デー タレ ジュ タ の 下位 2 桁 C . ループ 回 数 を 1 6 進数 で モッ ト し て | 
プレ ー ク カウ ンタ (ループ 回 数 を 書き 込み ます ・ 


キー を 押し て , 
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キー 入力 ADDRESS DATA 


関 回国 折 較 回 較 向 回 同 同国 回 団 国 同 


具 
[ロコ 

| 

コ 


TTE| ーー 

TNCR ! 硬 + 1 ! 人 川 。。 =. 
還 ! ) 7 7 中 ゴロ | ロ ] 
1 呈 = 
( 計 ! ! 上 |! ! 1 

* 還 唱 日 > | 』 開 韻 要 軒 本! 


②⑫ 動 作 
前 述 ⑪K 従 っ て , プ レー クボ イン タタ あお よび プレ ー ク カウ ンタ を セッ トレ し た 後 , ア ドレ スレ ジ 


ネタ に ブロ グラ ム の スタ ー ト 番地 を モッ ト し, モー ドス イッ チ を “STEP "し て RON 


キー を 押す と , プ レー クア ドレ ス に 対応 すけ る イン スト ラク ショ ン を , ルー プ 回 数 だ け 行 し た 
直後 ヒビ プレ ー ク し て , モ ニク 戻っ て きま す ・ 


注 プレ ー ク アド レス は , 必ず 各 イ ンス トラ クシ ョ ン の オォ ベレ ーション コー ド の 格納 され 
て いる 番地 で を けれ ば な り ま せん ・ 
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る .6 .7 レジ スタ の 表示 
ュ ネ テ ッ プ 動作 ぉ よび ブレーク 動 作 を 行っ て モー ニタ 戻っ た 時 , すべ て の CPU レジ スタ は モニ タ 
- ワー キン グ ・ エ リア 内 の レジ スタ ・ モ セー プ - エ リア KK 退避 され ます ・ 
と の 時 各 レ ジス タ は , 次 の 番地 退避 され ます 


88EB 番地 テア キュ ムレ ー タ 

88EA 番地 フラ グレ ジス タ 末 
88E9 番地 B レジ スタ 

88E8 番地 C レジ スタ 

88E? 番地 D レジ スタ 

88E6 番地 E レジ スタ 

88E5 番地 紅 レジ スタ 

88E4 番地 上 レジ スネ 

88E8S 番地 スタ ッ ク ボ イン タ 〔 上 笠 ) 
88E2 番地 スタ ッ ク ボ イン タ (〔 下 位 〕 
88 到 1 番地 プ ブログ ラム カウ ンタ 【〔 上 位 〕 


88E0O 番地 ブロ グラ ムカ ウン タ (下位 〕 
退避 さ れ て いる レジ スタ の 内 容 は , 各 レジ スタ 相当 する メモ リ の 内 容 を モニ タ の キー コマ ンド 
迷 と + り , 七 中 D デ ィ ス ブレ イ を 表示 させ る と と が で きま す ・ 


キー 入力 ADDRESS DATA 
8 回 E 回 gl 』 間 E 和 | 記 
・ 語 ! 叶 且 ! J と で 1 1 すう 
ps 
SET 


ララ グレ ジュ ラウ の 内 容 


BEcRl 年 FM が こ | ビ 
男 』 / / 


B レジスタ の 内 容 


米 各 フ ラグ は フラ グレ ジス タ の ビッ ト と 次 の よう KK 対応 し ます 


Frl Fel Fs 
S| z| SUB 


F4 | Fs| Fs| Fi|Fo 
GE| EE に ほ | 幸 
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ま を た を, レジ スタ ・ キ ー プ ・ エ リア 内 に デー タ を 書き 込む (書き 換え る ) と , RON| キー ぁ ぇ る い ぃ 


は FT キー が 押さ れ た 時 , CPU レジ スタ は レジ スタ セー プ ェ エリ アブ 内 新しく 書き 込ま きれ た 


デー タ を 復帰 させ て , ジャ ンプ し て いき ます -. 
つま り ブ ログ ヌ ム て ジャ ンプ する 前 IC , モ ー タ に よっ て CPU レジ スタ を イニ シャ ライ ズ す る と 
と が で きる と と CC なり ます . 


3.6.8 リス ター ト ・ ジ ャ ンプ ・ テ ー プ ブル 

TK 一 80 モ ニタ KC お いて , 8 種類 ある リス ター ト 命 令 の うち 5 種類 を 開放 し て いま す . 

と れ ら の リス ター ト 命 令 を 実行 する と , お の お の 次 CC 示す 番地 区 無 条件 フウ ャ ンズ し て きま す . 従 
っ て と の エリ ア K 各 処理 シー チン へ の ジャ ンプ 命令 を 書き 込ん で も お く と と より , 各 処 理 を 実行 す 
る と と が で きま す . 


RSFT 2 

RST 8 

RST 4 88D7 番地 
RST 5 88DA 番地 


RST .6 88DD 番地 


「 


88D1 JMP >oooc 


と 


ーー 


EET 
RST 2 
割り 込み 


処理 
ルー チン 
XX メメ ーー 
ーー 


ププ リケーション 


割り 込み 発生 
RST 2 


[ 


ブロ グラ ム 


処理 順序 


58 


る .6.9 LED デ ィ ス プレ イ へ の デー タ の 表示 
TK 一 80 は , モ ニー ニタ ・ ワ ー キ ング ・ エ リア 内 の セグ メン ト ・ デ ー タ ・ ベ ッ フ テ ァ (88F8 番 地 
ーー8 8FF 番 地 ) の 内 容 を , DMA 転 送 に よっ て 常時 表示 し て いま す ・- 
表示 は 7 セグ メン ト の 世 D 表 示 素 子 を 使用 し , ダ イナ ミッ ク 点 灯 さ せ て いま す . 
実際 に デー タ を 工 也 D デ ィ ス ブレ イ を 表示 させ る た めし は , 表示 させ る デー タ を 後述 の 表示 


往 ) 


間 


ー タ (セグ メン ト デ ー タ ) 変換 し て , 上 記 の ェ エリア 転送 する だ け で よく , 表示 の た め の 特 別 を 
ブ プログ ラム を 書く 必要 は あり ませ ん ・- 
セグ メン ト デ ー タ ベッ ファ は 次 の よう 人 LED デ ィ ス ブレ イィ イ の 各 桁 VC 対 応 し ます ・. 


83FEF DIsP DIG 

8 8FE DISP DIG 
SsFD |prsE DIG 
8 83FC DIsP DiG 
83FB DISP DIG 
88FA |DISE DIG 
88F9 DISP DiG 
88F8 |DISP DIG 1| 


ロ |slegl ま | gl で |o 


1 
た | 当 人 7 
まま 11 す | は すげ 1 すし | ゴ 7 
ADDRESS DATA 
ディ スプ ブレイ ディ スプ ブレ イィ 


注 (1) も グ メ ント デー タ 
1 つの 文字 は , 1 ワー ド (8 ビッ ト ) の デー タ で 表示 され ます が , と の デー タ は 各 ビ ピッ 
ト が 次 の よう KC 各 セグ メン ト 放 対応 し て 構成 され ます ・ 


BiTO 
B1T1 
BIT る 
BITS 
BIT タ 4 
BB 所 海 油 
・ 。 BIT6 
DB-: BB ま 平 7 


ay 
の 思 ロ 〇 Op 


セグ メン ト デ ー タ は , 点灯 させ る セグ メン ト K 対 応 す る ビッ ト を * 1 " とし, 点灯 させ な い ャ グ 
メン ト 放 対応 する ビッ ト を “* 0 "と し て 構成 し ます - 
例え ば , "0 "と いう 文字 KK 対応 する セグメント デー タ は 次 の よう 構成 され きす . 


全 (消灯 ) BITO 0 
B (消灯 ) BIT〒1 0 
C (点灯 ) BIT2 1 @ 
D (点灯 ) BIT8 1 


5 る 


へ 


トー 
て | 


0 間 


てい, 
| て 


5 B 


る F 


6 6 


6 D 


7 D 


2 7 


(点灯 ) 
(消灯 ) 
(点灯 ) 
(消灯 ) 


BTF〒 委 
BIT5 
BIT6 
BIT7 


叶 | 
| 


| 


員 


で 


に [T 


人 に 


" 相 】 


き 3.7 TK 一 80 メ モリ マッ プ 


5 6 


(1) RAM メ モリ マッ プ 


e 容量 | RAM 
テ ド レビ スネ] zh) | gmow 備 引 
に まり 
81K プラ ンク 
8400 
8 8FF 
』 
8 2 RAM モニ タ - ワ ー キ ング ・ エ リプ 
88E0O 
8 3DP 
15 RA 婦 RST ジャ ンプ テー プル 
88D1 
83D0 
1 0 RAM 
88C7? 
88C6 
1 
967 RAM 
8900 
7FEF 
81K 
04*00 
08FF 
256 BEPROM 
0800 
0 2FE 
』 
768 PROM 
0000 


②⑫ モニ タ ・ ワ ー キ ング ・ エ リア ・ メ モリ ・ マ ッ プ 


ま ド ゼ セ 素 光 ン ボ ルル 備 考 
8 BFF DISP DIG 8 
FE DrISP DrG ? 
FD DISE DIG 6 
FC DISP DIG 5 セグ メン ト ・ デ ー タ 
FB DISsP DiG 4 se3 學 ララ 
FA DISP DIG 8 
( 〒F9 DISP DIG 2 
83F8 DISP DIG 1 
88F? DIsSP WORD * 
F6 DrsP WOBD 8 ディ スプ レイ レジ スタ 
F5 DIsP WoRD 2 
| 88F ぁ - DISP WORD 1 ディ スプレ イレ ジス タ 
83F8 KEY FLAG キー ギン デット ャ ッッ プク 
88F32 BRKCT プレ ー ク ・ カ ウン タ 
88F1 BRKAD (Hr) プレ ー ク ・ テ ドレ ュ 位 
88P0O BRKAD (LO) レジ ネタ 下位 
8 8 BEF ADRES CHt) アド レネ レジ ネタ 上 位 
8 8BE ADRES Cro) 下位 
8 8ED DATA CHr) デー タレ ジス タ 上 位 
8 8EC DATA Lo) 下位 
88EB A 
EA 5 
E 9 B 
-E8 C 
の CPU レジ ネタ 
E6 E fa 
BE 5 H 
BE 4 .。 
EE 3 SP CHr) 
E2 SP 〔LO〕) 
1 PC CHr) 
88EO0 EC ro) 
DF 
DEg RST 6 Re 
spDD 
DC 
DB RST 5 人 P 
88DA 


57 


ドジ ケズ シ ジ ポ の ク 備 考 ] 


RSF〒 邊 


2 た ャ デラ ーー ジル 


D 6 軸 


D5 RST 8 


D 2 RS る 


CB MONSPE モニ タ 


CA スタ ッ ク エ リア 


88C7 
88C6 USESPE 1 -ー テ ー ィ 


0 
CC 


ュー ザー ズ エ リア テ 


8000 


き 3. お 8 モニ タ ・ ア セン ブル ・ リ スト 


ト よ すす です 1 UCUDM - Bg ASSEMBL LIST に 3 る すそ] P 0Q001 


0001 
0002 
0003 
0004 
0005 
0006 
0007 0000 3E92 HVI As92H ii CUNTROL MURD FUR 8255 
0008 0002 D3FB - HUT OFBH ? PRUGRAM TO 8255 

0009 0004 C3 上 JHP AMHNST 


3B00 
o010 DRG 8H 
0011 0008. 3E92 MV1 Az92H 1 CDNTROL NORD FR 8255 
0012 000A  D3FB DUT OFBH i PRUGRAM TO 8255 
0013 oooC  C3 JRP START 
5100 
0014 DRG 10H 
0015 0o010 に C3 JHP RST2 
D183 
0016 ORG 18H 
0017 00I8  C3 JMP RST3 
D483 
0018 RG 20H 
0019 0020  C3 ぅ 3 JHP RST4 
D783 
0020 DR6 28H 
0021 0028  C3 - JAP RST5 
DAB3 
0022 DR6 30H 
0023 0030  。 ヒ 3 ぅ 3 JMP RST6 
DD83 
0024 DRG 38H 
0025 -0038  C3 JMP BRENT 
pe 。。 . 存 9L 
0026 
0027 INITIALIZE RDUTIN 
0028 
0029 003B 3EFF MONST: MVI AzOFFH 
0030 003D  D3FA DUT OFAH i PURT C4BIT 0 INITIALIZE 
0031 003F 21 LxI HsDATA 
EC83 
0032 0042 oeoC MVI Bs12 
0033 0044 AF XRA  A 
0034 0045 77 MOV MA 
0035 0046 23 INX H 
0036 0047 05 DCR B 
0037 0048  C2 JNZ  $-3 
4500 
0038 0048 21 LXI HrUSESP 
CE783 
0039 004E ~ て 22 SHLD SSAVE ij SET UP FUR USER STACK . 


E283 


キキ 


Q040 
0041 
0042 
0043 
0044 
0045 


0046 
0C47 


0048 
0049 
0050 


0051 
0052 
0053 
0054 
0055 
0056 


0057 
0058 
0059 
0060 
0061 
0062 
0063 
0064 
0065 
0066 
0067 
0068 
0069 
0070 
0071 


0072 


0073 
0074 


0075 
0076 
007?7 
0078 


0079 
0080 


860 


UCOMR 


0051 
0053 
0055 


Q058 
005B 
005E 
005F 
0061 


0064 
0065 


006 了 


0069 
006A 
006B 


006E 
006F 
Q070 
007 1 
0072 
0073 
0074 
0076 
0078 
007A 
007C 
007E 
0080 
0082 
0084 


0087 


008A 
008B 


008E 


0091 


0094 


1 


ASSEREL 


LIST を る まる] 


*HNITUR START 


STARTs 


TABLs 


DIGITs 


MVI AsOFFH 
HUT OFAH 

LXI SPPONSP 
CALL SEGCG 


CALL KEYIN 


HUV BsA 
AN1 10H 
JZ DIeGiT 
AUV AsB 
AN1 OFH 
MVI Bs0 
AhD  A 

MOUV CsA 
LXI HzTABL 
DAD B 

HHV AsH 
INX HH 

MOV HsR 
MOUV 。 し 5 た 
PCHL 

Dw GHTO 
Dw RESRG 
DW ADSET 
bw ADDCX 
Dw ADINX 
Dw NEMw - 
DW STAPE 
Dw LTAPE 
CALL SHIFT 
LDA DATA 
DURA B 

STA DATA 
CALL RGDSP 
JMP START 


ADDRESS SET 


SETs 


LHLD DATA 


P 0002 


PURT CiEIT 0 INITIALIZF 
SF INITIALIZE 


SEGHENT CONVERT 


KEY INPUT 


IF ZERO 1NPUT DATA=0--->F 


DATA REG SH1IFT (4 BITS} 


INPUT DATA SET 


ADDRFSS & DATA REG DISPLAY 


HL=DATA_ REG 


ASSEMBL LIST よそ ] P 0003 


SHLD ADRES 


STDRE HL TO ADDRESS REG 


JMP 


ADINX+4 REHHRY READ & ADDRESS DISPLAY 


ADREFS ji HL=ADDRESS REG 


H ADDRESS INCREMENT 


00A1 CD CALL MEMR i MEHDRY READ 
AD00 
00A4 22 ADSTR』 SHLD ADRES i STURE HL TO ADDRESS REG 
EE83 
00A47 CD CALL RGDSP i ADDRESS & DATA DISPLAY 
A101 
00AA  C3 JMP START 
5100 
00AD 3A MEMRi LDA DATA - 1 
EC83 6 
00B0 32 STA DATA+1 # DATA REG SHIFT 
ED53 
00B3 TE MOV AzM i HEMHRY READ 
00B4 32 STA DATA i DATA--->DATA REG 
EC83 
00B7  C9 RET 
HH 
5 PEHORY READ & ADDRESS DECREMENT 
HH 
00B8 2A ADDCX』 LHLD ADRES i HL=ADDRESS REG 1 
EE83 ・ 
00BB 2B DCX H- i ADDRESS DECREMENT 
QOBC CD CALL MERR 1 MEHORY READ 
Ah00 
00BF  C3" JPP ADSTR 
A400 
MERORY MRITE 1 
00C2 2A REMws  LHLD ADRES ?i HL=ADDRESS REG 
EE83 | 
00C5 3A LDA DATA iA=DATA REG 
ECB3 
00C8 77 MOUV ・ HzA ij DATA wRITE 
00C9  C3 JHP ADINX 
9D00 
PONITUR TD USER CONTRDL RDUTIN 
0Q0CC 2A GODTHI  LHLD ADRES : HL=ADDRESS REG 
ヽ 


に すす を 1 


0115 


0116 


0117 
0118 
0119 
0120 
0121 
0122 


0123 
0124 


0125 
0126 


0127 
0128 


0129 
0130 


0131 
0132 


0133 
0134 
0135 
0136 


0137 
0138 
0139 


0140 
0141 
0142 


0143 
0144 
0145 
0146 


0147 


0148 
0149 
0150 
0151 


6 2 


UEDH - 8 


00CF 


0002 


00D5 
00D7 


00DA 
00DB 


00DE 
00DF 


00E2 
00E3 


00E6 
00E7 


00EA 
00EB 


00EE 
00EF 
00F0 
00F 


00F4 
00F5 
00F6 


00F9 
00FA 
00FB 


OOFE 
0Q0FF 
0100 
0101 


0104 


0107 


EE83 
22 
E083 
C3 
F301 


3E01 


ASSEMBL 


LIST スネ そそ] 
SHLD PSAVE 日 
JMP RESRG 日 
H MGH 
STURE DATA TO TAPE 
STAPE: MVI Es0 H 
LHLD DATA ロ 
XCHG 日 
CHLD ADRES 日 
MOV  』』H 
CALL CKSRO H 
MGBV AsE 
CALL CKSMH H 
RUV AsD 
CALL CKSEO H 
MDV AsE 
CALL CKSMI H 
と Dcx HI 
TAPE1E LNX HH 
HOV AM 
CALL CKSMO H 
N ゃ 
MOV AsL 
CMP E H 
JNZ TAPE1 
MOUV AsH 
CMP _D H 
JNZ TAPEI 
HOV AsC 
CNA 
INR AA 
CALL CKSMD H 
JHMP START H 


P Q004 


(HL )--->(PC) SAVE AREA 


REGISTER RESTDRE 


TU USER RUTINE 


C=CHECKSUM REGTISTER 
HL=END ADDRESS 


DE=END ADDRESS 
HL=START ADDRESS 

START ADDRESS CHI] QUT 
START ADDRESS FLD] QUT 


END ADDRESS [HI] HUT 


END ADDRESS (LH] OUT 


CHECKSUN & DATA HUT 


STARTCLD〕。ENDLLD] CUHPARE 


STARTEHI}。ENDtH1 ] CHMPARE 


CHECKSUMH OUT 


END STOURE TAPE 


平 車 謙 加 


0152 
0153 
0154 


0155 
0156 


0157 


0158 


0159 
0160 


0le1l 
- 0162 


0163 
0164 


0165 
0166 
0167 
0168 


9169 
0170 
0171 
0172 


0173 
0174 
0175 
0176 
0177 
0178 
0179 
0180 
0181 
0182 
0183 
0184 


0185 
0186 


0187 


UCOM - 8 
0109 D3FA 
010B GE00 
010D CD 
4901 
0110 67 
0111 CD 
4901 
0114 6F 
0115 CD 
4901 
0118 57 
0119 CD 
4901 
011C 5F 
011D 22 
EEB83 
0120 EB 
0121 22 
EC83 
0】24 EB 
0125 2B 
0126 23 
0127 CD 
4901 
012A 77 
012B 7D 
012C BB 
012D C2 
5 2601 
0130 7C 
0131 BA 
0132 C2 
2601 
0135 CD 
4901 
0138 C2 
CB02 
013B CD 
A101 
013E C8 
5100 
0141 F 全 
0142 81 
0143 4F 
0144 F1 
0145 CD 
7C02 
0148 le 
0149 CD 
A002 
014C 47 


と ー・ CEE 還 まい PO 


PR 


< 


ASSEMBL LIST に て す そ 】 
DUT OFAH 
MVT Cs0 
CALL CKSNI 
HUV HrA 
CALL CKSRI 
-MUV LisA 
CALL CKSM1 
MDV DsA 
CALL CKSNI 
EsA 1 
ADRES ! 
-DATA 
XCHG 
DCX H 
TAPE23 INX HH 
CALL CKSMI 
MOUV MsA 
MOV 。 AsL 
CMP E 
JNZ TAPE2 
MV AsH 
CMP D 
JNZ TAPE2 
CALL CKSMI 
JNZ ERRHR 
CALL RGDSP 
JMP START 
CKSMHi PUSH PSM 
ADD C 
MOV 。 CsA 
POP PSM 
CALL SRIQT | 
_RET | 
CKSMI: CALL SRIIN 
MV BsA 
IMEFf MEI 
で ぐ tc 中 Ntc 
ーー mekHtg 明 


P 0005 


DRA INHIB1T 
C=CHECKSUM REGISTER 
5DATA READ & CHECKSUM 


H=START ADDRESS CHI] 
DATA READ & CHECKSUM 


Lt=START ADDRESS 【LD} 
DATA READ & CHECKSUM 
D=END ADDRESS 【H1I} 

DATA READ & CHECKSUR 


E=END ADDRESS [LDJ 
START ADDRESS STORE TO ADDRESS RE 午 | 


END ADDRESS STDRE Tn DATA REG 


DATA READ & CHECKSUN 


DATA STORE TH MEMHRY 


STARTCLH}。ENDLLH] CHMPARE 


STARTLHI]。END〔HI] CHHPARE 


DATA READ & CHECKSUN 


IF ZERH FLAG=ZERD--->CHECKSUM ERROR 


END LOAD DATA 


_PSw SAVE 
CHECKSUM 


PSw RESTURE 
DATA OUT 


DATA READ 


ACC SAVE る ン 


6.8 
| 
1 


に も もう 】 UCUM - 8 ASSEMBL LIST に も すす P 0006 


ol88 0O14D Bl ADD C- 』 CHECKSUR 
0189 014E 4F MOV_ CrA 
0190 0O14F 78 MOV AzB iACC RESTDRE 
Oo191 0150  C9 RET 
0192 
0193 ii BREAK ENTRY 
0194 BREAK & UNE STEP OPERATION 
0195 も: 
0O196 0151  E3 BRENT: XTHL : HL く <-->PC(SAVED ) 
0197 0152 22 SHLD PSAVE : PC(LO) *83EOsPC(HI) 583F1 SAVED 
E083 
0O198 0155  F5 PUSH PSw iPSM SAVE 
o199 oi5e 21 ー LXI Hz4H 
o400 
o200 0159 39 DAD SP HL く --SP 
0201 015A FI1 PDP PSw ) PSWM RECDVER 
0202 0Ot5B 22 SHLD SSAVE ) SP(LO) %83E2』SP(HT) 83E3 SAVED 
E283 
o203 0O15E  E1 POP H 3 HL RECDVER 
0204 015F 31 LXI  SP。DATA 
EC83 
0205 Ole62 F5 。 PUSH PSu 』 A 83EB。F $83EA SAVED 
0206 Ole3  C5 PUSH B 』 B 583E9。C $83E8 SAVED 
o207 0164  D5 PUSH D 』 D $83E7。E $83E6 SAVED 
0208 0165  E5 PUSH H : H 583E5,L 583E4 SAVED 
o209 olee 31 LX1  SP。MDNSP  i SP INITIALIZE 
D183 0 
0210 0l69 3A LDA BRKCT 
F283 
0211 oleC  A7 ANA  A : BREAK COUNTER=0 ? 
0212 OleD CA JZ BSTnP : IF ZERD DNE STEP 
8B01 に いと そう し 
0213 0OI70 2A LHLD BRKAD に 引 
F083 
0214 0173  EB XCHG i DE = BREAK PDINTER 
0215 0174 2A LHLD PSAVE ) HL = (PC) 
E083 
o216 0177 7D MOV ArL 
0217 0178 BB CHP E iPCCL ロ =RPCL 
0218 0179  C2 JNZ NOBRK 1 IF NON ZERD NOT BREAK 
8501 
0219。 O17C 7C MOV AzH 
0220 017D BA CHP D 3 PCLHI)-BPKHI 
0221 O17E  c2 JNZ NOBRK : IF NON ZERD NOT BREAK 
8501 
o222 ol8l 21 LXT HiBRKCT 
F283 6 
0223 o184 35 DCR H : BREAK COUNTER DEEREHENT 
0224 0O185 CD NHBRK:』 CALL ADDSP > (PSM) & (PC) DISPLAY 
9101 
0225 ol88  C3 JMP RESRG 3 REGISTER RESTOR & RETURN 


6 を 


[えま もそ 」 


0226 
0227 
0228 
0229 
0230 
0231 
0232 


0233 
0234 
0235 
0236 
0237 
0238 
0239 
0240 


0241 


0242 
0243 
0244 
0245 
0246 
0247 
0248 


0249 


0250 
0251 
0252 
0253 
0254 


0255 
0256 
0257 
0258 
0259 


0260 
0261 
0262 


UCUM - 8 
F 901 
018B CD 
9101 
018E C3 
5100 
0191 2A 
EAA3 
0194 22 
EC83 
0197 2A 
E083 
019A 22 
EE83 
019D CD 
A101 
01A0 9 
01A1 21 
EF 83 
01A4 11 
F483 
01A7 0604 
01A9 7E 
01AA 12 
01AB 2B 
01AC 13 
01AD 05 
01AE C2 
A901 
01B1 CD 
Eo01 
01B4 C9 
01B5 2A 
EC83 
01B8 29 
01B9 29 
01BA 29 
01BB 29 
01BC 22 
EC83 
01BF C9 


ASSEMBL 


BSTOPs 


・ ADDSPs 


LIST 


CALL ADDSP 
JMP START 
LHLD FSAVE 
SHLD DATA 

LHLD PSAVE 


SHLD ADRES 


CALL RGDSP 


に と する っ 】 


P 0007 


(PSu) & (PC) DISPLAY 
HL=(PSM) 
(PSW)-->DATA REG 
HL=(PE) 
(PC)-->ADDRESS REG 


ADDRESS & DATA REG DTISPLAY 


LXI HzADRES+1 』 HL=ADDRESS BUFFER AODRESS 
LxI DrDISP i DE=DISPLAY DATA BUFFER ADDRESS 
MVI Br4 i COUNTER SET 
NOV AsM 
STAX D i DISPLAY DATA STDRE 
Dcx H 
INX D l 
DCR B | 
JNZ  $-5 ] 
CALL SEGCG i SEGMENT CDNVERT | 
RET 
ii DATA-REG SHIFT (4 BITS) 
SHIFT: LHLD DATA 
DAD H 
DAD H 
DAD H 
DAD H 
SHLD DATA 
RET 
上 1 
ii SEERENT CUNVERT SUB 


65 


本 事 証 


0263 
0264 


0265 
0266 


0267 
0268 
0269 
0270 
0271 
0272 
0273 
0274 
0275 
0276 
0277 
0278 
0279 
0280 
0281 
0282 
0283 
0284 
0285 
0286 
0287 
0288 
0289 
0290 
0291 


0292 
0293 
0294 
0295 
0296 


0297 


0298 


0299 
0300 
0301 
0302 
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01F9 


2A 
FE283 


ASSEMHEL 


pap 
MOV 
STAX 
PP 
1NR 
JNZ 


RET 


SEGMENT 


DB 


DBg 


DB 


LIST に も と 1 P Q008 


HsDISP HL=DISPLAY DATA ADDRESS 


DsDIG i DE=SEGMENT BUFFER ADDRESS 
BsSEGD : BC=SEGMENT DATA ADDRESS 


| 

H 

H 

PSWw 

OF 0H ji MASK "FOO 


ij SHIFT RIGHT 4 BiTS 


し | 5 A=SEGMENT DATA 
STDRE SEGMENT DATA 


ト e】 


[< 
m 
エ 


MASK "OFY 


A=SEGkENT DATA 
STHRE SEGMENT DATA 


し 
ュ 
P 3 


SEGCG+9 


DATA ii 


5CH。06H。5EH+4FH。66Hr6DH 


了 7DH。27H。7FHs6FH+77H。7CH? 39H 


5EHs79Hs71H 


RESTHRE 


SSAVE 


UCHM - 8 ASSENEL LIST 吾 


OIFC  F9 SPHL i SP RESTQRE 
OIFD 2A LHLD PSAVE 
EQ083 
0200  E5 PUSH H - iPC STORED IN USER STACK 1 
0201 2A LHLD LSAVE 
E483 
0204  E5 。 PUSH H : HL STORED BELOM USER STACK 
0205 2A LHLD FSAVE 
EA83 
0208  E5 PUSH H : PSNM STORED BELJw USER STACK 
0209 2A LHLD CSAVE 
E883 
020C 4D MDV CsL 
020D 44 MOV BsH : EC RESTRED 
020E . 2A LHLD ESAVE 
E683 
0211  EB ”  XCHG i DE REST ロ RED 
0212 FI PDP PSWw : PSM RESTDRED 
0213  E1 POP H 1 HL REST ロ RED 
0214  FB EI i INTERRUPT ENABLE 
0215  C9 RET : PC REST ロ RED & GH TO USER CDNTRQL 
- RODUTINE 
すき 
ii KEY INPUT 
ま 8 
ii ACC=INPUT DATA 
0216 CD KEYIN: CALL INPUT i KEY INPUT 
2302 
3i KEY 【N---> ACEC=DATA & KFLAG SET 
i NUN IN---> ACE=FF  。& KFLAG RESET 
0219 47 MOV BrA i INPUT DATA SAVE 
021A 3A LDA KFLAG 1 ACC=KEY FLAG 
F383 
02】D Aa7 ANA  A 
0O2iE CA JZ KEYIN ij IF ZERO JAP KEYIN 
1602 5 
0221 78 ・。 。 MOV AsB ji INPUT DATA RESTDRE 
0222 Cc9 RET 
TNPUT SUB 
0223 CD INPUT: CALL KEY ji KEY SCAN 
4702 
0226 3C INR A 1 
0227 CA JZ NOKEY ji JMP NHN INPUT 
4202 
022A CD CALL D2 i MAIT CHATTERING TIME 
EA02 - 
022D CD CALL KEY ij KEY SCAN 
4702 
0230 47 MDV BrA 3 INPUT DATA SAVE 


67 


ォ ネ キネ キネ ま 。。 UCDM - 8 ASSEMBL LIST 。 ***ws 


0342 0231 3C INR AA 
0343 0232 CA JZ NDKEY H 
42Q2 = 
0344 0235 3A LDA  KFLAG 日 
F383 
0345 0238 A 了 7 ANA 。 皮 
0346 0239 C2 JNZ  $-15 H 
2A02 
0347 023C 3D DCR A H 
0348 023D 32 STA  KFLAG 日 
F383 
0349 0240 78 MOV AsB H 
0350 0241 C9 RET ・ 
0351 0242 06FF NUKEY: MVI BsOFFH 
0352 0244 EC3 JMP  $-7 
3D02 
0353 
0354 
0355 
0356 0247 1600 MVI Ds0 
0357 0249 な の MOV BsD 
0358 024A 3EEF MVI AsOEFH 
0359 024 ヒ C D3FA OUUT QFAH 日 
0360 024E DBF8 IN OF 8H 日 
0361 0250 EEFF XRI OFFH * 
0362.。 0252 C2 JNZ KEY1 
7102 
0363 0255 0608 MVI Br8 
0364 0257 3EDF MVI ArODFH 
9365 0259 D3FA BUT OFAH H 
0366 025B DBF8 IN OF gH 日 
0367 025D EEFF XRI OFFH H 
0368 025F C2 JNZ KEYI 
7102 
0369 0262 0610 MVI Bs10H 
0370 0264 3EBF MVI AsOBFH 
0371 0266 D3FA DUT OFAH 日 
0372 026e8 DBF8 IN OF 8H H 
0373 026A EEFF XRI OFFH H 
0374 02e6C C2 JNZ KEYI 
了 102 
0375 026eF 3D DCR A H 
0376 0270 C9 RET 
0377 0271 0F KEYT:  RRC 
0378 0272 DA JC $+ 了 日 
7902 
0379 0275 14 INR D 
0380 0276 C3 JMP KEYI 
7102 
0381 0279 了 A MUV AsD 


0382 027A BO DRA B 


68 


P_0010 


JHNP_NDN INPUT 


A=KEY INPUT FLAG 


JP IF KEY FLAG IS SET 


A=FFH 
SET KEY INPUT FLAG 


1NPUT DATA RESTORE 


KEY SCAN & CUNVERT HEXA DATA SUB 


PHRT C SCAN LIN DATA SET 
KEY SCAN 0--->7 
CUMPLEMENT 


PORT C SCAN LIN DATA SET 
KEY SCAN 8B--->F 
CUMPLEMENT 


PORT C SCAN LINE DATA SET 
KEY SCAN FUNCTION 
CUMPLEMENT 


A=FFH 


DATA=X--BIT? 


SCAN LINE--->DATA MODIFY 


トス よそ る 1 


0383 
0384 
0385 
0386 


"0387 027 で ーーb デ ーー 


0388 
0389 
0390 
0391 
0392 
0393 


0394 
0395 
0396 
0397 
0398 
0399 
0400 


0401 
0402 


0403 
0404 
0405 


0406 
0407 
0408 
0409 
0410 
0411 
0412 
0413 
0414 


0415 
0416 
0417 
0418 
0419 
0420 
0421 
0422 


0423 
0424 


UCOM - 8 


027B 


027D 
027E 
0280 
0281 
0282 
0284 


0287 
0288 
028A 
028C 
028D 
028E 
028F 


0292 
0293 


0296 
0298 
029A 


029D 
029E 
029F 


02A1 
02A2 


0245 
02A7 
02A8 
02AB 
02AE 
02PO 
02B1 
02B4 


02B7 
02B9 


C9 


E 湯 
G608 
4F 
AF 
D3FA 
CD 
EA02 
だ ) 
E67F 
D3FA 
79 
1 
4F 
CD 
EA02 
05 
1 


--8702 


3E01 
D 3F 
CD 
EF 02 
C1 
D1 
C9 


02A0 DP5 


GO008 
DBF9 
1F 
DA 
A502 
CD 
DD02 
EBF9 
-1F 
DA 
ょ 502 
CD 
EA02 
bBF9 
Ee01 


ASSEPBL LIST *w*w* P 0011 


RET 
[3 
ii SRIAL HUT PUT RUOUTINE 
i 本 ョ ーー ee 
ーSRTOT: PUSH D : DE REGISTER SAVE- 
PUSH B 3 BC REGISTER SAVE 1 
MV1 Br8 i BIT COUNTER SET 1 
MDV CrA iC く --ACC 
XRA  A プ ij SET START BIT 
QUT . OFAH : DUT PUT START BIT 
CALL D2 3 WAIT 1 BIT TIME 1 
SRIOIi | 


5 
EAN 1 
HUT _ H 
MUV 
RAR ji DATA SHIFT 
MOUV 。 CsA 
CALL D2 j_wAIT 1 BIT TIME 
DCR B i BEIT CHUNTER DECREMENT 
JNZ SRIH} ij GH DU IT AGAIN 
MVI Asl i SET STQP BIT 
ロ UT OFAH ir_UUTPUT STOP BIT 
CALL D3 5 MAIT MDRD INTERVAL h ) 1 
1 lete 1 
PnP B ョ 』 BC REGISTER RESTHRE 一" 『 
PP D 5 DE REGISTER RESTDRE 
RET 


SRIAL INPUT RUUTINE 


4 ご の まさ ps ー 

SRIINi PUSH D i DE REGISTER SAVE 1 
PUSH B : BC REGISTER SAVE 1 
LXI  B800H 3 REGISTER INITIALIZE 

SRII1s IN OF9H ij GET INPUT DATA 

RAR ii CHECK し L。SsBR。 


JC SRII1 JUMP BACK 1F ZERD 

CALL D1 iMA1IT 1/2 BIT TIME 

IN OF 9H 1 GET INPUT DATA 

RAR i CHECK LsSsBs 

JC SRIII # IF ロ NE START HUVER 1 
CALL D2 ji mAIT 1BIT TINE 

1N OF 9h ? GET INPUT DATA 

ANI 1 ji MASK HUT LsSsB。 
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に も すす る 】 


0425 
0426 
0427 
0428 
0429 


0430 
0431 


0432 
04 33 
0434 
0435 


0436 
0437 
0438 
0439 
0440 


0441 
0442 


0443 
0444 
0445 
0446 
0447 
0448 
0449 


0450 
0451 


0452 
0453 
0454 


0455 
0456 


0457 
0458 
0459 
0460 
0461 
0462 
0463 
0464 
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UCUM - 


02BB 
02BC 
02BD 
02BE 
02BF 


02C2 
02C5 


02C8 
02C9 
02CA 
02CB 


02CE 
02D0 
02Di 
02D3 
02D4 


02D7 


02DA 


02DD 
02DF 
02E1 
02E2 


02E5 
02E6 


02E9 
02EA 
02EC 


02EF 
02F 1 


- ASSERBL LIST すう 5 P 0012 
ADD ヒ ij ADD C TO ACC 
RRC s DATA SHIFT 
HOV CA s ACC SAVE TO C REG 
DCR B 』 RIT CDUUNTER DECREMENT 
JNZ  $-11 ji GH BACK 1iF NHT END 
CALL D2 i MAIT 1 BIT TIME 
CALL 02 ij MAIT 1 BIT TIME 
POP B : BC REGISTER RESTURE 
PnP D ? DE REGISTER RESTORE 
RET 

ERROR3 Lx1 HsDIG : HL=SEGMENT DATA BUFFER ADDRES 

MV1 Ms79H 
INX H 
NvI Hs80H 
INR L 
JNZ  $-3 ? MRITE ERRUR MESSAGE 


LXI  SP。MHNSP SP INITIALIZE 


JMP START+10 


HH 

ii BIT TIMER & CHATTERING TIMER 

ii 

Dli RVI Ds24H 3 MAIT 1/2 BIT TIME 4.5112 MSEC 
MVI Ez0CH 
DCR E 
JNZ  $-1 
DCR D 
JNZ  $-7 
RET 

BD き MVI Ds48H- i MAIT 1 BIT TIME 9.0176 MSEC 
JMP  D1+2 

D3* RVI DrOD8H ?i MAIT 3 BIT TIKE 27.0176 MSEC 
JMP  D1+2 6 


ADDRESS TABEL 


LSAVEs EQU 83E4H 
HSAVEI EQU 83E5H 
ESAVE: EQU 83E6H 
DSAVE: EQU 83E7H 
CSAVE EQU 83E8H 


した も る 1 


0465 
0466 
0467 
0468 
0469 
0470 
0471 
0472 
0473 
0474 
0475 
0476 
0477 
0478 
0479 
0480 
0481 
0482 
0483 
0484 


ASSEMBL 


BSAVEs 
FSAVEs 
ASAVEs 
PSAVEs 
SSAVEs 
ADRES: 
DATAs 
BRKADs 
BRKCTs 
KFLAG 
DISPs 
DIEs 
HUNSPs 
USESPs 
RST2s 
RST3: 
RST4s 
RST5s 
RST6s 


EGU 
EGU 
EQU 
EGU 
EQU 
EQU 
EGU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EGU 
EQU 
EQqU 
EQU 
EQU 
EQU 
END 


LIST 


83E9H 
83EAH 
83EBH 
83EQH 
83E2H 
83EEH 
83ECH 
83F0H 
83F 2H 
83F 3H 
83F 4H 
83F 8H 
83D1H 
83C7H 
83D1iH 
8304H 
83D7H 
83DAH 
83DDH 


に を すう 5 


P 0013 


7 1 


そよ すさ 1 
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HONST 
RST4 
DATA 
SEGCG 
cnT0 
ADINX 
SHIFT 
ADSTR 
CKSM1 
SRIiN 
NOBRK 
DI6 
ESAVE 
NOKEY 
D3 
DSAVE 


UCDM - g 


003B 
83D7 
83EC 
01C0 
00CC 
0090 
01B5 
00A4 
0149 
02A0 
0185 
83F8 
83E6 
0242 
02EF 
83E7 


ASSEMBL 


START 
RST5 
USESP 
KEYIN 
RESRG 
MEHw 
RGDSP 
PSAVE 
TAPE2 
BRKCT 
ADDSP 
SEGD 
INPUT 
D2 
SRIIl 
BSAVE 


6051 
83DA 
83 ヒ 7 
0216 
O1F9 
00C2 
01A1 
53E0 
0126 
83F 2 
0191 
01E3 
0223 
02EA 
02A5 
83E9 


LiST 


RST2 
RST6 
SSAVE 
DIGiT 
ADSET 
STAPE 
ADRES 
CKSMO 
ERRUR 
BSTOP 
FSAVE 
LSAVE 
KFLAG 
KEYI 
Db1 
ASAVE 


もそ すそ 3 


83D1 
830D 
83E2 
0084 
0094 
00D5 
83EE 
0141 
02CB 
018B 
83EA 
83E4 
83F3 
0271 
02DD 
83EF 


FST3 
BRENT 
MUNSP 
TABL 
ADDCX 
LTAPE 
MEMR 
TAPE1 
SRIOT 
BRKAD 
DISP 
CSAVE 
KEY 
SRIH1 
HSAVE 


53D4 
0151 
83D1 
0074 
00B8 
0107 
00AD 
00EF 
027C 
83FQ 
83F4 
83E8 
0247 
0287 
8 3E5 
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第 4 章 モニ タ ・ サ ブ プルー チン 


4.1 概 要 


モニ タブ ログ ラム 村 , メ イン ブロ グラ ム の 人 特 か いく つか の サブルーチン プログ ラム で 構成 され て 
いま す ・. 


サブ ルーチン ブ ログ ラム と 計 , 繰 り 返 し 行わ れる 処理 や , だ れ も が 行う ょ よう な 処理 等 を 1 つの 一 連 
の ブロ グラ ム と し て まとめ た も の で す - 


ブロ グラ ム を 組む 時 人 C , 次 区 述べ る よう な 処理 が 必要 な を とき, プロ グラ ム 区 サ プ ブルー チン コー ル 命 


令 を 書く だ け で , 簡単 サ プ ブルー チン ブログ ラム を 呼び 出し て 使用 する と と が で きま す -. 


図 4 ネ 4 一] サ プ ブルー チン の コー アル 


メイ ンプ ブロ グラ ム 


サブ ルー チン コー ル 


キー ミキ 


メイ ンプ ブ プログラム 


と の 説明 書 で は , TK 一 80 モ ニー タプ ブロ グラ ム を 構成 し て いる サブ プルー チン の うち も , 一 般 性 の ある 


も の , 特に アプ リケーション ブロ グラ ム を 書く 上 で 有効 で ある と 思わ れる も の に つい て , その 機能 
よび 入出 力 条件 に つい て 説明 し ます ・ 


4.2 サブ ルー チン の 孝 え 方 


~ メ イン ブロ グラ ム か ら サ プ ブルー チン を コー ル し た 場合, サ プ ル ー チ ン で の 処理 が 終了 し た 場合 の ゃ 
どり 番地 (リタ ー ン テア ドレ ス ) を 記 培 し て お く と と が 必要 で す ・ 

と の も どり 番地 は , サ プル ー テ チン が コー ル さ れ を た と き に と に, スタ ッ ク ボ イン タ が 指し て いら る ブッ シュ 
・ ダ ウン ・ ス タッ ク 攻 自動 的 と 書き 込ま れ て , サ プル ー テ チン の 終わ り で RET (リターン ) 命令 を 実 


行 す る と , 引用 され て も と の プロ グラ ム K 戻 る と と が で きま す . を お ュー ザ ブ プロ グラ ム の 中 で ネタ ッ 
ク ポ イン タ を 操作 する 命令 を 使っ た 場合 は 別 の 注意 が 必要 で す ・ 
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プロ グラ ム を |muw | キー で 走ら せ た 直 後 の ス タッ クボ ポイ ンタ は 83C7(C セ ッ ト さ れ 


て いま す 。 


また サブ プ ル ー チ ン を コー ル す る 場合 , その 入出 力 条 件 と いう も の を 常 C 考 えて お か を けれ ば な り ま 


せん ・ 


つま り サ ブル ー チ ン を 実行 する 際 , サ プル ー テ チン 内 で 使う デー タ の キッ ト 方 法 や サブ プ ル ー チ ン 内 で 


処理 され た 結果 得 ら れん を た を データ の モ キット 状態 , ま を サブルーチン 内 で 値 が 破 療 さ れ て し まう レジ スタ 


は 伺か, と いら より ら な と と を 調べ た 上 で 必要 を デー タ を 得る と と も に , メ イン ルー チン で 必要 を デー 
タ が サブ ルー チン 内 で 破壊 され な いよ うな 対策 を と うず る 必要 が あり ます ・ 


・v く ポー\N\ 


ょ NNnu 


RE〒 


(1 基本 的 な スタ ッ ク 操 作 の 例 


参 4% 一 2 サ プル ー チ ン ・ コ ー ル の 手続 き 例 


華文 1 SP,88C?H スタ ッ ク エ リブ 確保 


+ K 
PUSH PSW レジ スタ セー ププ 
PUSH  B 
MVI A, 0 ベラ メー タ の ネ セット 
MVI B,8 

+ 


CALL SUBROUTINE サブ プルー チ ン ・ コ ー ル 


POP B レジ スタ 復帰 
POP PSW 


高 ア ドレ ス 
1 = う 
SPl ツ 
内 A A A 
に | FLAG FLAG | | FLAG FLAG 
! PC PCg PCg 
| ECr PCr PCr 
低 アド レス 
@⑤ @ ③ GO) る ⑤ 


① SP は スタ ッ ク の 開始 アド レス を 示し て いま す ・ 
Acec と フラ グ が スタ ッ ク K 書 か れ , SP は (一 2) され ます - 


⑧ 戻 番 地 が スタ ッ 
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クレ に 書 あか れ , SP は (一 2) され ます ・ 


④ 戻り 番地 が 引用 され , SP は ( 十 2) され ます -. 


⑮⑧ Acc と フラ ク グ が 復帰 され , SP は ( 二 ぅ ) され ます - 


(SP を セッ ト し て おく) 


⑤ | レン SUBRTN 
⑨ PUSH Psw 7) 
CALL SUBRTN 1 生 ー さ wan 
3 ララ グ な が 変化 する 


⑤ POP PSW 


っ 7 


この ログ クラム で は ょ サブ ルー チン 如 理 し た 後 も Acc と フラ ク グ の 内 容 を 破 さ せ を た いため, テ 
ブルー チン 入る 直前 に ス タッ ク K 退 避 さ せ , 戻っ て か ら す ぐ 復 帰 さ なせ てい ます ナ . こと で ス メッ クボ 
イン タク は 。 図 の ①ー⑨ の よう 動き ます . と の よう た 動き を する スタ メック を プッ シュ ニー テッ ン ー ス ラテ 
ッ ク と 呼び ば ます" 

2TDB080A で は , ス タッ ク K 書 き 込む CPUS 古 命令 を 実行 する ) と スタ ッ ク ボ イン み (SP) 
の 値 は 自動 的 C 2 番 地 デ ク リ メン ト さ れ , ス タッ ク か ら 読み 出す CPOP 命 令 を 実行 する ) と , 逆 に 
2 番地 イン クリ サメ ント され ます - 従っ て PUSH 命 令 や CAL 葉 命令 を 続け て 突 行 さや る と 。 ニ メッ 
ク の 先頭 番地 は どん どん 下 か っ て きま す ( ス タッ ク が 深く を る と いい ます) か,POP,RET 谷 
令 を 同じ 回 数 だ ひけ 実行 する と スタ ッ ク の 先頭 アド レス は 元 人 戻り , ス タッ ク の 内 容 住 空 に な り ま す . 
と の 様子 を 図示 する と 図 4ー8 の + エ うなり ます . 


図 % 一 8 
メイ ンプ ログ ラム サブ プル ー チ ン 1 サ プ ブル ー チ ン @% 
* ) 

PUSH  B PUSH  H : 
CALL CALL 3 
POE B POP H 1 
+ 5 3 
REF RET ・ 
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ISgI ロ ! 
PUSH B| B B 
ーーーー テ | 
空 CALL 
き PC PC 
の P ウ LPGr PCr eo 
スネ PUSHT H| 硬 内 
6 | | 
の CALL PC E サ 
PL ECr CALL 『 
が 
続 【 
電 
9 RET RET 合 1 
POP B B POE 是 
| で ー 
び PC 
際 空 | PCr 
っ き 
ク の 


4.3 サブ プ ブルー チン の 機能 説明 


次 示す ? つの サ プ ル ー チ テン 区 つい て と れ か ら 説 明 し ォ ナ . 29 ト 名 地 
| ・ セク メン ト デ ー タ 変 抱 サ プル ー チ ン の SS 
[| 舌 ・ テア ドレ スレ ジス クタ, データ レジ スタ 表示 サブ ルーチン 61 AI 
前 ・ キー 入力 サ プ ル ー チ ン (1) Q> > う 
! | ・ キー 入力 サ プ ル ー チ テン (⑳⑫ 9> 16 

| 明 。 光り ズル 出力 ジャ ー 才 gz 0> で 
1 ・ シリ テル 入力 サ プ デル ー チ ン R e SS な 
1 メラ 2 カー まい ジ bt sime Or DD 


! 1 Dz> ol9ew6 ox EA 
Ds >96l9gms 6 ュ EF 


1 4 . る 3. 1 セグ メン ト デ ー タ 変換 サ プ ル ー チ ン 
| (《) サブ ルー チン 名 
SEGCGG 
(2 スタ ー ト 番地 
01C0 番 地 
(3 入出 力 条件 
入力 パラ メー タ を し 
出力 パラ メー タ を し 


使用 レジ スタ A,F,B,C,D,E,H, エ 
使用 スタック 2 レベ ル 
(⑭ 機能 


ディ スプ ブレ イ -・ レジ スタ ・ エ リア の 4 ワー ド 攻 格納 され て いる デー タ の 上 位 ビット , 下位 
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委 ビ ピッ ト を 各々 1 6 進 と み を し て , 工 到 D の 7 セグ メン ト デ ー タ 変換 し , セグ メン ト 5 宝 ー 
タタ ・ ペ ッ フ ァ K 転 送 し ます . 
従っ て 1 6 進数 を 工 選 Dc 表示 させ た い 場 合 に は , 表示 し た い 数 値 を デア ィ スプ レイ ・ レ ッ ネ 
タ - エ リア テア に セッ ト し て か ら , と の サブ プル ー チ ン を コー ル す る だ け で すみ ます . 
各 レ ジス ク お よび 工 ED デ ィ ス プレ イ に お ける デー タ 転 送 の 関係 は 区 の よう 多 な っ て いま す . 


(ディ スプ レイ ・ レ ジュ タ ) デー タ 変 換 (モグ メン ト ・ デ ー タ ・ ベ バッファ ) 
DISP WORD1〔( 上 位 4 セ ビット EEEEEEERERRE DTISP DIiG1 
DTSP WORD1〔( 下 位 ビット )……………ー DISP DIiG 
DISP WORD2〔 上 位 ビ セッ ト う ……………ー DISP DIiG8 
DISP WORD2( 下 位 ま * ビ ピット) ーーー…ー…-ー DISP DIeG4 


DISP WORD8〔( 上 仁 ビ セット )………… 
DISP WORD8〔 下 位 #* ビ セット ュ ] 


DISP DIG5 
DISP DIGS 


DISP WORD4C 上 位 $ ぁ セッ トー……………= DISP DIG? 
DTSP WORD4( 下 位 々 セッ トー…………… テ = DITSP DIGs 
番地 ADDRESS DATA 
88P& DISP WORD ゴ |g 賠 ら F 避 
F5 = 
F6 ッ 
F7 ッ 
F8 DISP DIG 
F9 
FA タ 
FB ッ 
TFC タ 
FD 
FE 
TFP タ 


、 合わ を 変換 きれ た デー タク は 。1 桁 ず 財 的 人 表示 回 中 送ら れ 
LED を ダグ ダイナ ミッ ク 点 灯 し て いま す - 

TKー8.0 で は DMA (ダイ レク ト ・ メ モリ ー・ ア クモ セス) 転送 と た いう 方 式 を 用 いて いま 
す の で , と の 処理 は ブロ グラ ム を 書か な く て も 自動 的 に 行わ れ ま す . 


7.7 
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レジ スタ イニ シャ ライ ズ 
IH 上 エー ディ スプ レイ ・ デ ー タ ・ ア ドレ ス 
ID 王 モグ メン ト ・ バ ッ フ ァ ・ ア ドレ ス 
HB Cー ニ セグ メン ト ・ デ ー タ ・ テ ドレ ス 


( 


Ac ec ニ 一 ディ スプ レイ デー タ 


HL 一 昌 上 十 1 


信 ec ビー ペキン ] 


デー タ 下 位 久 ピッ トマ スク 


1 


上 位 * ネ ピッ ト を セグ メン ト 
デー タ を 変換 

セグ メン ト デ ー タ を 表示 
エリ ア K 転 送 


DE 一 DE+1 


| 有 
Acc 痢 帰 ] 


デー タ 上 位 * ビ ピット マス ク 


下位 る ピッ ト を セグ メン ト 
デー タ を 変換 


セグ メン ト デ ー タ を 表示 
"エリ ア K 転 送 


使 用 例 

8800 MYVI ょ ,1 8E01 
8202 STA 88F を HH 82F483 
8205 MYVI A, 238 是 8E28 
8207 。 STA 88F5H 82F588 
820A MVI  A,45H 8E45 
820C STA 88F6H 82F688 
820F MVI  A,69H 8E6? 
8211 STA 88F7?H 82F783 
8214 CALL SEGCG CDCO01 
821.7 HLT 76 
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① 表示 し を たい デ ー タ を ディ スプ レイ ・ レ ジス タモ セッ ト し 
⑧ 変換 シー チン を コー ル し ます -. 


と の ブロ グラ ム で LED 表 示 部 に は,[01884569? 


備考 デー タク の 種類 が 何で あっ て も , 必ず 0F ま で の 1 6 進数 と し て 表示 され ます 


ます ・ 


が 表示 され ます ・ 


4 .3.2 アド レス レジ スタ , デー タレ ジス タ 表 示 サ ブルー チン 
(1) サブ ルー チン 名 


② 


人 


⑭ 


RGDSPE 

スタ ー ト 番地 
01A1 番 地 
入出 力 条 件 

上 あの カマ シラ ァ ー ぁ を し 
出力 バラ メー タ を し 


使用 レジ ュ タ AF B,」C,D, 選 ,H,L 
使用 ネタ ッ ク き 8 レベ ル 
機 能 


アド レス レジ スク お よび デー タレ ジス タモ セッ ト さ れ て いる デー タ を ディ スプ レイ 


・ レ ジス 


クタ 転送 し , さ ら 低 各 デー タ の 上 位 * ピット , 下位 を ビット を 各々 1 6 進数 と し て 各々 セグ メ 


ント デー タ 放 変換 し て , セ モグ メン ト "デー チェ ーッ ク ァ 区 転送 し ます 。 


と れ に より , ア ドレ ュ レ ジス タク お よび デー タレ ジス タ に モッ ト さ れ て いる デー タ を ,」LED 


ディ スプ ブレ イ を 表示 させ る と と が で きま す . 


各 レ ジス タク お よび し ED ディ スプ レイ 区 お ける デー 転送 の 関係 は , 次 の よう な っ て いま 


す ・ 6 
転送 
ADRES 本 WORD 1( 上位 # ピ ッ 
ア [下位 3 ピッ 
ADRES MA DISP WORD 2〔 上 位 4 ビ ピッ 
3 タ 下位 ビッ 
DATA 人 WOERD 8( 上 位 4 セ ピッ 
し 4 (下位 ピッ 
DATA 〔LO〕) 5 SP WORD 4( 上位 和 を ピッ 
2 (下位 多 ビ ピッ 


デー タ 変 換 
ト 
ド ]s 季 
あーー ^ 
Re 
ト ーー 
ト 〕… テ 
了 半 
ト す *… テ 


DISP 
DISP 
DISP 
DESP 
DISP 
DISE 
DISP 
DISP 
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88EC 
ED 
EE 世 
EF 


8 3F 人 
F5 
F6 
F7 
F8 
F9 
FA 
FB 
FC 
FTD 
OO 
TFT 


に ) 


(@ 
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DATA 〔LO〕) 
DATA (HI) 
ADRES〔(LO〕) 
ADRES(Hi〕 


DISP WOED1 


タ ら 
カ 3 
争 
DISP DIG 1 
テ 由 
タ 8 
ア 争 
し 2 5 
カ 6 
7 
カ 8 


フロ ー チ ャ ー ト 


START ) 


レジ スタ イニ シャ ライ ズ 


DE 一 ディ スプ レイ ・ レ ッ ス タ ・ ア トレ スズ 


日 エー アド レス ・ レ ジス タ ・ ア ドレ スズ ] 


プア ド レス ・ デー タ ・ レ ジス タ 内 の デー 
クタ を ディ スプ レイ レジ スタ KC 転 送 


| HL 一 HE エキ 1 


」 


D 豆 て DE 土 1_ 


YgS 


サブ ルー チン CALL 
SEGCG 


] 


RET 


使用 多 
HL レジ スタ の 内 容 を アド レス 


レイ 表示 し ます ・ 


・ デ ィ ス プレイ , D 也 レジ スタ の 内 容 を デー タ 


・ デ ィ ス ブ 


⑧ 


8200 上 人 エ 陸 ,1284 古 21 8 1 


上 文 1 D,0ABCDH 11 CD AB 
SHLD ADRES 22 也 世 88 
CHG EB 
SHLD DATA 22 世 C 88 
CALL RGDSP CD 』1 ユ 1 01 
LT 7.6 

ADERRSS 8 8EE 番 地 

DATA 88EC 番 地 

RGDSP 01A1 番 地 


LED ディ スプ レイ の 表示 は 次 の よう (CC となり ま す ・. 


骨 回 回 久 園 司 回 同 貼 


-・ る キー 入力 サル ブー チン (1) 
サブ プルー チン 名 

INPUF 

スタ ー ト 番地 

0228 番 地 

入出 力 条件 

入力 ペラ メー ぁみ を し 

出力 バラ メー タ ギュ ー 入 刀 を し 


キー 入力 あり 
使用 レジ スタ 全 ,F,B,D, 
使用 スネ タック 1 レベル 


機 能 


全 ーFE 

キー クラ プ テ 00 (88FB8 番 地 ) 
4A 三 入力 デー タ 【HEXAJ〕 

キー クラ ブ プ ニ FF (88FB8 番 地 ) 
紀 


キー 入力 か ある か どう か を , す べ て の キー ポー ドス ネス イッチ 区 つい て 1 回 ずつ 調べ ます (実際 


は 次 の 図 の よう C8 つ の ブロ ッ ク ど と 8 キー 同時 調べ きす) . 
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PPI zPD8255 


1 回 の スキ ャ ン ニ ング お いて , ど の キー ボー ド ・ ス イッ チ る 押さ れ て いな を ない 場合 は , キ ー 


フラ グ を リセ ッ ト し た 後 , ア キュ ムレ ー タ デー タ "FE "を セッ トレ し, リタ ー ン し ます ・ 


1] 回 の スキ ャ ン ニ ング KC お いて , キー ボー ド ・ ス イッ チ が 押さ れ て いる と と が 検出 され た 場 
合 , キ ー フ ラグ を モン ス し て , 新しく 押さ れ た キー か と ど とう か を 調べ ます - 

も し と れ が 前 か ら 押し 続け られ て いる も の で あっ た 場合 , 離さ れる まで 待ち 離さ れる と キ 
ー フ ラグ を リセ キッ ト し た 後 プ キュ ムレ ー タ に デー タ "FEF "を セッ ト し て リタ ー ン し ます 

また と れ が 今回 は じ め て 押さ れ た も の で ある 場合 は , チ ャ タリ ング - タ イマ の 設定 時 間 だ け 
待ち 合わ せ 後 , ア キュ ムレ ー タ と は キー 入力 の 位置 対応 し た 1 6 進 デ ー タ を セッ トレ し 


キー フラ グ を セッ ト し た 後 リ ター ン し ます - 

と の サ プ ル ー チ ン を 使用 すれ ば , ブ ログ ラム を 何ら か の 処理 を 実行 させ を がら, キー の 状態 
を モータ する と と か でき ます ・ 

キー ボ ポー ド を セン ス し た 場合 , CPUC は キー が 押さ れ て い を ゆい 場 合 は , "FE ” (すべ て 


の ビ ピット" 1 "が 立っ て いる ), キ ー が 押さ れ て いる 場合 は , 押さ れ た キー 対応 する ビッ ト 
だ けが , “0 * と を なっ て いる デー タ が 読み 込ま れ ま す - 


本 サ プ ブルー チン で は , キー が 押さ れ て いる と と が 検出 され る と , そ の キー 対応 する 16 進 
デー タ K 変 換 し ます ・ 
キー ボー ドス イッ チ と 変換 され る デー タ と の 関係 は 次 の と よう に な り ま す ・ 


各 | 万 S8) | ⑰| @5 5 
| 妃 | 蝶 W 
| 回 叫 過 | 串 風 選 | 
EC4 PC5 PCG PA0 1 PA2 PAB PA& PA5 PA6 BA7 


PP1 zPD 8255 
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So 。 ko 。 て 5 KO co 
到 。 の や ピピ 


備考 キー スイ ッ チ K 付 けら れ て いる 数 字 と ファ ンク ショ ン 名 仕 , モ ニー タブ 


DIGTIT & を FUONCTION 
0 


1 
2 
き 
る 
5 
6 
7 
に 】 
9 
3 
B 
C 
D 
E 


ko| 


RUN 
RET 


ADRS 
READ 
READ 
WRITE 
STORE 
LO0AD 


SET 

DECER 
INCE 
INCER 
DATA 
DATA 


HEXA 


ピロ ピロ ロ ピロ らら らら らら らら らら らら らら らら らら 


ビー ロロ 


と 
ロ 
と 


まま @ 2 足ら ロワ 


の の ま ee to ロ 〇 の 回 回 ビビ の 切 と らら oo ココ らら mw 


| 


ログ ラム で 解 


和 さ れる 意味 に 合わ せ て あり ます が , キー の 位置 と その 意味 付け は , ブ プロ グラ ム の 


処理 の み で 決ま る も る の で すか ら , 同じ キー 違っ た 意味 を も る た せ て 使 


で きま ナ -・ 


する と と も ぁ る 
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キー・ チ ャ タリ ング を どの よ 2k 邊 理 し で い ぇ み | 


メカ ニー カルタ イブ の スネ スイッチ で は , その 操作 時 必ず チャ タリ ング が 生じ ます ・ 


1 
_ 測 較 


と テラ ーー ン 
チャ タリ ング | チャ タリ ジグ 


本 キッ ト で 使用 し て いる キー ボー ドス イッ チ の チャ タリ ング 時 間 は , 最 大 5msec と 
を っ て いま す ・ 

と の サ プ ル ー チ ン で は , と の チャ タリ ング を 考慮 し て キー 入力 を 検出 する と , チ ャ タリ 
ング の 時 間 を 待ち も 合わせ, もう一度 キー セン ス を 行う と と に よって, チャ タリ ング 時 間 中 
に ブロ グラ ム が 走り 出さ を いよ うに を っ て いま す 

と れ を 行わ を い 場合 , 区 の 図 の よう 一 度 し か キー を 押さ を い の MC , 2 度 以上 動作 を 行 


っ て し まう 可能 性 が あり ます ・ 


チャ タリ ング 
チャ タリ ング を | 
考慮 し を い 場合 | 
スピ ルン ン の 人 
RUN RUN | 


キー キン ス 
チャ タリ ング を 
考慮 し を 場合 
メイ ンプ ブロ グラ ム 
チャ タリ ング 時 間 待 合せ RUN 
I 


ツ 


(5 フロ ー チ ヤ ャ ー ト 


ゼラ ニー デジ や た ET 
兵 EEY SCAN 


] 


NO 
キー 入力 が あっ た か 7 


サ デ プー チン CALL 
D2 
チャ タリ ング 時 間 待 合わ せ 


サ プ ル ー チ テン CALL 
KEY SCAN 
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キー ネス ネ キャン サブ ルー チン KEY _ SCAN 


YES 


ーー KEY? 
が 押さ れ た か 


B 08 
ボ ポート CC スキ ャ ン 用 
デー タ を 出力 


回 - 国 KRY? 


が 押さ れ た か 


B 


ボー ト CKC ス キャ ン 用 
デー タ を 出力 
| 


FORCTION Kmy YES 
? 


10 


が 押さ れ た か 


NO 


RET 


と 実際 の プロ グラ ム の 流れ 
キー 入力 デレ イク 


///// 川 画題 | // 川 男 員 


キー・ ス キャ ン ・ タ イミ ング 
領 城 で キー スキ ャ ン が 行わ れ た 場合 の プログ ラム の 


キー フラ グ を リセ ッ ト 


Ace 一 ーー FFP 


民 世 F 
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実際 の プロ グラ ム の 流れ 


プレ イク 


メイ ク 


多用 [ - | 銀 人 人 L_ 


キー・ ス キャ ン ・ タ イミ ング 


* 人 ト "”" の ある タイ ミン グ で キー スキ ャ ン が 行わ れ た 場合 の ブロ グラ ム の 流れ (は じ し め て キー 
が 押さ れ た 場合 ) 


サブルーチン CALL 
D2 


サ プ ブルー チン CALL 
KEY SCAN 
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実際 の プロ グラ ム の 流れ 


プレ イク 


メイ ク 


多少 [多用 レー 


キー・ ス キャ ンー タイ ミン グ 


| 」 領域 で キー スキ ャ ン が 行わ れ た 場合 の ブロ グラ ム の 流れ 


ST ART〒 


サブ ルー チン CaLL 
KEY SCAN 


ー 入 力 が あっ た か ? 


サブ ルー チン CALL 
D 2 


す サ プ ル ー チ テン CALL 
KEY SCAN 
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実際 の ブロ グラ ょ の 流れ 


プレ イク 


. キー 入力 


メイ ク 


ジン グ | 


+ 
1 
1 
【 


IL_ | 


ング 


ミ < 


キー・ ス キャ ンー タイ 


ング で キー スキ ャ ン が 行わ れ た 場合 の ブロ グラ ム の 硫 れ (キー が 離さ れ た 


の タイ ミ 


時 ) 


サブ プル ー チ ン CALL 


D2 


サブ ルー チン CALL 


KEY SCAN 


+ 
1 
1 


キー 入力 は あっ た か ? 


ー フ ラグ を 9 り セッ ト 


キ 


に 


R 到 〒 
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(4) 合用 例 


8200 po 。 XRA 4A AE 
ー シ の)  LXr SP, 88C6H 81 C6 88 
34 STA 88ECHH 82 EC ag8 
9 PUSH psw F5 
- CALL RGDSP CD A1 01 
= 。 CALL warT CD 1C se 
- POP PSW sa F1 
に TNR A 8C 
' ら 。 PUSH psw F5 
1 CAELL 1TNpUT CD 28 02 
| ュー INR Aa 8C 
| ーー ト jNZ szza 、C2 28 82 
^ POP  .psw F1 
3 ij MP 8801H C8 01 82 
821C WAIT ir Ln D , OFFPgH 11 FFP FE 
ウジ ウド DCR E 1p 
オオ トー JNZ mW- ュ C2 1F 82 
-ー DCR  p 15 
に ey BY ・ 息 = C2 1E 8 
RE 和 F c9 
8228 BATLE INPUT CD 28 02 
= JMP 8200 古 C8 00 832 


に の 例 は , デー タレ ジス タク の 下位 2 桁 多 カ ウン タ を 構成 し て いま す . この 時 , キー ボー ド の 
いずれ か の キー(RESETT は 除く ) が 押さ れ た 場合 カウ ント を 停止 し , 再び は を され た 時 C カ 
ンタ を リセ モッ ト し た 後 , カウ ント テッ プ を 始め る と いう プログラム で ナ 。 

カク ント 動作 時 低 こ の キー 入力 サ プ ル シー テ ン (1) を コー ル し て . キー が 押さ れ た か どう か を モ 
ニク し て いま すま た, キー が 押さ れる と 8228H 番 地 ジ ャ ンプ し , と と の キー 入力 タプ ル 
ー チ ン ( 内 で その キー が は を され る まで 待ち 合わ せ て 最初 も どり ます 


4 .3 . 4 . キ ー 入 力 サ ブル ー チ ン の 
(1) サブ ルーチン 名 
KEYTN 
(2) . ス ター ト 番 地 
0216 番 地 
(3) 入出 力 条件 
入力 ベラ メー タ を し 
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出力 パラメータ Acc 三 入力 デー ター 
{HEXAJ〕 


失 一 グッ ト 


使用 レジ スタ AA, F, B, D, 双 
使用 スタ ッ ク 2 レベ ル 
4) 機 能 


と の キー 入力 サ プ ル ー チ ン C お いて は , キー ポー ドス イッ チ が な はじめて 押さ れ た と と が 検出 
され る まで , と の ルー チン の 中 で キー スキ ャ ン を 繰り 返し ます ・ 
キー ボー ド ・ ス イッ チ が 押さ れ た と と が 検出 され た ら 抜 け 出 ます . この と き の 処理 は , 
4.3.3 キー 入力 サダ プル ー チ シ (11 と 全く 同じ で す - 

(5) フロ ー チ ャ ー ト | 


サブ ルー チン 
CALL INPUT 


入力 デー タ セ ー ブ 


4 . る .5 シリ アル 出力 サブ ルー チン 


(1) サブ ルー チン 名 
SRIOT 

(2) スタ ー ト 番地 
027C 番 地 

(3) 入出 力 条件 


入力 バラ メー タ Acc 三 出力 デー タ 
出力 ベラ メー タ を し 


合用 レジ スタ 信 
使用 スタック 8 レベル 
(4) 機 能 


Acc 格納 され て いる 8 ビッ ト の デー タ を 次 の フォ ー マ ッ ト 従 っ て シリ テル デー タタ 区 変 
換 し て , PPT(zPD8255 ) の ポー ト C の , PC-0 端子 (14 番 ビン ) 出力 し ます . スピ 
ー ド は テレ タイ プ ブ の 転送 ス え ビ ー ド の 110 ポ ー ド 区 合わ せ て あり ます - 
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の 2 
) 


シリ テル 転送 フォ ー マ ッ ト 


ピット | ピット ビット | ッ ト | セット | ビッ ト | セット | E ッ ト | スト ラッテ と ッ ト 
ビッ 9 二 陣 
ーー 
「 909 


ビ 
909 909 909 909 9g09 909 0 
ms ms ms 。 ms ms ms ms 


上 記 の 例 は *55? と いう デー タ を シリ アル 放 変換 し た も の で す ( 最 下位 の ビッ ト か ら 順 
送ら れ ま す ). 


レーン 


NO 


ワー ド 転 送 終了 か ャ 


YES 


W スト ッ プ ビッ ト 出 力 ] 
| 


ュ ユビ ピッ ト 転送 時 間 | 


待ち 合わ せ 
! 


| DE,BC レジ スタ 和 複 帰 


| 


938 


上 @ 


4 .3 る .6 


⑪ 


⑦ 


5 


(4 


9 争 


使用 例 
MVI B, 0 8200 
LXT H, 8000EH 8208 
MOV A, M 8205 
CALL SRIOT 8206 
INX H・ 8209 
DCR B 820A 
J す NZ 8205 820B 
HLT 820E 


0600 
210080 
1 
CD7CO2 
28 

05 
C20582 
76 


8000-80FF 番 地 ま で の 2856 ベ イト の 内 容 を シリ アル K 転 送 し ます ・ 


サ プ ブル ー チ ン 名 
SRIIN 
スタ ー ト 番地 
02A0 番 地 
入出 力 条件 
入 坊 ペラ メー タ 
出力 ベラ メー タ 
使用 
使用 スタ ッ ク 
機能 


を し 


レジ スタ 全 


PPICzPD8255) ボ ー ト B PBo(18 番 ビン ) CC 入力 さ れる シリ アル デー タ を 受信 


シリ アル 入力 サブルーチン 


8 レベ ペル 


Acc 三 入力 デー タ ( 8 ビ ピット) 


し て 


8 ピット の デー タ K 編 集 し て アキ ュ ム レー タ 婚 ロー ド し ます - 


PPT を 入力 され る シリ アル デー タ は , スペ ー ス が “LOW" , マーク が “ 是 1GT" と いら う レ 


ベル で 入力 し ます . サ プ ル ー チ ン で は , スタ ー ト ビッ ト (LOW) が 来る まで 待ち 続け , ス タ 


ー ト ビッ ト を 受信 する と , サブ ルー チン 内 の タイ マブ ログ ラム 人 C よ エリ イン ター ベル タイ ム を カ 


ッッ ント し て , 以降 の 8 ビッ ト の デー タ を 受信 し ます ・ 


入力 シリ テル デー タ 


スタ ー ト ピッ ト 
確認 


8 ビッ ト デ ー タ 受信 


デー タリ ー ド タイ ミン グ 


CO) 


NO 


ビッ トカ ウン タ , デー タバ ベッ ファ 
モ キット 


デー タ リー ド 


スタ ー ト 
ーー は si た か ャ 


| 


2 ビッ ト 転送 時 間 
待ち 合わ せ 


使用 例 


イ 


BC,DE レジ スタ 復帰 


レーー」 


連続 し て 入っ て くる デー タ を メモ リ の 8100 番 地 か ら 次 々 と 格納 し て いき ます が , *FE” 
と いう デー タ が 入る と スト ッ プ し ます ・ 
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の る ! HH, 8100 古 8000 210081 


MV B,. 0FEF 是 8008 06FEF 
CALL SETIIN 8005 CDA00% 
MOYV いぼ _ 8008 77 

TN 又 H 8009 28 

CMP B 8S00A Bag 

JN 錠 $ー6 800B C20580 
HL〒 800 世 76 

(7 遍 用 例 


シリ テル 入力 と シリ テル 出力 の サブ プル ー チ ン を 用 いて , 2 台 の TK-80 の 問 で デー タ の 交換 
が で きま す - 
ライ ンド ライ ベレ シー ズ を 追加 すれ ば , 2 台 の 距離 は 大 きく で きま す 


4 . る 8 る .7 タイ マ ・ サ ブル ー チ ン 
(1) サブ ルー チン 名 
BL 人 人 5112 msec タイ マ 
D2 <* 9.0176 msec タイ マ 
Ds 円 27.0176 msec タイ マ 
(2) スタ ー ト 番地 
D1 : 02 DD 番地 
D2 * 02EA 番地 
D8 ふ 。 02REF 番 地 


$) 入出 力 条件 
入力 条件 を し 
出力 条件 を し 


使用 レジ スタ D, 到 


使用 スタ ッ ク 0 レベ アル 
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④⑳ 機 能 
ある 処理 と ある 処理 と の 間 . 


理 問 ヒ コー ル し た サブルーチン 対応 

と の サ プ ブルー チン は 
あり , その ルー プ を 通過 する まで 婚 CPT な 費やす 処理 時 間 が な, 
まく 


8 つの サブ ルー チン は な は, 


イニ シャ ライ ズ さ れる レジ スタ の 値 よ り 回 


し た イン ター ベル ・ タ イム を と る と と が で きま ナ 


と れ ら の サ プ ル ー チ ン を コー ル す る こと ょ より , それ ら の 処 


数 が 決定 され る ルー プ で 


その タイ マッ 設定 時 間 と を り ま 


シリ テル 入出 力 ル シー テン (カセ キット ルー チン ) c ぉ いて, 


ビッ ト 間 
の イン ター ベル ェ タイ マ と し て 使用 し て いる 充 め , その 設定 時 間 を D1 は 1 ン ぁ ピッ ト 。 


D 2 は 


ドッ 本 統合 せ ッ キト g 抽 拓 間 孔 必 天 る 工 kE タネ タ ま オー ジャ ネギ し ゃ らい 


5 フロ ー チ ャ ー ト 
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第 5S 章 TK 一 80 ハ ー ド ウェ ア 


本 章 で は , TK-80 が と どの よう 設 計 さ れ , ハー ドゥ ェ ア と ソフ トウ ゥ ウェア が どの エ う 構成 され て い 
る か を 説明 し ます - 


基本 的 K は TK-80 の 設計 人 C 関 し て 述べ て らい ます 


・ 大 部 分 か 今後 の シュ テム 設計 CC も 応用 で きる ェ 


2 説明 され て いま す の で ・ 本章 を 理 骨 され た 方 は 況 あな た の シス テム を 自分 で 設計 する と と が で き 


る よう 低 を っ て いる と と で し ょ う .。 


ち .1 マイ クロ コン ピュ ー タ の 基本 的 な シス テム 構成 


図 5-1 マイ クロ コン ビュ ー タ の 基本 的 を ンス テム 構成 


[| 1 『 3 語 W ツ アテ ド レス バネ 


CS AB CS AB 
ROM RAM 
OE RW 
1 
CpU < f > デー タニス 


メモ リラ イト 
TO アウ ト 


リュ タ セー] or | 


シス テム コン トロ ー ル 信号 


マイ クロ コン ビ ピュータ の 基本 的 を 構成 は , 図 5ー 1 の よう な り ま す . 基本 的 は CPU の 部 分 と 
ROM, RAM. エ プ O ボ ー ト で 最小 の シュ テム が 構成 され ます ・ 構成 要素 の 具体 的 を 説明 は 。 5.2 で 迷 
、 べ ます が , こと で は 各 要 素 の 役割 ヒ つ いて 大 ま か 多 と ら え て くだ さい <. 


中 5- 1 で メモ リ を ROM と RAM KC 区 別して 書い た の は , 一 邊 的 ヒマ イク ロコ ンピュータ が な ん 
ら か の 装置 組み 込ま れる 場合 . 制御 プロ グラム は ROM kc 固定 化し て 書き 込ま れる と と が 多い か ら 
で す ・ - 

ROM 制御 アロ グラム を 書き 込ん で 呈 け ば , 電源 を 入れ る と すぐ プロ グラ ム を 実行 で きる 光 明 区 
ある わけ で すか ら , わざ わざ ブロ グラ ム を 外部 か ら 読み 込ま せる 必要 も を く な を なり, 高価 を 入力 装置 を 
備え る 必要 $ も なく な り ま す . と の あたり が ミニ コン ピュータ と の 考え 方 の 大 き な 違 いと 言え 々 ます. こ 


に 


の よう マイ クロ コン ピュ ー タ で は ブ プログラム を OM 固定 化す る こと に ょ っ て , 専用 化 さ れ た 使 
われ 方 を され る こと が 多い わけ で す が , ROM を 差し 換え れ 店 異な っ た 機能 の シュ テム 生れ 変わ る 


こと も で きま ます - RAMIC は ブロ グラ ム で 処理 する を め の デ ー タ を 格納 し た り , プロ グラ ム そ の も の 
を 書い た り し ます ・ さ ら C4PD8080A で は , ス タッ ク を RAM で 構成 され る メモ リ 領 域 の 中 確保 
し て いま す - 
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ブログ ラム は , RONL(C 書 か を けれ ば いけ を いと いう と と は を く , あく まで も ROM 化 し た 方 が 経済 
的 で あり , か つ 信 頼 性 も あげ られ る と いう 場合 C 使 われ る わけ で す ・ 5 

IO ボー ト は . コ ンピュータ の 内 部 と 外 の 世界 と の デー タ 交 信 を 行う 部 分 で あっ て , 基本 的 と は 
バラ レル エン O ボ ー ト と シリ アル エキ プ 0 ボ ー ト が あり ます . ベラ レル エ プ 0O ポ ー ト と いう の は , コン ビ 
ュー タ 内 部 の デー タバ ベス 上 の 信号 を 普 列 C 外 部 と 出力 し た り , ま を は 内 部 バス KK 取り 込む セ た め の テ ユニ 


ッ ト で あり , その 主たる 機能 は 必要 を 時 刻 に ビタ イミ ング を 合わ せ て デー クタ を ラ ッ チ (つか まえ て 保持 
する ) し た り , 必要 を ユニット の デー タ だ け を バス 読み 込む な と いう よう を も の で す 

と れ 史 対し て シリ テル 1 ノ O ボ ポー ト は , 外部 と の デー タ 交 信 を 直列 デー タ で 処理 する も ので,CPU 
- 側 の 並列 デー タ と 調整 する を ため MC 並列 一 直列 . 直列 一 並列 変換 回 路 を 内 蔵 し て いる の が 普通 で す ・ 


加え 位 , PD8255 は ベラ レル T エ ノ O ボ ポー ト , 2PD8251 は シリ テル エン O ボ ポー ト と し て の 機能 
を 備 条 て いま す ・ 


CPU 部 分 は , ROM ま た は RAMIC 書 か れ た ブロ グラ ム を 遂 次 実行 し て , デー タ の 処理 を 行っ た り , 
エン 0 ポー ト と デー タ の や り と り 等 の 制御 を 行っ た り し ます - 

ROM, RAM, 【 プ 0 ボー ト 等 仁 , それ 自身 で は デー タ を 加工 する 能力 は あり ませ ん . デー クタ を 加工 
し た り , ブロ グラ ム を 命令 と 理解 し て 処理 実行 する の は CPT の 和寿 務 で す . CPU は メモ リ を アク セス 


する た め K 番 地 を 指定 する アテ ド レス ベス と デー タ を や り と りす る デー タバ ベス ,。 天 よ び デ ー タ の 送受 信 
され る べき タイ ミン グ を 外部 (と 指示 する コン トロ ー ル 信号 , 外部 か ら 直 接 CPU の 動作 を 制御 する た 
め の 制 御 端 子 ( 割 り 込み, ホー ルド , リャ キット 聞 子 等 ) を ゃ っ て いま す ・. 以上 が 大 体 マ イク ロコ ン ビ 
ュー タ を 構成 する 基本 的 を 要素 で す ・ ・ 
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5 ら .2 TK 一 80 の シス テム 構成 


それ では, 具体 的 TE- 80 な と の ェ 2 多 構 成 さ れ て いる か を , 各部 多 つ いて 詳細 説明 し ます . 


その 前 C TK 一 80 の シュ テム プロ ョ ッ ク 図 を 図 5 二 2 示し て ぉ きま す の で , 全体 の 概要 を 頭 C 入 れ て 
お いて くだ さい . 


図 5- ヶ TK-80 シ ュ テ ム ブ ロッ ク 区 


ROWM ン RAM 構 成 方 法 


表示 回 路 を 
DMA 制 御 


ブロ グラ マラ ァ 正 辺 
イン タフ ェ ー ス 


DMA 転送 の 考え 方 
LED ダイ ナミ ッ ク 表 示 


制御 信号 


々 PD8080A と その 周辺 の ブロ グラ マブ プ ァ ルン 0 と 
構成 


キー 入力 回 路 


CPU 部 は CPU チッ プ (azPD8080A) と その 和 他 若 干 の ITC で 構成 され て ぃ ます. PEOMK は モ 


ニク ブロ グラ ム が 書か れ て り , TK-80 の 基本 的 な 動作 は , こと の ブロ グラ ム で 実現 され て いら る ゎ 


け で す . CPU 部 IC リ ャ ッ ト が か か る と (| EESgT 
は じ め ま す -. 


キー を 押す ), に の モー ニタ ブロ グラ ょ が 走り 
と の モー タブ ログ ラム は 。 ブロ グラ マデ ブ ァ 周辺 イィ ンタ フェ ー ス て (以下 PPi と 略し ます ) 
を 介し て , キー ボー ド ・ ス イッ チッ % 5 個 を 常時 スキ ャ ン し な が 
送 と か 。 


らち ・ どの キー が 押さ れ た か を 調べ て い 


RAM は 256 ワ ー ド x4 ピ ビッ ト の 1TC が 2 個 で , 最 
は 8 個 まで 実装 で きま す . 


小 の 856 ベ イ ト が 構成 され ます. ポー ド 上 を 


表示 回 路 は , 8 個 の 7 セク メン ト LBD (発光 テイ オー ド ) で 構成 され て ぉ 


アド レス と デ 


り , 差 本 的 ヒ は メモ リ 
ー タ を 1 6 進数 で 4 桁 ず つ 表 示 し ォ す 。 表示 の た め の デ ー タ は , DMA 転 送 C ェ り 行 っ 
て いま す の で , 爽 示 デ ー ク 転送 の た め の ブ ログ ラム を 書く 必要 は あり ませ ん . 
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量 と と ズ の 08 一 せ 


8 一 @ 図 


オス スレ ヒコ 
の っ 
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5・2.1 CPU 部 の シス テム 構成 


5 一 。 CPU 部 の 基本 構成 


TsV 20 に 
GND と ー 


= 所 
還 ビーーーーーーー= SN 


Ap 
14 
害 込 要求 INT 
16 
和 可能 ニー] TNTE HOLD ト ホー ルド 要 ボ 
ピ HLDA ホー ルド アク ノレ ッ ジ | 
WE 
DBIN 
D8080A 
TPp 
5 デー タ ・ バ ュ ス 
1 D。 
の ぁ D 
本 
WATT 1 
READY 十 12Y 
= INTA 門 1 
RESET MEMR 了 軸 
SYNC MEMW 較 
ーー ! 
1 ン 20R | 太 ! | 
1 ュ ン 0OW [| 号 | 
STSTB 1 
較 
et | 
も き 9 
| 
sus 
由 | | 図 5 一 5 1 命令 ヌ テ ッ プ 割り 込み 信号 発生 回 路 


TINT(8080A へ ) 


外部 割り 込み 
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CPU 部 の 基本 構成 を 図 5- A&C 示し ます . CPU(gPD8080A)(C ク ロッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ 
(2PB8224), シス テム ・ コ ント ロー ラ (aPB8228 ) を 接続 する だ け の 簡単 を 回 路 で すみ ま 
す - CPU は 電源 と し て 士 12V,. 十 5V, 一 5V か 必要 で す が , TK-80 で は 便宜 上 ,. 一 5V 電 源 を 


gPB8224 の OSC 出 力 端子 の 発振 信号 を 検波 する と と て より , 約 ー5V の 電圧 を 得 て お り , ボ 
ー ド の 外部 か ら 柱 12V。 上 5Y の 2 種類 を 供給 する だ け で すみ ます ・ 2PB8224 の リモ ッ ト 端 
子 と は , 電源 を 投入 し た と き 自 動 的 に リモ セット を 行う 回 路 と , 手動 の リモ ッ ト ス ネイ ッ チ が つけ ら 
れ ま す . クロ ッ ク の 発振 は , CPU の クロ ッ ク の 9 倍 の 基本 発振 叶 波 数 を も つ 水 晶 震動 を ePB8% 
2 本 の 区 , 叉 。 端子 直接 接続 すれ ば 得 ら れ ま す - 

PD8080A の WAIT 出力 端子 と READY 入 力 端子 と を 直結 し て 怒 け ば , 8MHz の タク ロック 


で 動作 させ て も アタ セス と ど と 底 1 ウ ェ イ ト と られ ます の で , アク モ キス タイ ム の 遅い メモ リ ( 例 を ば 

CMOS RAM zPD5101C-EE 等 ) で も 使用 で きま す . この 方 法 で は , メモ リ が アク セス ネス され て 
い を い サ イク ル で も ゃ , 余分 待ち 時 間 が と られ て し まい ます が , 複雑 を 回 路 が 一 切 必要 を いと いら 
理由 で 採用 し て あり ます ・ 

ITNT 入 力 端 子 は 割り 込み 要 求 信号 が 接続 され ます (通常 ロウ レベ ル で , 要求 時 ハイ レベ ル と を 
る 信号 で す . … ア クティ ブ ・ へ イィ 信号 と いう 表現 を し ます ). INTE 出力 端子 と は , CPU 内 の イン 
タラ ブ プ ト ・ イ ネー ブル < 割り込み 可能 ) ド ノド の 状態 が 出力 され ます ・ 

HOLD 入 力 端子 < は , DMA 転 送 を 行い た い 時 刻 LC ホ ー ル ド 要 求 信号 を 入力 し ます (テク ティ ブ ・ 
ハイ 信号 ) ホー ルド 要求 が 受け 付け られ る と HLDA 出 力 が ヘイ レベ ル に を り ま す ・. 外 部 回 路 で 
こと の 信号 婚 同 期 さ せ て メモ リ を アク モス すれ ば , CPU の 動作 と DMA が 競合 する と と を 鞍 け られ 
ます ・ 


ZPB8228 か ら 出 る コン トロ ー ル 信号 は 5 種類 あり ます . INTA 端 子 は 割り 込み スレ ベル が 1 つ 
の 時 は 拭 抗 を 介し て 15VE 上 ブル アップ し て お きま す . MEMER. MEMW は , 各々 メモ リ の リー 


ド ,。 ライ ト 時 発生 され ます (アク ティ デブ ・ ュ = ウ 信 号 ) . エン OR, 1 ユン OW は 入力 デベ イス か ら 
の リー ド , お よび ライ ト 時 発生 され ます (アク ティ ブ . = ウ 信 号 )・ ア ドレ スペ ベス は を PD80 

80A か ら 直 接 取り 出し て 使用 し て いま す の で , DC 的 を 負荷 は 標準 TTL 1 個 し か 取り 出せ ませ ん ・ 
TK-80 で は , アド レス ベス 接続 され る メモ リ は すべ て MOS タ イブ で あり , デコ ー ダ も ロー ズ ベ 
ワー・ シ ジ ショッ トキ ーTTL( 低 レベ ル 入 力 電流 が 360ZA 以 下 -) を 使用 し て いま す の で , DC 的 
は と れ で 問題 は あり ませ ん ・ 交 太 的 に は 1 つの ベス K 接 続 され る MOS グー ト (入力 容量 は 数 pF 
ー10pF ) の 個数 が 増え れ ば , ナド レス 信号 の 立ち 上 り , 立ち 下り 波形 が 鈍り , アク セテ 時 間 i 


影響 し て きま す . TK 一 80 で は , メモ リア クセ ス の 時 間 を 充分 と っ て あり ます の で , と の 点 は 余 
裕 の ある よう 設計 され て いま す . デー タバ ベス は , gzPB8228 の 内 部 で 双方 向 性 ドラ イベ を 通っ て 


ドラ ィ ブ 人 能力 が 強化 さん て いま す の で , 標準 TL を 6 個 ま で は 接続 で きま す . ZPB8228 の 

BUS EN 端子 CHLDA 信 号 を 加え て いる の は , ベス ドラ イベ を へ ヘイ ・ イ ン ビ ピー ダン ス の 状態 に し 
て , DMA 転 送 の デー タ と か も 合わ を な いよ う (C す る た めで す ・. 基本 的 に は と の 回 路 で CPU 部 は 完 
成 し ま す が 。 TK 一 80 で は プロ グラ ム の デベ グ の 便宜 の た め , 1 命令 ご と の 割り 込み 要求 信号 発 


生 回 路 を 追加 し て あり ます ( 図 5 一 5 )・. 原理 的 に ヒ は 2PD8080A か ら T1NTE( 割 り 込み 可 ) 
信号 が 出 た ら ・ 次 の 命令 を 実行 し た 後 す ぐ 割 り 込み 信号 が 発生 され る よら を 回 路 です. な PD808 
0A へ の 割り 込み 信号 と し て は , と の ステ ッ プ 実行 割り込み 信号 と 外部 割り 込み 信号 の 論理 和 を と っ 


10 邊 


た 信号 を 用 いま す - 


ess FeSdE ーー \ 宙 
1 Tsike fm (2 の ラコ 
し 3 Es を v ーー ュ : 丘 
5 ま 『 斑 ま Y ! 
ラ ら 。 1 Fr o 
さ je rl 1 o 
まま 選 毅 1 と es 
し に T ュ タ る し 


5 ・2.2 ROM, RAM の 構成 人 


っ 


TK-80 の ボー ド 上 は , RBOM, AM と ぁゃ 最大 1.08 殺 ベイ ト ずつ 実装 で きま す . ROM は , 
2PD454(256 ワ ー ド x 8 ピッ ト ) を る 個 , RAM は 2ZPD5101(256 ワ ー ド X メ 4 ピッ ト ) を 


8 個 取 り 付 ける こと な り ま す - 図 5 一 6 史 メ モ 


5 一 6 ROM プ RAM 最 小 構成 


リ 最小 構成 を 示 し ます . 


215 ョ 
7 る LS 0 
全 B15 RAMEE レ クト き 
ター タ る 
AB9 こま 
ター み 0 
AB8 ROM モ レク ト 3 
PP を 
MEM あ K, を 5 
8228 よ り タタ 0 
ヽ 
AB7 に 
1 ロー 
語 人 
+ 
AB0 T 
| D5 
5Y KJ 
本 
本 
CE で 
AolL | 上 全 , ーー 
本 12 ザ ーー Ve 7 
CE2 CE2 
+ ュ 5101 『 
oD 
Oi る LO4 HO 15V 
ーー XX 
本 本 本 本 
1 
DB7 
1 
6 ! 較 
+ 
1 十 エ 
DBo 


MEMW 


MMR WWー 5Y 
RESET ー う う 呈 ょ コ 
LDA 


ON: 
PROTECT と 。 
レン 2 
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4*54。 5101 と も 256 ワ ー ド の メモ リ で す の で . アド レネ 入力 端子 は 8 本 あり , それ ぞ れ アド 
レス は ABo ABz へ 接続 さん ます. さら C256 ワ ー ド 単位 で チッ プ の 選択 を 行う 必要 が あり きす - 
と れ は 2155(DUAL 2 TO る DECODER ) で 行っ て いま す . 2155 の 入力 端子 C 74LS04 時 
が 入っ て いる の は , アド レス ベス の 負荷 を 少 を くす る た め の も の で す . TK-80 で は ROM か RAM 
を ABi』。 (アド レス の 最高 位 ビ ッ ト ) で 切り 変え た て いま す の で , 8 00 0 番地 以上 が RAM 2 り と 
み を され ます . 2155 の 出力 信号 計 , チッ プ モ セレ クト 信号 と し て ROM, RAMIC つ を が れ て いま す . 
各 出 力 端 子 に すべ て プル テッ プ 抵 抗 が つい て いる の は , MOS TC の ヘイ レベ ル 入 力 電圧 の 最低 値 
で ある 3.0V を 確実 に する た めで す . 5101 の OD( 出 力 デ ィ ス エイ ブ ャ ) 敵 子 K は ,. MEBMR, 


1 ES 到 下 。 HLDA の 答 理 和信 号 を 加え て いま きす の で , と ね 以外 の タイ ミン グ で は , 5101 の 出 ! 
力 は ハイ ・ イ ン ビ ー ダ ンス 状態 と を り ま す . R ノ W 強 子 ヒ は. 8228 か ら の MEMW 信 号 が 直接 接 
| 続 さ れ て いま す が , と と 区 も や は り ブ プル テッ プ 抵 抗 が つけ て あり ます . と の ブル アップ 抵 抗 は 
由 8288 の BUSEN 和 力 信号 が ヘイ の と き , 制御 信号 が 不 容 定 (ヘイ ・ イ ン ビ ピー ダン ス ) C を る の を ] 
避け て . メモ リ を リー ド 状 態 多 保つ を めで す - 

CEB。 端子 は 通常 動作 時 に は . Vcc へ ブル ア ッ プ し て あ り ま す が , トグル SW を ONC す る と 


GND 電位 と なり , メモ リ の リー ドブ ライ ト の 両 動作 と も る ブロ テク ト さ れき ます . と の SW を ON し 
其 た 後 5V の 電源 を OFFIC し て も , ペッ テリ ー( 例 ・ 単 三吉 電池 2 本 ) の 電圧 が 印加 され て いる 眼 
り , デー タ は 保存 され ます - 

ダイ オー ド D 1 並列 入っ て いる SW は , メモ リブ ロ テ ク ト SW と 連動 し て なり, メモ リ が 動 
作 中 人 は D 1 を 短絡 し , ダイ オー ド C よ る 電圧 隆 下 を さけ る た め の も の で す .。 

TK-80 で は , RAM は 上 位 テ アド レス の チッ プ か ら 実 装 し て いま す . を ぜ な を なら モニ タブ ログ ラム 


の ワー キン グ エ リ テア と し て , 最上 位 の アド レス を 使用 し て いる か ら で す - 


《 実装 順位 ) ( 番 地 ) (セレ クト 信号 ) ( RAM 番号 ) 
| lo 8800~ 88FF キレ クト 8 4. 8 
| ⑧ 8200 82FE ヶ る 3 っ 7 
⑧ 8100 ~ 81EF ヶ 。 1 2, 6 
| の ④ 8000 一 8OFF ヶ 0 1。 


TK 一 80 の 基本 キッ ト に は , RAM と し て CMOS タ イブ の 5101 を 使用 し て いま す が , これ と 
| 全く ビン コン バチ ブル な 2101 が NMOS タ イブ で 拉 っ て いま を ます . ベッ テリ ・ バ ベッ クア ッ プ の 必要 
1 

の を い 方 また は 電池 の 消耗 を 問題 と し を い 方 は . 8101 な その まま 使用 で きま す -. 


5101 と 2101 を 組み 合わ せ て 実装 する と と も さ し つ か を あり ませ ん 、 54, 5101 ノ 2101 
と も 史 完全 を スタ ティ ッ ク 動 作 を し ます の で , 動作 は 安定 し て を ちり Vcc ライ ン C の る ノイ ズ は そ 
】 ん を 大 き を も の で は あり ませ ん の で , ベイ ベス キャ バシ タク タ 婚 も それ 程 厳 し い 特 性 は 要求 され ませ 
1 ん ・ TK- 8 0 で は 普通 の セラ ミッ クキ ャ ベン シタ を 使っ て いま す . RAM(C 2101 だ け を 使用 する 場 
1 合 民 は , アク モス タイ ょ ム が 十分 速い の で , RAM が セレ クト され る と き CPU を 待た せ る (WAIT ) 
必要 は あり ませ ん . と の と き に は け は , PROM が アク セス され た と きだ け WAIT を か けれ ば , CPU 
の むだ を 待ち 時 間 が 節約 で きま す ・ 
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MEMR 
mm ゴリ ナー セー ょ 一 - 
Wa1rT 本 8 


(8080A) 


READY 端 子 へ 
(8080A) 


(0 て 7FEFF 番 地 が アク も セス され た 時 の み ワ ン ・ ウ ェ イ ト と な る 回 路 ) 


107 


5.2・.3 表示 回 路 と DMA 転 送 


図 5 一 7 表示 回 路 


? 


8212 288 


ライプ 
2155 


7 モグ メン ト LEDxX8 個 トー| = 
及び トー| = 

桁 選択 ドラ イプ ・ ト ラン ジス タ 隊 ! 
選 


図 5 一 8 DMA 転 送 の タイ ミン グ 


5 za 
| > 
HOLD リ クエ メト 8212 は 入力 デー タク を HOLDCSTB) 信号 
及び デー タ ・ ラ ッ チ の 立 下り で ラッ チ ナ る . 
HLDA paA \ 
アド レス : 
タート 二 い 
。 ( 包 7 
アド レス ・ バ バニ プ ド レニ 
デー タ ・ ズ ベニ デー タ 
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表示 回 路 は 図 5 一 6 示す ょ 5 う k, DMA 転 送 回 路 と 8 桁 到 D の タイ ナミ ッ ク 表 示 回 路 を 組み 
合わ せ を た も の で す . 前 区 モニ タブ ログ ラム で て 述べ た よう , > LED の 各 を セグメント 対応 する 表示 
デー タ は な は , ・ せん AM の 最後 の 8 番地 (8 8 一 88TP8 ) 入 っ て いま す の で , と れ を 直接 読み 出 
し て 表示 し ょ うと する も の で す . と の 回 路 で は * ま ず OSCC555 タ イー 用 TC で つく っ て ぁ る ) 
し ト て ち ms 間 馬 で 数 zs の ベル ニ を HOLD 要求 信号 と し て CPU へ 送り ょ ナ 」 と の バルス は ま 友 


イナ リカ ウン タ (2.2 8 ) の カウ ント ベル と し て も 使 あれ て ぶり. 1 回 ど と と アク セス する メ 


モ り の 番地 を 進め て いき ます . 時 0LD 要 求 が 受け 付け られ る と , HLDA 信 号 送 り 返 され ます . 


是 し DA 信二 が きた と き 柱 。8080A4 の アド レス バネ よび デー タバ スィー インレー テン っ 
、 と だ 夫 RLPEIo まま are 。 cgP 人 きか 一 』 補 還 で で くっ の 人 amo 
TDMA テ ドレ ス を 半 続 し ます 、 残り の 上 位 ピ ッ ト 三 , ァ テ ッ プ 抵抗 そ つっ て あり ます の で て .DMA 
イン 定まる と 。AM の アク ャ ス 時 間 だ け 遅 れ て デー タ が 読み 出さ れ て デー タバ ス 上 あら 
も か ず ま 。 な の デー 。 OTD 示 大 生 の 吾 ち 下る の ギ イ ミネ テッ で Ba Ez の タッ ee 
され ・ 炎 の デー タク が 再び 読み 出さ れる まで 1 つの 桁 の 表示 多 合 お れ ま ミナ. この 動作 が 1 ンタ ma 
と 線 り 返し 行わ れ 。 原 炊 テ ドレス が スキ ャ ン さ れ そ れ 研 店 て 表示 桁 も 移動 し て いく あけ て 
リリ が 出 て いる 間 せ ,CPD は プロ グラ ム の 実行 を 一 時 中 所 し て いる わけ です が 。 全体 の 時 間 


低 比 べ る と 数 s と いう の は 極め て 短い 時 間 で す の で , 実用 上 は まず さしつかえ な いで し ょ う . し か 
Pi , と き と し て 問題 と た を る 場合 が あります. 

と の 場合 尼 は 5 5 5 の 発振 回 路 を 強制 的 止め て や れ ば 。 是 OLD の 要求 は 起 と り ま せん . 
、 と の 制御 は , 8 85 5 の PC 端子 と ロウ レベ ル す る と と で 実現 し て い ょ ます 発振 が 停止 する と 
LEBD の スキ ャ ン ニ ング ゃ 止ま り 」 ) + つ の 格 だ け を 点灯 する と と な り , 熱 的 設計 を 満足 しょせん 
 「 っ と の と き K は 桁 ド ライ ブ 回 路 を ディ スエ イプ メ 状 問 区 する よう 所 し て いま す 

舞 の 周期 を 長く ナ れ は それ だ け CP が 止ま る 制 合 を 小さ く で きま ナ が 。 テ イナ ミッ ク 京 灯 の 
HP 生ま 條 テー 大生 po 涼 の 昌 区 工 ギラ ice 上 ます 。 朋 条 導 あ 3 あ す 
の て, 1 格 分 は 2.5ms (5x8 ニ 20ma ) 程度 限度 と 考え て くだ さい . 

TK 一 8 0 で は 。1 ユ 一 2 ms の 間 婚 入る よう し て あり ます - 


5 . 2 . 4 プロ グラ マ ・ ペ リフ ェ ラ ル ・ *・ イ ンタ フェ ー ス (PP 1 ) と キー ー ド 回 路 


ミド ュー あー 
れる の が べり フェ ラル - イ シタ ラフ ニース で て す - 


TKー8 0 では, zPD8255(CPP1) を 使用 し て ぉ ぶり, キー ドー ド の キャン ニン グ 回 路 と 多 部 


イン タフ ニー ス を 1 個 の L S 1 で 構成 し て いま 了 ナ . 
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zPD8255 と キー ボー ド 


ee 
い ト で 

PB。 ヘン PB。 PCr ヘン PC。 PA ヘン PA 
TTT 


T 


DD フ 


ノ 
w 


の 


Pt 
の 


に | 


† 


1 


上 DISPLAY 
。 INHIBIT 
858 は 88 CONTROL 


ロマ で ロロ ロロ ロロ 。 GO で マロ 


(ボー ト C) 


各 ボ ポー ト は 入力 と も 出力 に も を うり ます 。 


図 5ー7C8255 を 使用 し た べ リ フェ ラル - イ ンタ フェ ー ス と キー ボー ド 回 路 を 示し ます . 


8255 は 8 ビッ ト の 入出 力 ボ ー ト を 38 つ 備え て お り , そ れ ぞ れ ボ ポート A,B,C と 呼ば れ ま す . 各 ボ 


ー ト は ブロ グラ ム で 入力 ボー ト 多 も 出力 ボー ト 区 も する と と が で き , そ れ ぞ れ が 8 ピッ ト デ ー タ の 
送受 信 を する と と が で きま す . 

ボー ト C だ け は さら 特殊 を 機能 を も る ち ,8 ビ ピット の デー タ の うら も 任意 の ビッ ト を 指定 し て , セ 
ッ ト し た り リ セッ ト し た りす る と と が で きま す ( ビ ピット セッ トブ リセ モット 機能 ). 8255 の 詳細 


を 機能 は 別紙 開発 速報 を 参考 に し て い を だく と し て , と と で は キー 回 路 の 動作 と 8 2 55 の 関係 を 
述べ て ぉ きま す 。 キー ボー ド を スキ ャ ン す る た め 多 ボー ト C は 出力 区 , ボー ト A 計 入力 ブロ グラ 
ム さ れ て いま す . モー ド は 0 です. ボー ト A の 全 端 子 は 拓 抗 で ブル アップ し て いま す の で , キー が 
押さ れ を い 限 り ポ ボー ト A か ら 読 み 込 まれ る デー タ は すべ て ハ ヘイ レベ ル で す . PC4』, PC』, PCa な は 
キー 共通 ライ ン を ロウ ベル で 順番 スキ ャ ン す る よう モニ タブ ログ ラム が 作ら れ て いま す の で , ど 


。 。 人 近 和 才 ma 大 時 る お チキ or 和音 導 。 
タブ ログ ラム の 説明 の 章 で 述べ て あります. - 

外部 と の イン タフ ーー の 電気 的 な 性 能 失 つて 説明 し ます 

全学 出力 を ブ ョ クラム さ れ と き 。 療 准 下 下 エ ユ 個 の ドラ イン 能力 が あり ます 。 さら 肌 カ 
ーー 計 ー デ ネーー コ ライ デレ 
條 電力 の 問題 で 8 端子 以内 gc 制限 され ます ナ ). 


ダー リン トン ・ ト ラン ジュ タ 


と の ょ う を 使い 方 か 8 端子 まで 可能 


5.2.5 ぁ zPD8255 の プロ グラ ミン グ 法 
89955 は ブロ グラ マップ ルー インタフェース で あっ て , 8 つの ボー トブ ログ ラム 記 よ っ て モー ド 
。「」! 2 の すれ み を 更 定 し て 使う と と が で きま す 。 キー ド 1 , 2 は 外部 扱 器 と の デー 転送 を 
生み を 用 いた ハン ドー シュ イキ ンク と いう 方法 で 守 現 で きる 高 放 使 方 で ナ の て , と の こと 
際 し て は 個別 開発 速報 を 参考 に し て くだ さい . 
と と で な 最 も 甘 本 的 多 使 われ る モー ド 0 で の 使い 方 を 説 胃 し て ぉ まき ォ オ 


図 5 一 10 モー ド 0 で の zPBD8255 の 各 ポ ー ト の 機能 


gzPD8255 


o ポ ボー ト A(8 ピ ビット) 
入力 ボー トン 出力 ポー ト の 指定 大 で きま す 
8 ビッ トバ ラテ レル デー タ の 入出 力 で す . 
"ポー ト C( 上 上位 を ビット ) , (下位 4 ピッ ト ) 
土 位 , 下位 ま * ビッ ト ず っ 入出 力 の 指定 が で 
きま すす. 
出力 ポート し た 場合 は , ビッ ト の 位置 


CPU- データ ーー ス 


を 指定 し て の モッ トン リャ ッ ゥ ト も で きま す . 
? ボ ポート B( 8 ピット ) 
FESRET 人 ボート と 同じ 機能 で す 。 


。 の 人 守 和 発 生 で で の ポート 添え モー Fie 関 る 泊る な で 


し い モ ー ド が な セット され な い 限 り と の 入力 モー ド は 継続 され ます . 
825 5 の ブロ グラ ム よる 動作 佳 次 の エ う を た り ま す ナ 、 
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隊 有 
FPN は じ め 動 作 モ ー ド を 設定 し て ふく 。 


後 は デー タ の 転送 命令 だ な け で よい . 


(1) 動作 モー ド の 指 室 
動作 モー ド は , コ ント ロー ル ・ ワ ー ド と 呼ば れる デー タ を 8 2 5 5 へ OUT 命 令 で 送り 込む 
と と (人 C よ 上 り セ ッ ト さ れ ま す . 
モー ド F ド 0 で の コン トロ ー ル -・ ワ ー ド の 各 ビ ピット の 指定 は 次 の 通り で す . 


ら 「 


9 
加 IE 


ボ ポート C( 下 位 # る ビット ) 

0 
ボー ト B 
・ 入力, 0 出力 


ボー ト C( 上 位 4 ピ ビット) 
5 


ボー トム 
1 入力 , 0: 出力 


と の 例 の 入出 力 組 合せ と する た め 多 は, 


トロ ー ル ワー ド は 


Dz D。D。 D。 D。 Ds D」 D。 


回 回 回 回 回 回 回 回 


の よう に な なり ます 。 


と の コン トロ ー ル ・ ワ ー ド を デー タ と し て , 出力 命令 で 8 2 5 5 へ 送り 込み ます . 


と の と き の プ ログ ラム は 次 の 通り で す . 


イジ 機械 語 . 
MVI A,08AH 8E 有 AM …… コン トロ ー ル - 
OUT 08 D808 …… コジ < ト ョ ー ル ・ 


ワー ド の 値 を AI ロー ド 
ワー ド を 8255 へ 送り 込む . 


て OUT 0 8 の 08 と いら ぅ 1 ブ 0 テ ドレ ス は TK 一 8 0 で の 値 で す ) 


以上 で 動作 モー ド の モッ ト な で きま す . 
(2) デー タ の 出力 


82.55 ヘ データ を 送り 込む は r OUT 命 令 を 使い ます な 


ボー ト 婚 よっ て 異な り ま ナ . 


信 cc の 内 容 機械 語 


OUT 00………… ポー ト 4 。 Das00 
【UIMU 琴 1 Ds01 
OUT 02…………… ボー ト C psO0s 


(《⑮ デー タ の 入力 
ヽ 


> と の と き の T ン 0 テア ド レ テ は 


825 ポー 大 計 天 le Pe TN 命 令 を 


使い ます 。 と の と き も ボー ト MC よっ て テア ド レス が 異 を たり , 學 の よう 対応 し て いま す . 


IN 00 ポート A か ら DB00 


IN 01 ボ ポート B か ら DBO1 
IN 0 ボー ト C か ら DB02 


例 ポー ト A 多 0O1010101 を 出力 し , ボー ト C の 上 位 4 ビッ ト を 読み 取る . 


MVI A,0gAH 『 の モット . と れ は ブログ ラム の 最初 iC 一 度 行う た け で 


OUT 08 
5 
MVI A,O55 馬 BMM 

oUT 0 
IN 0 


よい . 


(Acec) っ ボー ト 4 出力 


(4) ポー ト C の ビッ ト セ ッ ト ブ リセット 


}) ボー ト C の デー タ を Acec に 読み 込み ます . 


ポート C 恋 出力 と し て プロ グラ ム さ れ て いる と き は その と ビッ ト 位置 を 指定 し て , 1 命令 で 


セッ ト ま を た は リャ ッ ト を 行う と と が で きま す . と れ は コン トロ ー ル - ワー ド を 8255 へ 送り 


込む と と で 実現 され ます . 
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例 ボー ト C の ビット 2 だけ を 1 し て ', その 後 再び 0 と する. 他 の ビッ ト の 状態 は その 
まま (に し て お きた い . 


MVI 
OUT 


MVI 
OU 


で 行い ます . 


000 ビッ ト 0 の 指定 


001 み 1 し 4 
010 ター が 
911 半 8 
100 タ が 。 生み 
101 が 。 5 か 
110 ヶ 6 ォ # 
111 導 。 湊 湖 


と の と き の ブ ログラム は 次 の よう に を な り ま す 。 


A,05 ] ビッ ト 2 の そ 
08 


モッ ト 


A,0* ビッ ト 2 の り 
08 


x| x ※|X| X| 0 x| x] 
82 5 5 程 の プログラマ ャ ブル を 能力 が 必要 を い が , 箇 単 KI ノ 0 ポート を 実現 し た い 場 合せ 。 
zPB8212( 8 ビッ ト エ ンプ 0 ボー ト ) を 使っ て くだ さい . 基本 的 を 使用 法 は 個別 開発 速報 を 参 


考 C し て くだ さい . と の 場合 も 複数 の ボー ト の 選択 は , 前 巡 


5 .2.6 zPD8255 の 使用 上 の 注意 事項 


(1) 出力 指定 し た ビン は , 絶対 外部 か ら ド ライ ブレ し を いで くだ さい . 骨 大 電流 か 流れ ます -. 


笠 。 | 
41 1 
1 
に ニー ミ ーー に 
ー- | 
。 末 | 
8255 外部 回 路 


11 外 


F の よう な アド レス の 割り 当て 方 法 


⑫⑲) 人 力 指 定 し た ビン を 誤っ て 出力 ブ ログ ラム し な た いで くだ さい . 
ドス ブリ クラム よる 事 導 を 防ぐ た め 婚 入力 ピン 区 は 1 KO 程 族 の 的 抗 を 直列 つない で jc 
と と を 如 勧 めし ます . 


6) 8255 は RS 信号 iC より , 3 つの ポー+ ょ すべて 入力 モー トド と な り ま ナ 

の 9 2.5.5 の ボー ト 端 子 を 外部 へ 引き 出す 場合 人 C 太 1 0 0 KO 程度 の プ ァ テッ プ 抵 抗 を つけ て 
くだ さい . 。 

⑤⑮ 外部 回 店 の 電源 が TK 一 80 と 列 系 続 の 場合 は , 先 TK 一 80 の 電源 を 入れ , リ モッ トレ し た 矯 
で 外部 回 路 の 電源 を 投入 る よう 心掛け て くだ さい . 

(@) 外部 回 路 か ら 8 2 5 5 の 引 子 へ 過大 電圧 か か か ら な い ょ う 注 意 し て くだ さい 。 


5・2・7 アド レス プ デ ー タ 信号 端子 
TK 一 8 0 の テア ド レス ベス と デー タバ ベス 計 」。 プ リン ト ボ ポー ド の 端子 配線 され て いま す . 


テ ド レス バス ボー ド 端 子 デー タ ・ バ ベス ボード 端子 
AB 0 B 17 DB 90 B 88 
4 1 ヶ 。 16 ヶ ヶ 8 る 
) 6 タ 2 ヶ 。 15 タ P】 ヶ 831 
ケ 8 タ 。 1 生 4 き ヶ 80 
ヶ 全 ヶ 。 18 4 鍵 ヶ 29 
4 5 タ 。 12 4 5 ヶ 28 
4 g を 。 11 タ 6 タ タダ 
ヶ 7 ーッ タ 10 タ 7 2 26 
を に 胡 。 7 
タ 9 ヶ 16 
ヶ 10 葵 央 
ヶ 。 11 が 。 1 外 
ヶ 。 12 ヶ 18 
) ヶ 。 18 タ 。 1 
タ 。 14 を 。 11 


ヶ 。 15 ヶ 10 
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号 は 適当 を 端子 へ も っ て くる と と が 


言 
* 


ボー ド の 他 の 端子 は 空き 端子 と を っ て いま す の で , 必 要 を 


で きま す 、。 
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第 6G 音 TK 一 80CM エ イン タフ ェ ー ス 


は じ め に 


。 邊 っ 半生 半 デ みか 5 ekK 功 示 生 ar nk コ 6o ま En を 
陸 半 本 
^ を 書き 込ん で お く 必 要 が あり ょ す . 

の 評 4M 村 ビーMMO 8 の デベ イス を 使用 し て いる た め 閉 電池 を 導 半 ナ る と と 札 上 う 。 和 
Po デラ am だ 吾 を キ の 天 写 aa 
kk た し よこ こし] ギ | キキ キー 

Em を em お ーー と 
ae ュー セー 一.ー ジ lead 
"店 MyMadita の アユ デラ へ 品 記す 。 末 本 す 攻 ーyey anrma 
間 人 ナド オー ドー 

イー アレ マー さま の デー アテ の 半 和 = メデ ョ アテ ス 得 し キー コッ ッ hr 入ら 。 
と と が で きま ます. 


1 えす 


っ .1 概 要 


と の イン タフ ェ ー テ は, デジ タル 信号 を 可 革 帯 域 の オー ディ ォ 信 号 区 変調 し て , テー プレ ョ ー テ fc 
出力 する 変調 回 路 テープ レ ュ ー ズ か ら の ネー ディ オ 信 号 を 再び デジ タ ァ 信号 復調 し て シネ テム kc 
供 府 する 復調 回 路 と で 構成 され て いま す .- 

本 説明 書 で は , 転送 デー タ の 形式 , 変 復調 原理 , さら ( ヒ イ ン タフ ニー ス の 製作 方 法 つい て 述べ て 
いき ます . 


6.2 ろ 2 デー タ の フォ ー マ ッ ト 


デー タ は , ユ ワー ド (8 ビ ピット) を 1 つの 単位 と し て , 各 ビッ ト の デー タ を シリ ナル 転送 し ます 
1 ワー ド の 転送 フォ ー マ ッ ト は 次 の ょ う (C な っ て いま す . 


kW IE 


Py ト O|yT1 Py ト 2 | ビット 3| ビッ ト 4 と > ト 中 ビット 前 セッ トカ 
ッ 


スト ッ プ ピッ ト | 、 信号 を も 


8 ビッ ト デ ー タ 


ユウ ワード ー| 
(12 ビット ) 


1 ワー ド の 転送 用 デー タ は , スタ トピ ビット で は じ ま り スト ッ プ ビ ピット で 終了 し レ ます . 


スタ ー ト ピット は は 。 と れ か ら 1 ワ ー ド 分 の デー タ を 転送 する と と を 示す 同期 用 ビッ ト で , ユ ビット 


長 の ロウ ゥ レベ ル 信 号 を 転送 し ます . 
スタ ー ト ピッ ト の 直後 か らち 1 ワー ド (12 ピ ビット) の デー クタ を , 下位 ビッ ト ょ より シリ テル 放 転 送 し て 
の きま きす. と の 時 の 論理 は , デ ー タ "1 は ヘイ レベ ル , デ ー タ “02 は, ロウ レベ ル と を り ま サ . 
リピ ッ ト の デー タ の 後 。8 ビット 長 の ストップ ビッ ト を 板 送 し て 1 ワー ド の デー タ せ 療 了 し ます - 
スズ トップ ビ ピット は 8 ビット 長 の ハイ レベ ル の 信号 で , 1 ワー ド の デー タス 転送 が 終了 し た と と を 示 


す と 同時 区 次 転送 さん れ て くる デー タ と の 区 切り と し て 使用 され ます 

上 記 の 例 は , 2 8 (16 進 ) と いう デー タ を 転送 する 場合 の 波形 で す 。 

転送 速度 は , テ レタ イブ と の 互換 性 を 考え テレ タイ プ と 同じ とし て あり ます 。 

スト ッ プ ピット が ,3 ピ ビット ある た め 所 1 ワー ド が 12 ピ ビッ ト 構 成 と を り ま す の で . 1 ワー ド の 転 
送 必 要 を 時 間 人 は 約 110msec と いう と と 区 を り 。256 ワ ー ド の 転送 せ 約 58 秒 。 LK ウ ー ド o 転 
送 は 約 2 分 と いう と と を なり キナ 


118 


6 一 2 デー タ 送 信 イ ンタ ラン ュー ぇ 


送信 用 デ の ログ ラス 困 よ あ 下 了 ま エ で PD Ja 55 の PC0 端 子 (14 番 ビン ) 
出力 され ます . 6 

ー は キッ ト き され 堪 四 送 スタ ー ト 番地 と テン ド 番 地 を パラ メー み ょ し て その 箇 
アイ モリ の 内 容 を よ つ の ブ ロッ ク と し て 転送 し ます 。 

と の 時 の デー タブ ロッ ク は 次 の よう 構成 され ます ナ . 


9 


スタ ー ト | スタ ー ト | エン ド | エン ド チェ ッ ク 
普 地 | 番地 | 番地 | 番地 データ | テ ー タ | テー タ デー タ | サム 
[BT (roJCHT]| ro] ミー トド 


と と で 各 デ ー タ (8 ピッ ト ) な , 6.2 項 の フォー ニッ ト 従っ て 措 成 され て いす. 
PPTI の ポー ト C より 出力 され 転送 デー タ は , カセ ッ ト イ ンタ フェ ー ス の 変調 回 路 た ょ b ぅ > 人 の 
うな 信号 変調 され ます -. 


IE 


数 KHz 


| 、 
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6.4 変調 回 路 


図 6 一 3 変調 回 牙 


zPD8255 


PCO 


ET 


1MO 100 


100K 02zEF 


REC 


1K OUT 


フフフ 


変調 回 


路 は ,C 一 MOS の イン ベータ 区 よっ て 構成 され て いる 発振 器 ( 発振 


周波 数 数 KHz) よっ 
て 発振 させ を た ベル ス を 出力 ボー ト か ら の 転送 デー タ 信号 に よっ て スイ ッ チ ング する . と いう 簡単 たま ゃ の 
全学 


6. ら データ の 受信 


留 6 一 * デー タ 受 信 イ ンタ フェ ー ネ 


テー ブレ ュー 婦 か ら の 再 


出力 は , テ ー ブ プ ・ イ ンタ フェ ー ス 内 の 増幅 回 
いて 再び デジ タル 信号 MC 復調 され ます . 


キー タブ ョ クラ ム は | キー か 押さ れる と > ポー ト B の ピッ ト 0OC(PBO) を モン ス し は じ め ま 


路 で 増幅 され 復調 


回 


路 と お 


芝 。 
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な みさ 本 み も 9 ザッ ト 制 央 や ミー トッ ha 


ーー コー がめ ー ジ 病 叶 0 の 、aao 。 
の デー タク 編集 し て いき ます . 
ーー 
拓 炎 アド レス を 更新 し な が ら 所 定 の 番地 デー タ を ロー ド し て いき * 了 ーー 
、 。 半 了 ず す モ > 本 下村 gr 生み ィ ザ よ 。 ョ ー ド 生生 すっ 
人 受信 し た デー クエ ラー が な いか どう か を チェック し ます 


6.@ 復調 回 路 


時 図 6 一 5 復調 回 路 


テー プレ ミー の 復調 出力 は , CMO の イン ペー タク 妖 よっ て 構成 され た 増配 器 r り ョ シック 
レベ ル ま で 増幅 され た 後 , テ イオ ー ド と CH で 構成 され た 積分 回 路 多 ょ り 復 調 さ れ ベ ッ フ ァ ェ 介し て 
人 力 ポ ボート 婚 デジ タル 信号 と し て 供給 され ます . 
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6.7 


の ・1 


42 


部 品 表 


以下 の 部 品 を 


意 し て くだ さい . 


イン タフ ェ ー ス 製作 お よび 使用 法 


注 と れ ら の 部 品 は キッ ト 内 は 含ま れ て お り ま せん ・. 


IC 4PD4049C 又は 相当 品 
zPB201C ノ 7400 又は 相当 品 ュ 
ダイ オォ オード | 1S953 1 
3 1Mo _ ユン 4*W + 
100KoO _ 1 ノ *W 9 
8KO 。 ユノ 4W 8 
15KO 。 ユノ 4*W 1 
500Q ュ ン *W 1 
100KQ 半 固 定 振 抗 1 
1KQO 半 固 定 振 抗 + 
C 1.000 pF 2 5V 程 度 セミ ラッ ク 。 マ イラ 1 
10.000 pF 2 5 V 程 度 セミ ラッ ク 。 マ イラ 1 
0.2 2 5 V 答 度 モミ ラッ ク 。 マ イラ 2 
= 
s 回 | La 9$ 
6。 LW = 3 
ど me \ 介 Y_ bo 
3 e き 思っ 議 馬 
に 中 ba |S Y | ec 
さ IEI 邊 
> | = 
1 ら [| し て | ea 
る に | es] 3 
避 了 の 3 ほ 
は 
に g 還 Hf イリ ビ 思 
』 四 
し が | 
zPB201C 
7400 
zPD*049C 


IO NTT 


止 IO awa (G け 


普 挙 OHT 肌 アー 
に つ 和 sg ーー 
4 | を < キズ 0 | ner 8 1 | 
H 5 | 8 or | ! 
| ! GT | 
1 | 
必 mrsksk 枯 中 人 [ 
6wObdy Oo6pOydy = 
520 
導 9t 9/ て 
ee ルレ デー {il る [ 
で 
1 MM 896ST Q6POYdz 
Oxert OXe3 9 て OS レン OT0ghdy 
9 守 8H 
20 9 時 イ 


O00, ン の T0g8dz 


TO 
wd000T 


ルン 9 て 9T 


り 6?O0Pdz O6Y0PTdy O6POPdy 


9 て 


回 ビー テ と あみ ズル O つ 一 ddg8d ァ 


9 一 9 図 


GO 
マ 
Fa 


『 


O 佐 OoGOO 
コマ ぎの の Foo 
・ Fm 


(Td さ ) 
968Qdz 


f 


」 


G ぁ 9G ひ Oo] 


の GunooO ら 
本 
呈 


ド 


(08 一 芳 ) 
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6 . 7 .2 テー プ へ の 録音 

具 調 回 路 の 出力 を マイ ク 入力 端子 か ライ ン 入 力 端子 接続 し ます . と の 時 使用 する ケー プ ん は 。 
外部 ノイ ズ を 考慮 し , シー ルド 線 を 使用 し て くだ さい 。 

と れ で デー タ 転 送 の 準備 が で きた わけ で す が , 実 際 IC デ ー タ を 録音 する 前 録 埋 入力 レベ ル を 員 
正 を も の 調整 する 必要 が あり ます 。 

録音 レベ ル は , 半 固定 抵抗 YR1 ぉ よび VER2 で 行い ます 

エー を 押 ナ と , テ チー ブ 録 音 映子 か ら せ は インタフェース 内 婚 あ る ロー カル オシ レー タ 
の 発振 信号 (数 KHz ) が 出 て きま す ・ 

と の 信号 を 録音 し て , 録音 状態 を 調べ 最適 を 録音 レベ ん と を る よう と, VER1 お よび VER2K よ 
っ て 録音 出力 レベ ル を 調整 し ます 

も る レ テ ー プ ブレ ュー ダ ICVYU テ メー タ ( 録音 レベ ル メ ー タ ) が 付い て いる を らち ら ば ,VU メ ー タ を 見 を 
が ら 録 音 レ ベル の 調整 を 行っ て くだ さい . 

調整 は , まず VR2 を 中 間 位 周 と セッ ト し て , VER1 を 調整 し ます . その 後 VR2 で 徴 調整 を 行 


氏 


いま す 。 


録音 ベル が 適当 で を い 場 合 は , チ テー プ か ら ブ ログ ラム を ロー ド す る 際 の エラ ー 原 因 と な を り ま す 
録音 ビル の 調 研 が 終了 し ます と い ょ い ょ ブロ グラ ム を 転送 録音 し ます 

まず デー タキ ー エ ちり , 転 送 開始 番地 を デー タレ ジス ネタ 婚 モ ッ ト し 回 
いて , 転送 終了 番地 を デー タレ ジス クモ ッ ト し ます . 

と と で テー プレ ュー ダグ を 録音 状態 と し て , 先ほど の 発信 を 数 十 秘録 音 し ます 

この 後 較 当 キー を 押し て くだ さい . 

障 剛 キー が 押さ れる と LED デ ィ ス ブレ イ 上 の 表示 が 消灯 し , デ ー タ の 転送 が は じ ま り ま 
す 

デー タ の 転送 が 終了 る と , 再 び LED デ ィ ネ プレイ が 点灯 し て , デー タ の 転送 お 終了 し た と と 
を 表し ます -. 


と れる を 確認 し た 上 で テー プレ ュー ダダ を スト ッ プ させ て くさ い . 


キー 入力 ADDRESS DATA 
回 回 回 
| 放す | ー ー | | 一 | | 転送 開始 

Elzil plz 

8 る | * 回 | 回 韻 韻 剛 回 回 皿 人 
録音 開始 8 

EEEIELTLMW 

TA 


! 
四 zlzlzl 2IEIews 


1 る 人 


6 7 .3 デー タ の ロー ド 


ーー の イイ オーン 抽 旭 チ み 、 ラ イン 用 孝和 中 入村 し ュ ニ 
敵 続 ケー アル は 。 シー ルド 前 示 互 ま し いで し ょ 2. 

1 
gr aa 
ーー 下さ っ て の る も の みあ いた め と の 和 放 の 本 カレ ベア と かと ッッ 
し タ い 電 人 人 の 記 で 必殺 行っ て くだ さい 、 ュ ムロ 
"ee 
届 間 が 終了 する と , デー の aー ド 舞 作 k う つか ュー 


ーー 
洛 力 を モー タ し な がら 操作 する と よい で し ょ っ. 
キー を 押し モー タプ ログ ラム を 走ら せま きす 


ーッ の 本 全 訟 し 。 デ ー ネ の 前 導き れ て かる マー テ ( akh ら aa 
計 で デー クタ 板 送 を 開 即 する 前 人 録音 し た も の ) を 確認 し た 


キー を 押し ます . 
。・。 RDF ォ tCf 生 人 ーー 


テー プ 刀 は て デー タ の ュー ド 先頭 番地 と ェ ン 番地 も 記録 され て いる た ぁ め , デー タク は 自動 的 C そ 
の 領域 ロー ド さ れ ま す . 


Tk さ ュ デュ を 
妖 確 認 し ます . 
半生 
デー ポッ ディ オス ウッ ヤ リィ 多 は ェ ン ド 番 地 友 素 示 され ます . 
、 


キー 入力 DDRESS DATA 


テー グ 再 生 財 始 
マー ク 音 確認 


| 嘱 | 室 受信 中 消灯 
た 迷 下 サリ 7 一 
受信 絵 アテ ラー なみ し 
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ま を 最初 入っ て いる 転送 スタ ー ト 番地 も る し く は エン ド 番 地 を リー ド エ ラ ー し ます と , 前 記 の ェ 
うな 表示 は され ず , 受 信 捧 態 か ら 抜 け 出 し て と を いと と が あり ます . 
エラ ー が 発生 し た 場合 , その 原因 な 単発 的 を ノ フィズ か 録 再 生 レ ベル が 不適 当 で ある と と が 考え ら 


れ ま す の で , まず は 再生 レベ ル を 再 調整 し て や りな を お し て くだ さい . また 前 記 の 2 受信 状態 か 
ら 抜 け 出し て と を い 場 合 は , |IRESEr| キー を 押し て か ら や り を ぉ お し て くだ さい . 
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第 7 了 音 TK-80 用 電源 回 路 例 


7.1 き 敵 子 レ キュ レー タ を 使用 する 場合 


TK 一 80 は ,+ ュ sv. す 5Y の 2 電源 な 必要 で す ぶ + ュ 2 電源 の 電 疲 容量 余裕 か あぁ れ ば 。 
トト と ツ お らち 8 を 作り 出し て 使用 する と と が で きま っ 


M BC 14005 ES グッ eS 
- スイ ッ チ 


信 C100Y 1 ーーーs+12 VC(02A) 
+5V. (0.8A) 

GND 

3 
放 
部 
も 板 
の の 
KK 役 
と 目 
入 カ り を 
つ は 
アデ ・ 

人 cy 


二 5V の 電流 容量 を さ ら 多 ふ や し た い 場 合 多 な , 区 の 図 の ェ 2 Cc38 端 子 レ キュ レー ネタ を 複数 個 使 9 


スタ ン - バ 
、。 生 L2 


マイ ーー ょ 1 2 
! 


905| "テーs+5Y ->TK- 80 
ポー ド 


Ss GND 


s+ す 5V - つ 外部 回 路 


有 和 0 
と ュ レ ギュ レー ショ ン は 多少 可 て を り ま す 
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PNP バ ワー〒 ェ 
( 例 2SA6 多 8) 


土 5V(2A) 


ィ ァ .2 バッテリー 動作 


ニッ ケル ・ カ ドミ ッ ゥ ム の 充電 可能 を 電池 を 使う の が 便利 で す ・- 
この 場合 端子 電圧 は , 1 個 当 を り 1.2 V (公称 電圧 ) で す の で , 二 5Y と し て は $ 個 直列 の 4.8V 
か ,5 個 直列 の 6V を ダイ ォ ー ド の 順 方 向 電圧 分 落と し て 5V 近 く で 使用 で きま す 


ニッ ケル ・ カ ドミ ウム 電池 の 場合 


ア 
18V : | 詳 12YV 三 


x6 ! 7.2Y 5 三 2 
ーーー 〒 
B 12V も 

1 一 48V Pt 三 。 を sy 


6 容量 の 大 きい 1 2 V の 鉛 若 電池 が ある 場合 , 8 端子 と ギュ レー クタ で 5YK 落 と す よ うし て まお け は ば ・ 
電池 の 端子 電圧 が 相当 滅 少 し て も 使用 で きま す . 
1 2 V 鉛 菩 電 池 の 場合 は 簡単 で す - 


o+12V (とれ は 1ICKC は 
使え まぜ ん) 


ーo GND 
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注 邊 動車 の ペッ テリ ー か ら 電 源 を 供給 する 場合 エン ジン の 回転 雪 反 応 


ゝ じ て ベ バッテリー の 端子 


の 。 宮 庄 が 変動 し ます の で , 直 棟 TK 一 8 0 の 十 1 2 電源 iC は 迷 先 し を いで くだ さい 
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| 
端子 番号 端 子 名 端子 番号 。 端子 名 
A 1 GND B 1 GND 
四 GND 較 GND 
8 +5V 8 +5V 
四 四 
5 +18Y 5 +12Y 
@ @ 
M 7 
8 8 
9 9 
10 AB15 10 AB 9 
11 AB14* 11 AB 6 
1 AB138 19 AB 5 
18 AB18 18 AB 4 ] 
1* AB11 14 AB 3 
3 15 AB10 15 AB 2 
16 AB 9 16 AB 1 
17 AB 8 17 AB 0 
18 18 
19 19 ] 
* 30 ぅ 0 
ぁ 1 2 1 
2 2 る 2 
2 8 28 
2 4 2 る 
2 5 2.5 
2 6 2 6 DB 7 
27 27 DB 6 
2 8 2.8 DB 5 
2.9 8 9 DB * 
80 | 80 DB 8 
8 1 81 DB 2 
| 8 2 8 5 DB 1 ] 
88 E 記 DB 0 
8 84 
85 85 
8 6 8 6 
8 7 8 7 
[ 8 8 1I 88 
8 9 3 9 
を 0 *0 
41 を 1 
を 2 を 2 
48 4 8 
】 44 
*5 45 
を 6 46 
47 の 47 
*8 4.8 
* 9 4.9 
5 0 GND' 5 0 GND 
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付図 頂 ブリン ト 基 板 部 品 面 図 
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